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浅川扇状地遺跡群 E9区全景



長野オリンピック冬季大会が大成功のうちに幕を閉じそれに続く
パラリンピックが現在開催されていま

すが、昨年10月 に開通した北陸新幹線が両大会での観客の輸送に大きく貢献したことも忘れることはでき

ません。この新幹線は上越までの延イ申に向けて工事が始まっておりますが現在は長野駅止まりで、長野市

北部の赤沼に車両基地がつ くられております。本書は、この一般乗客が乗ることのない長野駅から赤沼の

車両基地までの引き込み線にかかった浅川扇状地遺跡群と三オ遺跡の発掘調査報告書です。

浅川扇状地遺跡群の調査は、 JR信越線沿いに国道19号線を越えるあたりから北長野駅まで、その先か

ら信越線と離れて古里公園付近までと、 5 km余 りにもわたるものとなりました。この間、北長野駅までは

市街地であるにもかかわらず、弥生・古墳時代の良好な集落跡や水田跡が検出され、北長野駅付近では古

墳時代～古代の竪穴住居跡とともに多数の縄文土器・石器も出土し、さらに古里公園付近では中世の駒沢

城関連と思われる遺構やそれに続く近世の遺構が検出されています。また、その北の三オ遺跡では焼骨を

曲物に納めて葬った墓が多数見つかっております。これらは、この地域の歴史に多くの新知見を加えるも

のですが、その調査は平成 5年の記録的長雨、平成 6年の猛暑、さらにその冬の積雪などの中、 JR線の

脇ということで安全管理に特に気を使っての、市街地を含む狭い範囲の調査地を頻繁に移 りながらの調査

であり、決して平坦なものではありませんでした。

しかし、それらの困難を乗り越えて調査を遂行し本書に結実できたのは、当埋蔵文化財センター職員の

努力もさることながら、日本鉄道建設公団北陸新幹線建設局、東日本旅客鉄道株式会社長野支社、長野県

北陸新幹線局、長野市新幹線高速道対策課、地元対策委員会をはじめとする地元関係者、発掘調査参加

者、直接に御指導をいただいた長野県教育委員会等の方々の厚い御支援の賜物であり、厚 く敬意と感謝を

表する次第です。

平成10年 3月 10日

財団法人 長野県埋蔵文化財センター

理事長 戸 田 正  明



例   言

1 本書は、北陸新幹線建設に伴って事前調査された遺跡のうち、長野市鶴賀・三輪・古野・中越・吉田
・富竹・上駒沢等にまたがる浅川扇状地遺跡群と長野市三オに所在する三オ遺跡の発掘調査報告書であ

る。

2 両遺跡の調査は、長野県教育委員会が日本鉄道建設公団北陸新幹線建設局の委託を受けて、働長野県

埋蔵文化財センター (以下県埋文センター)が実施したものである。

3 両遺跡は、すでに県埋文センターの『年報』等でその概要が報告されているが、本書をもって正式な

調査報告とする。

4 両遺跡の発掘調査は平成 5～ 7年度に県埋文センター長野調査事務所によって行われ、整理作業は平

成 7年度に同事務所、平成 809年度に県埋文センター上田調査事務所で行われた。

5 本書の執筆・図版作成・編集は上田 真が担当した。遺構の写真撮影は各調査担当者、遺物の写真撮

影・現像・焼き付けは田村 彬が担当した。

6 金属製品等の保存処理は長野県立歴史館に依頼し、保存処理室の白沢勝彦専門主事が担当した。

7 国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図と長野市発行の 1万分の 1都市計画図を使用している。

8 日本色研欄の土色記号を使用している。

9 両遺跡の調査および本書の作成にあたり、次の方々に御指導・御協力を賜った。 (五十音順・敬称略)

赤羽貞幸・飯島哲也・河野喜映・笹本正治・佐々木 彰・茂原信生・千野 浩・津野 仁・

中三川 昇・平川 南・野内秀明・山岸猪久馬・山口 明

10 参考文献は各節文末に一括して掲載した。

11 本書で報告した各種記録類および出土遺物は、長野県立歴史館に保管されている。



例几

1 遺跡の名称は「浅川扇状地遺跡群」および「三オ遺跡」とし、略称を県埋文センターの予備記号で北
陸新幹線関連の調査遺跡に付けられることになった「M」 と各遺跡名のローマ字表記中の 2文字を用い

て、それぞれ「MAS」 ・「MSS」 とした。

2 遺構も略称を用いた。各遺構記号の性格は下記の通りである。但し、各遺構記号は調査段階で付され
たものであり、その後の整理で性格が異なっていても、遺構記号を付け替えていない場合がある。

SB:竪穴住居跡 SC三 畦跡 SD:溝 跡 SE:井 戸跡 SF:炉 ・焼土跡 SK三 土坑
SL:田 ・畑跡 SM:墓 跡 SQ:遺 構に伴わない土器の出土 ST:掘 立柱建物跡
SX:性格不明遺構

本書に掲載された実測図の縮尺は原則として下記の通 りである。

遺構 三1/40ま たは1/80、 遺構全体図 :不定

土器 :1/4、 土製品 :1/2、 石器 三1/2ま たは1/4、 金属器 :1/4、 木器 :1/8ま たは1/4

実測図に用いたスクリーントーンは以下の通 りである。

1)遺構実測図

焼土・炉 炭分布範囲

遺物実測図

黒色処理

また、須恵器は断面を黒 く塗 り潰し、陶器・磁器は断面に網天のスクリーントーンを施 した。
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第 1章 遺跡の概要

第 1節 遺跡の環境

1 地理的環境

浅川扇状地遺跡群 と三オ遺跡は善光寺平北部に位置する。善光寺平は、更新世前期に陥没が始まり、更

新世後期に盆地西縁の長丘断層の活動 (ずれ動き)に より形成され、このため千曲川は盆地西側の丘陵地

帯を流れている。善光寺平は南北の長さは約35kmに対して、南端の稲荷山付近の標高が360m、 北端の中

野市延徳が330mと 非常に平坦な盆地であるが、千曲川に流入する中小の河川は起伏比 (流域の起伏を流域

最大辺長で割った値)が大きく、扇状地を形成する大きめの礫が運搬されやすい。そこに、第四紀の隆起、

火山活動末期の爆裂火回の形成、最終氷期の1500m付近への森林限界の低下などにより大量の土砂が供給

され扇状地が形成されたと考えられる。浅川扇状地もこのような扇状地の一つで、飯綱山を水源とする浅

川が真光寺付近で平地に出た部分を扇頂として、 JR信越線の東側辺 りを扇端とする扇状地である。この

扇状地上には、著名な吉田高校グランド遺跡をはじめとする多数の遺跡が存在し、それらを総称して浅川

扇状地遺跡群 と呼んでいる。一方、三オ遺跡はその北の千曲川氾濫原の微高地に位置している。

引用・参考文献

斉藤亨治 1988『 日本の扇状地』古今書院

2 歴史的環境

前述のように浅川扇状地上には多数の遺跡が存在する (第 1図 )。 吉田高校グランド遺跡 (1)は、扇状地

扇央部西寄 りに位置し、昭和45年に採集された多量の土器片から弥生時代後期前葉の「吉田式」が設定さ

れ、その後の発掘調査で同時代の集落跡が検出されている。そのほか、扇状地上の遺跡には、縄文時代前

期の集落が検出された浅川端遺跡9)や松ノ本田遺跡OX縄文時代前期の住居跡のほか古墳時代前期の集落

が検出された牟礼バイパスA地点にX弥生時代中期の集落が検出された徳間遺跡(励・本掘遺跡
“

)や柳田遺

跡けX弥生時代中期～平安時代の各集落が検出された三輪遺跡侶)や徳間本堂遺跡り)・ ニツ宮遺跡000本村

東沖遺跡OD、 弥生時代中期と古墳時代後期の集落が検出された檀田遺跡αЭ、弥生時代後期 と古墳時代中・

後期の集落が検出された下宇木遺跡αЭ、古墳時代前期及び後期の祭祀跡が検出された駒沢祭祀遺跡l141、 古

墳時代後期末～終末期の湯谷古墳群αり、奈良～平安時代の集落跡が検出され、三尊仏の鋳型が出土した駒

沢新町遺跡00、 平安時代の集落が検出された浅川西条遺跡l1710押鐘遺跡αOな どがあり、稲添遺跡09では瓦

塔、ニツ宮遺跡では鵬尾が出土している。弥生時代中期～平安時代の各時代の良好な集落が多く、仏教関

係の遺物も目立つ。                                、

周辺の丘陵地帯には、全長39mの地附山前方後円墳を盟主墳とする地附山古墳群00、 全長47mの三オ前

方後円墳OD、 吉古墳群1221な どの古墳群が見られ、律令期の多古駅 との関連が窺える三オ田子遺跡1231も あ

る。

南側に接する裾花川扇状地上には、弥生時代中期初頭の標識遺跡である新諏訪町遺跡00、 弥生時代後期

-1-
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の標識遺跡である箱清水遺跡1251、 古墳時代から平安時代の集落跡であるが、蹄脚硯や掘立柱建物跡の検出

から官衛の可能性もある県町遺跡00な どがある。また、裾花川南部の河岸段丘上には縄文時代から平安時

代の集落跡や弥生時代後期から古墳時代前期の墓群が検出された平柴平遺跡0つや、中世城館であるが縄文

時代前期・弥生時代中・後期・古墳時代後期・奈良時代の各集落も検出されている小柴見城跡1281も ある。

千曲川氾濫原上には遺跡は少ないが、浅川扇状地東方の自然堤防上の小島・柳原遺跡群があり、弥生時

代中・後期の集落跡と古墳時代初頭の周溝墓群が検出された宮西遺跡09、 弥生時代中期から平安時代の集

落跡が検出された水内坐一元神社遺跡00、 中俣遺跡00、 平安時代の集落跡が検出された南川向遺跡0カ、平

安時代中期の集落と火葬骨墓が検出された上中島遺跡00な どが含まれる。浅川扇状地南側の市街地では調

査された遺跡は少ないが、古墳時代後期の集落跡が検出された東番場遺跡00、 中世城館の栗田城跡ODがあ

る。

千曲川対岸の須坂市内も調査された遺跡はそう多くはなく、縄文時代前期から平安時代までの遺物が出

土しているが検出された遺構は平安時代の炉 1基のみの橋場遺跡00、 八丁鎧塚 112号古墳00、 天神 1号
古墳00等の積石塚古墳や中世の井上氏城跡09や福島居館址に0な どがあるだけで、その北の小布施町でも、

古墳時代中期の集落が検出された堀ぎ遺跡1411や中子塚境遺跡1421が目に付く程度である。

このように、浅川扇状地は周囲と比べて遺跡の利密な地域であり、律令時代には東山道支道、江戸時代

には北国街道が通るなど、人間活動の盛んな地域であったことが窺われる。

引用・参考文献

大場磐雄 1966「長野市発見の古代農耕祭祀遺跡を中心として」『信濃』Ⅱ1018-8

小布施町教育委員会 1978『 中子塚境遺跡』

笹沢 浩 1969「長野市新諏訪町遺跡」『信濃考古』27

1970「長野市県町遺跡緊急発掘調査略報」『長野』30

須坂市教育委員会 1977『天神 1号墳確認調査報告書』

1980『井上氏城跡』

1982『橋場遺跡』

1989『坂田遺跡緊急発掘調査報告書』

須坂市教育委員会・須坂市遺跡調査会 1985『福島居館址確認調査報告書』

1985『鎧塚第 2号古墳』

長野市教育委員会 1971『平柴平遺跡緊急発掘調査概報』

1988『東番場遺跡』

1991『栗田城跡・下宇木遺跡・三輪遺跡(3湖

1991『中俣遺跡・押鐘遺跡・檀田遺跡』

1992『ニツ宮遺跡 0本掘遺跡・柳田遺跡・稲添遺跡―第 1分冊・第 2分冊』

1992『中俣遺跡Ⅱ』

1993『三輪遺跡(3湖

1993『駒沢新町遺跡Ⅱ』

1994『三輪遺跡(90上中島遺跡』

1994‐『宮西遺跡』            '

1995『本村東沖遺跡Ⅱ』

1995『徳間本堂原遺跡』
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第 2節 調査の概要

長野市教育委員会・長野市遺跡調査会 1980『三輪遺跡』

1980『四ツ屋遺跡・徳間遺跡・塩崎遺跡群』

1981『湯谷古墳群・長礼山古墳群・駒沢新町遺跡』

1982『浅川扇状地遺跡群一牟礼バイパスA・ E地点遺跡―』

1984『箱清水遺跡(2湖

1986『浅川扇状地遺跡群一牟礼バイパスB・ C・ D地点』

1987『三輪遺跡(2湖

1987『長野吉田高校グランド遺跡』

1988『南川向遺跡』

1988『浅川端遺跡』

1988『地附山古墳群』

長野市教育委員会・長野市水道局 1988『小柴見城跡』

長野県史干J行会 1981『長野県史 考古資料編 全 1巻(1)遺跡地名表』

1982『長野県史 考古資料編 全 1巻(a 主要遺跡 (北 0東信)』

長野県住宅供給公社・長野市教育委員会 1975『浅川西条』

永峯光- 1963「長野県上高井郡小布施町中条堀同古墳時代住居址調査報告」『信濃』ⅡI・ 7-3

永峯光一・亀井正道 1960「長野県須坂市鎧塚古墳の調査」『考古学雑誌』45-1

米山一政 1976「吉田高校グランド遺跡」『日本考古学年報』27

1969「長野市吉古墳群」『信濃考古』28

1969「長野市三オ田子遺跡」『信濃考古』28

第 2節 調査の概要

1 調査の経緯

平成 3年に着工が決まった北陸新幹線高崎―長野間は、その直後に平成10年の開催が決まった長野オリ

ンピック冬季大会前に開業することになり、着工が急がれた。しかしながら、浅川扇状地遺跡群は周知の

遺跡ではあるが、範囲など詳細が必ずしも明らかではなく、特に今回対象となった扇端部では調査例も少

なかった。三オ遺跡も同様で、従って、調査は用地買収の終わったところから順次重機バケット幅で試掘

を行い、その後複数地点を数班で同時調査というものになった。そのため、執筆者はその一部の地′点の発

掘調査を担当したが、全ての地点を担ヽ当したわけではないことをお断りしておく。

2 調査の方法

浅川扇状地遺跡群と三オ遺跡の今回の調査地は、長野市鶴賀から三オまでの南西一北東の 6 km余 りの範

囲に点在する。そのため、一つの調査区として把握することは困難でありtまず鉄道建設公団の工区割り

に従って、鶴賀から吉田までをW2～ W14区、稲田から上駒沢までをEl～ E9区に大きく分割し、更に

同一地区内で土地買収の進展や工期の関係で調査時期が異なってしまった発掘区をa～ d区、①～④区、

北区・南区のように小分害Jし た。小区については名称が異なってしまったが、遺物の注記などの問題もあ

り調査時の名称に従った。

各調査区の絶対位置の表示には、国土座標ⅥⅡ系を基準とした I～脚 の 1辺200mの大々地区を設定し
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第 2図 調査区位置と地区割 り
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第1章 遺跡の概要

た。この大々地区はA～ Yの一辺40mの大地区に分けられ、大地区はさらに 1～ 25の一辺 8mの 中地区か
北東角の座標をとってA01～ T20に 区分 される一辺 2mの小地区に細分 される (第 2図 )。 小地区は中地
区を細分 したものではなく大地区を中地区とは異なる方法で細分 したものであり、ある小地区がどの中地

区に属するのかす ぐには分かりにくいという欠点があるが、当埋文センターで長年用いてきたものであり

本書でも従った。

3 調査 ・整理体制 (50音順・敬称略)

事務局 (平成5～ 9年 )

事務局長 峯村忠司 (～平成 7年)・ 青木 久 (平成 8年～)
総務部長 神林幹生 (～平成 6年 )・ 西尾紀雄 (平成 7年～)
調査部長 小林秀夫
長野調査事務所 (平成5～ 7年 )

所長 岡田正彦 (～平成 6年 )・ 小林秀夫 (兼務・平成 7年 )
調査第二課長 原 明芳 (～平成 6年) 調査課長 百瀬長秀 (平成 7年 )
調査研究員 上田 真・河西克造・上沼由彦・澤谷昌英・清水晴樹・田中正治郎・月原隆爾・

贄田 明・西村政和・藤森俊彦・藤原直人・町田勝則・三木雅博・両角英敏・山崎まゆみ・
山崎光顕・山中 健・吉江英夫・綿田弘実・和田 進
調査参加者 秋元 仁・朝日英子・芦田久子・東 みよい・阿部理恵子・荒井誠一・荒井久子・
池田ひで・石田美津子・石村みちよ・市川卓爾・市川文夫・伊藤花子・稲田きく子・伊部今夫・

今井正勇・岩崎寛治郎・岩崎忠三・岩崎利子・岩田 渡・上島貴志子・内岩寿治・内田 充・
内堀春江・宇野弥生・大峡 満・大沢寛司・大田未美・大図正達・大西猪蔵・大日向利子・
大平美恵子・岡田久太郎・岡野幸子・奥村和子・小田切 優・風間金栄・片山 賞・勝田照雄・

加藤 弘・加藤充也・金井 覚・金井寿美子・川村けさ江・北澤志げ美・北沢富幸・北原茂子・
木村重子・草間保雄・熊井幸子・倉石長治・黒岩信治・小池萬吉・小林あさ子・小林志津子・

小林 保 0小林敏夫・小林富枝・小林寅子・小林信子・小林初子・小林春枝・小松安和・
小宮山静江・小宮山武男・小山くによ・小山周一・近藤よしの・西条直治・酒井正己・酒井 秀・
坂口きよ子・坂口みさ子・坂野和子 0坂本 昇・佐藤桂子・佐藤 進・佐藤武江・佐藤博道・
塩入善仁・篠沢きよ・篠原和子・島田三子・清水かおる・清水敏雄・清水七男・鈴木たい子・

須田美智子・諏訪部善雄・関 金治・関 秀人・関 正子・関川幸子・関屋むつ子・染野卯年・

高木信治・高橋友一・高柳すえ子・滝沢せつ・武井金美・竹内和雄・竹内せつ・竹田キワ江・

武田 真・竹花なる美・竹村 孝・竹本保平・田尻ナヲ子・辰野政治・田中朋子・′谷口喜二郎・
田村茂子・塚田昭司・塚田まさき・塚田康雄・塚野吉子 0月 岡 畏・伝田伊代三・戸井つや子・

時沢富士子・常田保子・徳武欽之助・徳武幸三・徳嵩勅子・徳永勝子・徳永長寿・轟 典・

豊森知弘・長崎富二・中島嘉恵子・中島恵子・中澤正一・中島仙次郎・中島 宏・中島芳江・

中村明夫・中村小百合・中村 弘・夏目紘子・成田和江・新津清美・新海一義・西 しげる・
西村盛男・橋本信子・長谷川繁信・長谷川員平・畑山秀文・羽生田せつ子・馬場一生・、馬場孝子・

林部久子・原 いち・原てる子・原田英子・原山嘉三郎・原山一弘・深澤静江・藤岡サ ト・
藤沢清子・藤沢尚子・穂刈 進・堀内幸子・堀川みよ子・本藤章亘・牧 一誠・牧 千代子・

牧野なか・松沢たつよ・松田亮子・松本英男・松本幹雄・丸山俊雄・丸山 久・丸山益弘・

丸山ふくじ・丸山良子・水野きく江・三井ユキ・峯村浩明・峯村文則・宮尾沙由美・宮尾茂子・
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宮坂美樹・宮澤ツネ子・宮澤美代子・宮下 茂・宮島静美・宮野尾和子・宮原未盛・宮原豊子・

宮原ゆき子・六川幸雄・望月ミツ・矢島 豊・山浦幸子・山岸忠吉・山口永三司・山口千恵子 0

山口よし子・山崎千代和・大和笑子・依田芳子・若林きよゑ・若林忠夫・若林なを・鷲沢啓子・

和田栄子・和田信男・和田正子

上田調査事務所 (平成 809年 )

所長 小林秀夫 (兼務) 調査第二課長 広瀬昭弘  調査研究員 上田 真

整理参加者 飯田和子・梅原 祝・大井まき枝・大原はるえ・片桐はまよ・増沢ふさえ
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第 2章 浅川扇状地遺跡群

第 1節 W2A区 の遺構と遺物

W2A区 は長野市早苗町の JR信越本線沿いで、付近は長野市役所や長野中央消防署があるなど、オフ

ィス街 となっている。 JR線北西側を幅約10m、 全長約86mに わたって調査し、竪穴住居跡 7軒・溝31条
・土坑50基等が検出された (第 3図 )。

1号竪穴住居跡 (S B01、 第 4図、図版 1-2)

調査区北端のⅡR203区 で検出された。北西部は調査区外のため全形は不明であるが、長径2.6mの
楕円形を呈する。確認面からの深さは約45cmで、埋土は黄褐色土の単層である。柱穴等は検出されなかっ

た。弥生時代中期後半の栗林式の壺など弥生土器片1800gが出土しているが、いずれも小片のため図示で
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第 1節 W2A区 の遺構と遺物
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第2章 浅川扇状地遺跡群

きなかった。弥生時代中期後半の竪穴住居跡と思われる。

4号竪穴住居跡 (S B04、 第 4図、図版 1-4)

調査区中程のⅡQ20025区 で検出された。南東部は調査区外であるが、 1辺2.6mの隅丸方形 と思われ
る。壁は緩やかに立ち上が り、確認面からの深さは15cm、 埋土は明黄褐色土の単層である。1.2～ 1.3mの

間隔を置いて直径20cm、 深さ5～ 10cmの柱穴が「く」の字形に並び、 4主柱穴のうちの 3個であろう。弥
生時代中期後半の栗林式の壺などの弥生土器片940gが出土しているが、いずれも小片のため図示できな

かった。弥生時代中期後半の竪穴住居跡であると思われる。

3号竪穴住居跡 (S B03、 第 4図、図版 1-3)
調査区中程のⅡQ18019区 で検出された。北西部が調査区外であるが、長径が 4m余、短径3.lmの楕
円形であると思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、確認面からの深さは約10cm、 埋土は灰色土の単層で

ある。床面には直径30～ 50cm、 深さ 2～ 20cmの柱穴が1。 5～ 2.lmの間隔で方形に並び、その対角線の交点

に当たる所にも直径40cm、 深さ10cmの柱穴があり、これら5個が主柱穴とJ思われる。遺物は、図示した弥

生時代中期後半栗林式の壺のほか、同時期の壺、甕片など5060gが出土している。弥生時代中期後半の竪

穴住居跡であると思われる。

5号竪穴住居跡 (S B05、 第 405図、図版 1-5039-2)
調査区中程のⅡQ18023区 で検出された。北西部が調査区外であるが、長径 5m程度、短径4.4mの楕
円形であると思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり確認面からの深さは約45cm、 壁沿いに幅 5～ 15cm、 深

さ 5～ 10cmの壁溝が巡っている。直径約20cm、 深さ20～ 40cmの柱穴 (P1020607)が 2～ 2.8mの間
隔で台形に並び主柱穴と思われるが、やや広いP20P6間 にある直径30cm、 深さ15 0 40cmの P30P4
も主柱穴かもしれない。床面中央には直径80cmの炉があり、深さ35cmの掘 り方の中には炭を含んだ粘土や

灰黄褐色土が詰まっていた。炉としてはやや深 く、湿気抜きを考えた地下構造かもしれない。出土遺物

は、図示した弥生時代中期後半栗林式と思われる胴部に櫛描羽状文を施す甕(1)・ 甑121・ ミニチュア土器侶)

・未成品を含む土器片を転用した紡錘車 (4～ 26)・ 碁石状の石製品0つ・管玉1281・ 石鏃09のほか、壺・甕

・高不・ミニチュア土器等の弥生土器7600gでぁる。弥生時代中期後半の竪穴住居跡である。

6号住居跡 (S B06、 第 6図、図版 1-6)

調査区中央よりやや南西のⅡV203区 で検出された。南東部は調査区外で、27028029号土坑にそれ
ぞれ一部を切られているが、直径 6mのやや凸凹のある円形と思われる。床面は削平されていて、幅
20～ 30cm、 深さ 5～ 8 cmの壁溝と東部の壁際に直径10～ 20cm、 深さ 5～ 20cmの 円形または楕円形の柱穴が

6個残っているだけで、これらの柱穴のどれが本遺構に伴うのかは分からない。出土遺物は、弥生時代中

期後半の栗林式の土器片540gのみで、いずれも小片で図示できなかった。弥生時代中期後半の竪穴住居

跡である。

7号竪穴住居跡 (S B07、 第 6図、図版 1-7)
調査区の西部ⅡV102区 で検出された。北西部は調査区外で、南西部は撹乱で壊されているが、直径
6m程の円形であると思われる。床面は削平されているが、幅15～ 45cm、 深さ3～ 10cmの壁溝が巡り、壁
に近い所に直径15～ 25cm、 深さ10～ 40cmの柱穴、中央部に直径 5 cm、 深さ 3～ 6 cmの小柱穴がいくつか見

- 12 -
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

359。 200  ~
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

られたが、それら;がどのように対応するかは不明である。床面中央の調査区境にかかる所に直径 80cm、 深

さ20cmの炉があり、焼土が詰まっていた。出土遺物は、詳しい時期不明の弥生土器120gのみであるが、

周囲の状況から、弥生時代中期後半の竪穴住居跡の可能性が高いと思われる。

50号土坑 (S K50、 第 6図 )

調査区中程のⅡ Q24区 で検出された。直径2.8mのやや不整な円形で、確認面からの深さは75cm、 壁は

急角度で立ち上がり、底は平らなたらい形である。埋土は褐色土の単層で、弥生土器3510g、 土師器720

g、 須恵器 5gの土器片を含んでいる。遺物の年代に幅があり、性格は不明である。

その他の出土遺物 (第 7図、図版39-1)

各溝・土坑・土器集中・検出面で遺物が出土しているが、比較的まとまって出土しているのは7290gの

弥生土器が出土した 4号土器集中 (S Q04)と 5200gの 弥生土器が出土した20号溝 (S D20)く らいで、

ほかは比較的少量である。30号土坑 (S K30)出土の壺形土器の肩部(1)は 3本 1組の凹線で区切られた中

を山形の沈線で区切 り、爪形の刺突文で埋めている。50号土坑 (S K50)出土の高不中央部υ)は、外面と

不部内面が赤彩され、不部と脚部の境に稜を持つ。20号溝 (S D20)出土の小型甕 0)は、磨滅しているが

口唇部に刻み、胴部に櫛描文や櫛描波状文が施されている。 4号土器集中出土の甕形土器に)は、口唇に刻
み、胴部上半に櫛描文、胴部中程に刺突文が施されている。赤彩される高不υ)のみ弥生時代後期初頭の吉

田式とノ思われるが、他は弥生時代中期後半の栗林式の範疇に収まるものである。その他土器片転用の紡錘

車 (5～ 9)は いずれも検出面で、同じく土器片転用で文様部分 を意図的に用いたと思われる装身具

(10～ 13)が検出面のほか 4号土器集中、23041号溝 (S D23041)で、土錘l141が32号溝 (S D32)で、打

製石鏃 (15～ 19)が検出面のほか、 1020号溝 (S D01020)、 34号土坑 (S K34)で、偏平片刃石斧刃部
00が29号土坑 (S K29)、 太形蛤刃石斧ODが26号土坑 (S K26)で、外湾刃半月形の磨製石包丁20が 10号溝

(S D10)か ら出土している。

- 16 -



第 2節 W2B区 の遺構と遺物

第 2節 W2B区 の遺構と遺物

W2B区 はW2A区 の北西約30mの長野市早苗町から東鶴賀町にかかる地区である。幅12m、 長さ98m

の調査区が上下 2面調査され、竪穴住居跡24軒・掘立柱建物跡 1棟・墓跡 3基・溝17条・土坑66基などが

検出された (第 8図 )。

第

バ
Ｎ９

第 2検出面

o                       25m

ヽ
シ

361.000-  A

I 表土
Ⅱ 耕作土
Ⅲ ブロック状耕作土

V言 根賃警着色砂土 肌 ∞ト

Ⅵ 褐色粘土
ⅥI 褐色シルト
ⅥⅡ 褐色細砂
Ⅸ 基本土層

第 8図 W2B区 遺構配置図
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

1号竪穴住居跡 (S B01、 第 9図、図版 2-3)

調査区北端のⅡJ 8 013区 の第 1確認面で検出された。東壁の一部とその周辺が残っているにすぎず、

残存部分からは 1辺2.8m以上の方形または隅丸方形の竪穴住居としか言えない。残存部分 も上部を削平

され、確認面からの深さは 5 cmで、埋土は暗褐色シル トの単層である。床面中央には直径30cmと 40cmで深

さ 5 cmの炉が各 1基あり、周囲は炭化物が広がる。出土遺物は、古墳時代前期の甕 0壺・高不片などであ

るが、いずれも小片のため図示できなかった。古墳時代前期の竪穴住居跡であると思われる。

2号竪穴住居跡 (S B02、 第 9図 )

調査区北部のⅡ J l10 120 16区 の第 1確認面で検出された。大部分が調査区外だが、調査部分からは 1

辺5.4m程の方形または長方形であると思われる。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは60cm、 埋土は 3

層に分かれレンズ状に堆積している。南東壁際中央の床面とその南西方には、直径 10cm、 深さ 5 cmの柱穴

2個 と直径35cm、 深さ 5 cmの柱穴が見られるが、本遺構に伴うかどうかは明らかでない。出土遺物は、古

墳時代前期の甕片180gであるが、ガヽ片のため図示できなかった。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

3号竪穴住居跡 (S B03、 第10図 )

調査区北東部のⅡ 1200250J16021区 の第 1確認面で検出された。北西壁が調査区外で、 S B050 S

K190 S T01に切られ、 S D01を 切る。 1辺8.2mの隅丸方形と思われる。壁はほぼ垂直で、確認面から

の深さは40cm、 埋土は黄褐色砂質土と灰色粘土の斑な混土の単層で人為的埋没の可能性が高い。壁溝が巡

り、 4隅の直径40～ 85cm、 深さ60～ 110cmの 円形の 4柱穴が主柱穴と見られる。このうち、東佃Iの P2に
は住居跡壁から幅10cm、 深さ 3 cmの溝がイ申び、間仕切 りがあったかもしれない。床面ほぼ中央とその南南

西に直径約50cmと ほぼ同規模の炉が 2基あり、その周囲にもそれぞれ焼土の分布が、Plの南北には炭の

分布が見られた。出土遺物は、図示した球胴の土師器甕(1)と 深めの土師器椀υ)のほか、甕 0高不などの古

墳時代前期の土師器片1800gである。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。
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35e.s00 !
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到
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1 炭化物、焼土ブロック少量混ざったにぶい黄褐色シルト
(10Y R4/4)し まり良し
2 炭化物、 1よ り多く含む暗褐色シルト (10Y R3/3)
3 炭化材、炭化物、焼土ブロック詰まる
褐色シルト混入

0                        4m
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第 2節 W2B区 の遺構と遺物

359。 800_Pl_

1 プロック状の褐色、暗褐色シルト、炭化物
混じりの暗褐色土 (loY R3/3)
2 炭化物混じりのにぶい黄褐色シルト
(10Y R4/3)

3 2.5Y3/3暗 在リーブ褐色粘土

359。 600__  P2  _

1 小プロックの黒褐色、暗褐色、灰黄褐色の
シル ト、粘土混じりの暗褐色土 (10Y R3/3)

a′  2 暗オリーブ褐色粘土 (2.5Y3/3)~ 3 
ブロック状の黒褐色、暗褐色シル ト

混じりの黒褐色土 (10Y R2/2)

C′
 359′ 800_P3 _

ブロックの褐色土、灰黄褐色土混じり

の黒褐色シルト (10Y R3/3)

プロック状の褐色シルト、褐色細砂混

じりの褐色土 (10Y R4/4)

P5_ _P6_

1

」
Ｖ

359。 600

o                          4m

360.000■

360.000

黄褐色の砂質土、灰色粘土、斑状をなす

炭化物混入 しまり良し

360.000重

第10図 W2BttS B03
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第 1表  S B03出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

(9.9) 現高
9.1

磨滅 磨滅 通
色
普
橙

砂粒多

土師器
椀

ヘラ削り ヘラ削り へデ
き
ナ
磨
横
ラ

良好
赤褐色

砂粒や
や多

4号竪穴住居跡 (S B04、 第11図、図版 2-4、 39-3～ 6)

調査区北東部のⅡ J210220 0 1区で検出された。南東部が調査区外であるが、 1辺 5.3mの方形と思
われる。壁はほぼ垂直で確認面からの深さは55cm、 埋土はほぼ 1層であるが、床面には炭・焼土・灰等が

薄く積もった部分がある。住居角付近の直径60cm、 深さ75cmの Plと 、直径45cm、 深さ70cmの P2が主柱
穴と思われ、そのほかにも中小の柱穴がある。床面中央よりやや西のP2寄 りの所には、直径55cmの炉が
あり、周囲には炭や土器が散っていた。出土遺物は、図示した土師器壺(1)・ 広口壺9)・ 台付甕(鋤・鉢

“

)・

高不 (506)・ 甑仔)のほか、甕・壺・高不などの土師器7880g、 弥生土器160g、 須恵器 2gな どであ
る。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

第 2表  S B04出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
亜

3.5 現高
11.4

磨滅 磨滅 磨滅 普通
赤褐色

砂粒や
や多

土師器
広口壺

17.4 20.3 ヘラ削り 上半ハケロ
下半ヘラ削

ヘラミガキ 良好
淡褐色

砂粒少 黒斑 2
箇所
39--3

器
甕
師
付
土
台

16.6 現高
19.4

)\, E ヘラミガキ 良好
灰褐色

砂粒少 39--6

土師器
鉢

11.7 5。 7 10.6 木葉跡 縦ヘラ削り 横ナデ 普通
赤褐色

砂粒や
や多

39--5

器師
不
土
一局

11.7 現高
7.2

減
彩
磨
赤

磨滅 普通淡
黄褐色

砂粒少 3子 L

土師器
高不

脚径
17.3

現高
6.4

ナ デ ヘラミガキ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

土師器
甑

15.0 磨滅
下半ヘラ削

磨滅 やや軟
赤褐色

砂粒多 39--4

5号竪穴住居跡 (S B05、 第12013図、図版 3-102040-1～ 9081-1)
調査区中央部北東寄 りのⅡ 1250J210N5001区 で検出された。南部をS B06に切られるが、 1辺
5。 3mの方形と思われる。壁はほぼ垂直で確認面からの深さは40cm、 埋土は 3層に分かれレンズ状に堆積

している。直径65～ 70cm、 深さ50cm前後の柱穴P10P2が 主柱穴と思われ、東角際にも直径70cm、 深さ
50cmの P3があるが、これは位置が悪 く、 S B06床面で見つかったP4が主柱穴と思われる。床面中央よ
りやや北西には直径30cmの 円形の炉 1があり、周囲に炭層が広がっていたが、北西側の炭層下にも同規模

の炉 2が見られ、炉 1に先行する炉とみられる。出土遺物は多く、図示した土師器小型丸底壺 (1)・ 壺 (5
0609010)・ 甕 (2～ 40708011)・ 高不αυ・器台 (13～ 18)・ 鉢 (19020)・ 緑色凝灰岩製と思われ
る管玉eD・ 勾玉1221な どがあり、口唇側面に平坦面を持つ甕 (304)は 北陸系と思われる。このほか、土
師器11750gが主として床面壁際から出土している。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

―- 20 -一
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1 暗灰粘土、黄褐色砂を斑に炭少量含むにぶい黄褐色シルト
全体に砂質 下位にいくほど粘土質 しまり良し
2 炭少量含むにぶい黄褐色粘土 (loY R5/4)
しまり良し 柱痕
3 5 mm以 下の礫多量に含むにぶい黄褐色シルト

炉 1   炉 2~    ~ ~  
暗赤褐琶

赤褐色   赤褐色

V

Ｐ４
Ｖ

第 3表  S B05出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

土師器
亜

現高
6.4

ハケ調整後
ミガキ

ハケ調整後
ミガキ

)\, E 良好
黄土色

砂粒少 40--3

土師器
甕

(13.8) 現高
2。 8

口縁横ナデ
月同部ハケロ

口縁横ナデ
胴音6ハケロ

土師器
甕

(18.6) 現高
4.5

口縁横ナデ
月同音6ハンケロ

口縁横ナデ
月同音6ハう″目

土師器
甕

(19。 0) 現高
3.0

口縁横ナデ
月同音6ハケロ

)\, E

土師器
霊

10.6 7.5 12.9 磨滅 ハケ調整後
ミガキ

境音6ハケロ
ほか横ナデ

良好
淡褐色

砂粒少 黒
箇
部
１
胴
斑
所

40--8

土師器
霊

現高
10。 7

ヘラ削り )\, H 折
え
屈
さ
・
押
デ
指
ナ
部

普通
淡褐色

砂粒少 40-7

土師器
甕

(17.3) 現高
15。 9

)\, H )\, E 普通
淡褐色

砂粒や
や多

- 22 -一
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

土師器
甕

17.3 (20.6) ナ デ 後削
目
ラ
ケ
ヘ
　
ハ

)\, E 普通
暗褐色

砂粒少

土師器
亜

(13.6) 4.2 14.4 )\, E )\, a 口縁ナデ
オ旨才甲さえ

良好
茶褐色

砂粒や
や多

土師器
霊

12.0 5.2 23.6 ヘラ削り ハケロ
下端ナデ

)\, E 良好
淡褐色

細砂少 40--6

土師器
甕

16。 6 23.5 磨滅 ハケ調整後
口縁ナデ

ハケ後ナデ 普通
黒褐色

砂粒少 40--9

土師器
高不

15.5 12.0 9.7 脚部内面
ハケロ

磨滅 磨滅 普通
淡赤色

砂粒少 向
孔
方
６

３

こ

40--2

土師器
器台

12.3 脚部内面
ハケ後ナデ

ミガキ ミガキ 良好
淡褐色

砂粒少 67L 40--4

土師器
器台

11.6 脚部内面
ハケロ

ミガキ ミガキ 良好淡
茶褐色

砂粒少 37L 40--5

15 土師器
器台

現高
5.3

脚部内面
磨滅

ミガキ ミガキ 普通淡
赤褐色

砂粒少 37L

土師器
器台

現高
5.8

脚部内面
ハケロ

ハケ調整後
ミガキ

普通
淡褐色

砂粒少 3子 L

土師器
器台

現高
6.1

脚部内面
ハケ後ナデ

ミガキ後
赤彩

赤彩 普通
淡赤色

砂粒少

土師器
器台

10.6 脚部内面
ナデ

ミガキ後
赤彩

普通
淡赤色

砂粒少

土師器
鉢

現高
4.0

十旨才甲さえ オ旨才甲さえ オ旨才甲さえ 普通
赤褐色

砂粒や
や多

土師器
鉢

17。 2 ヘラ削り ハケ調整後
ミガキ

ミガキ 普通
茶褐色

砂粒や
や多

40--1

6号竪穴住居跡 (S B06、 第14図、図版 3-3041-1081-1)

調査区中央北東寄 りのⅡ 125・ J210N5001区 で検出された。 S B05を 切る。4.9× 4.7mの方形
で、壁はほぼ垂直、確認面からの深さは40cmで、埋土は黄褐色シルトの単層である。床面には長径または

直径35～ 50cmの 円形または楕円形で深さ25～ 55cmの P10P4が 主柱穴と思われるほか、北角付近には性
格不明の小柱穴がまとまっている。床面中央よりやや北西寄りのところには直径50cmの 円形の炉 1と 直径

25cmの 円形の炉 2があり、周囲には薄い炭層が分布しているほか焼土も散っていた。出土遺物は図示した

ミニチュア土器(1)と 緑色凝灰岩製と思われ六角柱状の管玉121の ほか、甕・高不・小型丸底壺などの古墳時

代前期の土師器15000g、 弥生土器110gな どで、主として埋土から出土している。古墳時代前期の竪穴住

居跡と思われる。

第 4表  S B06出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

チニ
ア
ミ
　ヽ
ユ

3.2 2.5 板押さえ 板押さえ 不明 普通
淡褐色

砂粒や
や多

黒斑あ
り
41-1

7号竪穴住居跡 (S B07、 第14図、図版 3-4)

調査区中央部北寄 りのⅡ 1250N5区で検出された。S B05と S B08に切られるが、5。 5× 4。 4m程度の
やや北西―南東方向に長い長方形と思われる。壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは25cm、 埋土

は暗褐色シル トの単層である。柱穴は検出されなかったが、住居角付近では幅10cm、 深さ 3 cmの浅い壁溝

が見られた。炉も攪乱されて、極一部が検出されたにすぎない。出土遺物は少なく、甕・高不・器台など

の古墳時代前期の土師器が510g出 土したが、いずれも小片で図示できなかった。古墳時代前期の竪穴住

居跡と思われる。
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ヽ
「 359。 600_Pl_

粘性のあるにぶい黄褐色
シルト (10Y R4/3)

P3 P5
359。 600 -――       ―一

ベンガラ混

P5ペ ア
10Y R5/4～ 4/4

砂質シルト

灰～灰褐色粘土、黄

褐色砂質 シル トが全

体に斑状 炭散点

P4

U
炭まじりの黄褐色砂質
シルト (10Y R4/3)
しまり良し

P7

ヽ
０

Ｎ

Ｌｒ
一

ｂ

一
　

　

ａ

一

司

〓
ｏ
。．〓

―

〓

一
．
ｏ
〓

01

S B06

359.600 P 6

丁       V
礫、炭混じりの粘性のあるシルト  P6と 同じ
(10Y R4/3)

359.600_P8_

V
上部黄褐色の砂

しま り良 し

360.0009

360.000 b

炉

359。 400■      ■
′

0                          4m

ブロック状の黄褐色砂、灰～暗灰褐色シルト、炭、凝灰岩、
細礫少量混じるにぶい黄褐色シルト (10Y R4/3)
しまり良し

b′

S B07

360.000 -―

糸聯 を

少量混入の暗褐色シルト (10Y R3/3)

しまり良し 下位やや砂質

第14図 W2BttS B060 07

炉
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一　　　　　　　　　（【̈̈″″４̈

ｍ
Ⅲ
ＩＩｌ
ｕ

ｏ

一

(1/2)
1

0                     10Cm
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第2章 浅川扇状地遺跡群

8号竪穴住居跡 (S B08、 第15図、図版 3-5041-2～ 5)

調査区中央部のⅡ 1240250N405区 で検出された。 S B07を 切 り、 1辺が5.5mの方形または長方
形と思われる。壁は急角度で立ち上が り、確認面からの深さは60cm、 埋土は細か く分かれ、中央部上層 と

それ以外の 2回に大 きく分かれ、時間をかけて埋没したものと思われる。床面壁際には幅 5～ 15cm、 深さ

2～ 5 cmの壁溝が巡 り、南 と西隅の直径40～ 45cm、 深さ80cmの P10P2が 主柱穴 と思われるが、炭や焼
土の散在が見られるものの炉は検出されず、調査区外にあるものと思われる。出土遺物は図示した土師器

丸底の椀 (1)・ 鉢 (203)・ 壺に)のほか、土師器10760g、 弥生土器20g、 須恵器10gな どである。古墳時

代前期の竪穴住居跡と思われる。

第 5表 S B08出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
椀

10.7 )\jH 横ナデ後
ハケロ

横ナデ後
ミガキ

良好
淡黄色

や粒
多
砂
や

41-3

359.400 __

360.000 
a

クラン

.    ′   0  4    4

1 黄褐色砂、灰色粘土が斑黙、礫、炭少量混入のにぶい黄褐色シル ト (10Y R4/3)
2 炭混入のにぶい黄褐色シルト (10Y R4/3)上層より黄褐色砂が多く、明るい色調
3 1と 同じ
4 暗灰色の灰混じり炭層 黄褐色の焼土粒、炭を多く混入
5 炭、礫少量混じりの灰黄褐色シルト質砂 褐色鉄多く、固く締まっている
6 2と 同じ
7 黄褐色砂斑状に炭少量混入の灰黄褐色粘土 (loY R4/2)
b                                                                b′

5 u/2)

0                         4m
l l l l l l        l

第15図 W2BttS B08
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第 2節 W2B区 の遺構と遺物

土師器
鉢

12.3 磨滅 ハケロ
磨滅

横ナデ 軟
淡黄色

砂粒少 41--5

土師器
鉢

17.3 7.6 磨滅 磨滅・
ヘラ削り P

滅
デ
磨
ナ

普通
茶褐色
砂粒多 41--1

土師器
亜

10.2 ヘラ削り ヘラ削り
口縁横ナデ

横ナデ 良好
赤褐色

砂粒多 下半に
黒斑 1
箇所

41--4

9号竪穴住居跡 (S B09、 第16図、図版 3-6041-6)

調査区中部のⅡN4050901000106区 で検出された。ほぼ全掘し、6.4× 6.2mの隅丸方形であ

る。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは40cm、 埋土は大きく2層 に分かれる。床面壁下には、幅15～ 40

cm、 深さ 2～ 10cmの 壁溝が巡るが、南東壁では浅 くなって途切れている。 4隅の直径65～ 110cm、 深さ

85～ 115cmの Pl～ 4が主柱穴と思われるほか、Plの際には直径95cm、 深さ90chの P5も あり、位置は

悪いが規模からは柱穴と見られる。また、Plか ら南西壁に向かって垂直に幅20cm、 深さ 7 cmの溝がイ申び

ており、間仕切 り溝と見られる。中央やや西寄 りのところには直径25cmの炉があり、周囲に炭層や焼土が

分布していた。出土遺物は、図示した土師器甕のほか、土師器20770g、 弥生土器320gと 多いが、復元で

きるものは少なかった。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

第 6表  S B09出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

15。 7 24.7 ナ デ 上半ハケロ
下半ヘラ削

口縁横ナデ
胴音6ハ ケロ

普通
黄褐色

砂粒・

小石多
月同音62
箇所黒
斑

41--6

10号竪穴住居跡 (S B10、 第17図、図版 3-7、 41-708)

調査区中央ⅡN409区 で検出された。南西部をS D04に 切られているが、 1辺 3。 2mの方形と思われ

る。上部を削平されて壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは 5 cm、 埋土は暗褐色シル トの単層

である。床面西隅の直径20cmで深さ45cmの Plは柱痕もあり主柱穴と見られるのに対して、東隅の長径50

cm、 深さ10cmの P2と 直径30cmで深さ10cmの P3は壁に近過ぎ、浅いこともあって柱穴とは思われない。

床面中央には焼土の分布が見られたが、炉は検出されなかった。出土遺物は、図示した球胴の土師器壺 (1)

・注目の付いた台付甕υ)・ 球胴平底の甕6)のほかは、古墳時代前期の土師器2700g、 弥生土器290gと 少

量である。古墳時代前期の竪穴住居跡であると思われる。

第 7表  S B10出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎土 備 考 図版番号

土師器
亜

13.0 現高
12.8

磨滅 磨滅 普通
淡赤色

砂粒多

土師器
台付甕

13.0 10.8 18.0 脚部内面横
ハケロ

磨減 ミガキ 淡
色
通
褐
普
赤

砂粒少 注目付 41--7

土師器
甕

13.8 25。 9 磨滅 上半ハケロ
下半ヘラ削

口縁横ナデ
月同音6ハケロ

普通
淡褐色

砂粒少 41--8

一- 27 -一
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ヽ
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．
ｏ
．
．
ｏ
ｏ
ｍ

360.Ooo ≦L

360.000二

359。 600-―

ｂ
一

黒褐色シルト、にぶい黄褐色シルトがプロック状に、炭化物、
土器片混入の黒褐色シルト (10Y R3/2)
褐色シルト、灰黄褐色シルトがプロック状に、炭化物、土器片
混入のにぶい黄褐色シルト (10Y R4/3)

0                     4m
l l l l l

Ｐ ２

　

Ｕ

P5

2

_ 3

4

砂、粘土を斑状に、炭、焼土の混じる
暗褐色シルト (10Y R3/4)
黄褐色砂、灰黒褐色粘土を斑状に炭少量
混じる暗褐色シルト (loY R3/4)
礫、炭少量と黄灰色粘土混じるにぶい黄褐色
シルト (10Y R4/3)し まり良し
上部やや砂質部分あり
黄褐色砂多く、炭少量混じる砂質シルト
(10Y R4/4)

第16図 W2BttS B09
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a                               ≦L′
360.800 ~~

全体に炭、少量の焼土粒、所々黄褐色砂 (φ l～ 2 cm)
が斑状に混じる暗褐色シルト (10Y R3/3)

しまり良し

360.000~Pl~ ~P2_ _P3_
S B10

d          d′
359。 600 -               一―

暗褐色がプロック状に混じる

暗褐色土 (loY R3/3)

w Py '
Pl

柱痕

褐色砂がプロック状に  炭化材 (～ φ5cm)、 焼土が多く、
混じる砂質シルト 灰色粘土、黄褐色砂がプロツク状

(10Y R3/2)し まり良し に混じる灰黄褐色シルト
(10Y R4/2)粘性あり

S Bll

褐色土を多く含む、ブロック状の黒褐色土 (10Y R3/2)

黒褐色土、灰黄褐色土、褐色土がブロック状に混じる黒褐色土 (10Y R2/2)

360.000 
b

第17図  W2B ttS B10・ 11

P3
灰褐色粘土、黄褐色砂が

プロック状に混じるにぶい

黄褐色砂質シルト

砂分多い
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359.800- Pl 359.600- P2vY
1 褐色土、暗褐色土、灰黄褐色土の小ブロック、
こぶ し大礫混 じりの暗褐色シル ト

(10Y R3/3)
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第2章 浅川扇状地遺跡群

11号竪穴住居跡 (S Bll、 第17図、図版 4-5)

調査区中央南西寄 りのⅡN 7 011012区 で検出された。 S B12と S B16を 切 り、 S K92に 切 られ、北西

部は調査区外であるが、 1辺 7。 Omの方形であると思われる。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは最大
30cmである。埋土は 2層 に分かれ、上層の底面は平坦で堅 く締 まっているが、壁が緩やかではっきりせ

ず、上層底面からの遺物の出土もないことから、住居跡 とは考えられない。床面南隅と東隅には共に直径

60cmの 円形で、深さ75cmの 柱穴 Plと P2があり、主柱穴 と思われる。床面中央には直径15cmの 焼土があ
るが、やや小さいうえにくぼんでいなく、炉とは考え難い。南東壁中央下の床面にはS K92に 切られて、

1辺 65cmの 方形で約 5 cmずつ壁に向かって 2段に落ち込む施設があるが、性格は不明である。出土遺物

は、古墳時代前期の土師器6400g、 弥生土器100gと 少なく、いずれも小片のため図示できなかった。古

墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

12号竪穴住居跡 (S B12、 第18図、図版 3-9044-1)
調査区中央部南西寄りのN12区で検出された。S Bllに 切られるが、 1辺5.6mの方形と思われる。壁
はほぼ垂直で、確認面からの深さは20cm、 埋土は黒褐色粘性シルトの単層である。床面東角には幅10～ 15

cm、 深さ3～ 10cmの壁溝が見られるが、南東壁下で浅くなって途切れる。南隅と東隅の直径45cmの円形で

深さ70cmの P2、 直径30cmの 円形で深さ50cmの P3と 切り合うS Bll床下で見つかった直径25～ 30cm、 深
さ40～ 50cmの P40P5が 主柱穴と見られるほか、南角下には90× 75cmの楕円形、深さ55cmの Plも あ
る。炉は検出されず、S Bllに壊された部分に存在したと思われる。出土遺物は図示した土師器椀(1)の ほ

か古墳時代前期の土師器1050g、 弥生土器20g、 黒色土器10gと 少ない。古墳時代前期の竪穴住居跡と思

われる。

第 8表 S B12出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
椀

11.8 ヘラ削り 上半横ナデ
下半ヘラ削

口縁ナデ体
部 ミガキ

良好
淡橙色

砂粒少 44-1

13号竪穴住居跡 (S B13、 第18図、図版 3-10)

調査区南西部のN16区で検出された。 S B160 170 18020021を 切 りS B14に切られるが、4.9× 4.lm

のやや北西―東南方向に長い長方形である。壁は急角度で立ち上が り、確認面からの深さは20cm、 埋土は

黒褐色シル トの単層である。東角周辺 と南西壁中央下の一部に幅10～ 15cm、 深さ 5～ 10cmの壁溝が見られ

るが、そのほかの部分では検出されなかった。柱穴は検出されていない。南西壁際に長径25cmの 楕円形の

炉が検出された。出土遺物は、古墳時代前期の土師器5600g、 弥生土器80gと 少なく、いずれも小片のた

め図示できなかった。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

14号竪穴住居跡 (S B14、 第19図、図版 4-1044-2)

調査区南西部のⅡM200250 N16021区 で検出された。 S B130 180 19020、 S D12を切 り、 6。 5× 6.0
mの方形である。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは30cm、 埋土は黒褐色土の単層である。床面周囲に

は幅10～ 15cm、 深さ 3～ 10cmの壁溝が巡り、各隅と壁際の直径50～ 65cmで深さ10～ 70cmの Pl～ P5の う
ち、対角線上にあるP10P30P4が 主柱穴と思われる。中央から西寄 りのところには直径25cmの円形

の炉があり、周囲に炭と焼土が分布していたほか、短径135cmの楕円形で床から3～ 4 cmく ぼみ底は平ら
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

な施設が見られる。出土遺物は図示した半球形の土師器椀(1)と 土錘(2)の ほか、古墳時代中期の土師器8440

gと 弥生土器120gである。古墳時代中期の竪穴住居跡と思われる。

第 9表 S B14出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
椀

12.0 5.5 ヘラ削り 上半ナデ
下半ヘラ削

ナ デ 普通
赤褐色

砂粒や
や多

44--2

15号竪穴住居跡 (S B15、 第19図、図版 4-2042043)

調査区南西隅のⅡM250 N210 R 5区 で検出された。大部分は調査区外であるが、 1辺5.6m以上の方
形と思われる。壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは25cm、 埋土は暗褐色シル トの単層である。

北西壁下には幅20cm、 深さ 3～ 8 cmの壁溝が巡る。北隅の直径25cmの 円形で深さ30cmの柱穴 Pl、 西角付

近の直径30cmの柱穴P2が、主柱穴と思われる。炉は検出されなかった。出土遺物は多く、床面から図示
した土師器壺 (10204)・ 甕 (30506)・ 鉢 (708011)・ 高不 (9010)・ 甑αυ・器台αЭなどが出
土しており、甕 0)や鉢 (708)は北陸系と思われる。このほか古墳時代前期の土師器3600g、 弥生土器
310g、 須恵器 2gが主として床面から出土しているほか、垂木と思われる炭化材や焼土が壁際から出土
しており、焼失住居と思われる。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

第10表  S B15出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
霊

(14。 4) 24.1 ヘラ削り 磨滅 ナ デ 普通
黒褐色

砂粒や
や多

月同音6下
半屈曲
部輪積
痕

43--2

土師器
亜

現高
26.6

ヘラ削り ハケ調整後
縦 ミガキ

中部ナデ
上下ハケロ

良好
褐色

細砂少 43--5

土師器
甕

(12。 3) 現高
4.5

口縁ナデ
月同音6ハケ

ナ デ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

口縁外
面凹線

土師器
亜

現高
11.3

磨滅 磨滅 普通
淡褐色

砂粒多 遅熟音6に
黒斑
43--4

土師器
甕

18.3 25.0 ヘラ削り )\, E 口縁横ハケ
胴部ナデ

普通
淡橙色

砂粒や
や多

42--3

土師器
甕

17.5 24.9 磨滅 下端ヘラ削
中以上磨滅

滅
デ
磨
ナ

普通
暗褐色

砂粒や
や多

す
内
沸

面

・
煮

外
す
面
痕

42--7

土師器
鉢

磨滅 磨滅 磨滅 暗
色
通
褐
普
赤

砂粒や
や多

42--1

土師器
鉢

13.5 2.5 磨滅 下半磨滅
上半ハケ

磨滅 普通
淡褐色

砂粒少 42--2

土師器
高不

24.1 現高
7.1

磨滅 磨滅 良好
淡赤色

砂粒や
や多

43--1

土師器
高不

22.5 脚部径
13.2

14.1 脚部内面
横ハケロ

磨滅・不部
下半 ミガキ

横 ミガキ
色
通
赤
普
淡

砂粒や
や多

42--4

土師器
鉢

10。 6 5.2 12.6 磨滅 磨滅 磨滅 普通淡
赤褐色

砂粒多 付
黒
口
部
片
胴
斑

42--6

土師器
甑

20.0 10.7 磨減 磨滅・

下端ヘラ削

ヘラナデ 良好
淡赤色

砂粒や
や多

輪積痕
あり口
縁に黒
斑

43--3

土師器
器台

10.0 脚部径
12.6

8.0 磨滅 磨滅 磨滅 普通
赤褐色

細砂多 3子 L 42--5
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第2節 W2B区の遺構と遺物

16号竪穴住居跡 (S B16、 第21図、図版 4-304044-3)

調査区南西部ⅡNl1012 0 16区で検出された。 S Bl10 S D08に 切 られ、 S B13021を切 り、 1辺 6。 5m

の方形 と思われる。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは15cm、 埋土は黒褐色シル トの単層である。床面

壁際には、幅10～ 15cm、 深さ 5～ 15cmの 壁溝が巡るが、南角付近では途切れている。北
・西・南の各隅の

直径 35～ 40cm、 深さ30～ 75cmの 円形の Pl・ P30P4、 東隅の直径 80cm、 深さ45cmの 不整円形のP2の

うちP30P4が 本遺構の主柱穴で、Plは本遺構に切られているS B21の もの、壁に近く大きめで周囲

に礫が敷かれているP2は貯蔵穴のような施設と思われる。床面中央部には、直径25～ 35cmの 円形の炉 1

～4があり、周囲に炭・焼土が分布していた。出土遺物は、図示した土師器器台(1)・ ミニチ三ア土器(2)の

ほか、土師器4840g、 弥生土器260gな どである。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

第11表  S B16出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体音6内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

土師器
器台

現高
2.2

磨滅 磨滅 普通
淡褐色
砂粒多

チニ
ア
ミ
　ヽ
ユ

3.7 1。 9 才旨才甲さえ 才旨才甲さえ
上半巻上痕

指押さえ 普通
淡褐色
砂粒や
や多

月同音6半
分黒斑
44-3

17号竪穴住居跡 (S B17、 第21図、図版 4-5)

調査区南西部ⅡNl1016区 で検出された。 S B16021の床下で床面のみが検出されている。床面で 1辺

5.3mの方形と思われる。柱穴は検出されていないが、床面中央よりやや南西寄 りのところに、直径40cm

の炉があり、その北西部に炭が分布している。出土遺物は、土師器1000g、 弥生土器40gと 少量で、
いず

れも細片のため図示できなかった。本遺構は、プランがずれることから上述のS B16021の床の貼り替え

ではなく、それらに先行する古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

18号竪穴住居跡 (S B18、 第22図、図版 4-6)

調査区南西部のⅡ N16区で検出された。 S B20を切り、 S B13014に切られ、南東部は調査区外である

ので、北東壁の一部が残存しているだけであるが、残存部からは 1辺6.6m以上の方形と思われる。壁は

急角度で立ち上がり、確認面からの深さは10cm、 埋土は暗褐色
・黒褐色・褐色シルトブロックの混土で人

為的埋戻しと思われる。南東部の一部に、幅10cm、 深さ10cmの壁溝が見られるが、そのほかの施設は検出

されていない。出土遺物は、土師器140g・ 弥生土器 5gと 少なく、いずれも細片で図示できなかった。

周囲の状況から、古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

20号竪穴住居跡 (S B20、 第22図、図版 4-6)

調査区南西部のⅡ N16区で検出された。 S B140130 18に 切られるが、 1辺6.Om以上の方形と思われ

る。壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは20cm、 埋土はS B18と 同じ暗褐色
・黒褐色・褐色シル

トブロックの混土で人為的埋戻しと思われる。床面南東の調査区境付近の直径50cmの 円形で深さ10cmの P

lと 、直径25cmの 円形で深さ45cmの P2の うち、P2は主柱穴の可能性があるが、Plは壁に近 く主柱穴

とは思われない。出土遺物は、土師器200gであるが、細片で図示できなかった。周囲の状況から本遺構

は古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。
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第2章 浅川扇状地遺跡群

19号竪穴住居跡 (S B19、 第22図、図版 4-6)

調査区南西部のⅡM250 N21区 で検出された。 S B14に 切 られ、南西部の一部が残っているにす ぎな

い。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは15cm、 埋土は暗褐色・黒褐色・褐色シル トブロックの混土で、

人為的埋没と思われる。壁溝・柱穴等の施設は検出されていない。出土遺物は土師器150gと 少な く、細

片のため図示できなかった。周囲の状況から本遺構は古墳時代前期の竪穴住居跡と思われ、埋土・床面レ

ベルの類似から、 S B18あ るいは S B20の S B14を 挟んだ一部 とも考えられるが不明である。

21号竪穴住居跡 (S B21、 第22図、図版 4-7044-4)

調査区南西部のⅡNl1016017区 で検出された。大部分をS B13016に切 られ、東・西の角付近が残っ

ているだけであるが、 1辺 6。 Omの方形 と思われる。壁は急角度で立ち上が り、確認面からの深さは20cm、

埋土は黒褐色シル トの単層である。床面壁際には、幅 5～ 10cm、 深さ 3～ 5 cmの壁溝が巡 り、南角付近に

は直径35cmの 円形で深さ20cmの柱穴 Pl、 南東壁際には長径 160cm、 短径125cmの 楕円形で、深さ40cmの 貯

蔵穴 と思われる施設があるが、柱穴・施設については S B13の ものである可能性 もある。出土遺物は、図

示 した複合 口縁の土師器小型丸底壺のほか、土師器1470g、 弥生土器20gである。古墳時代前期の竪穴住

居跡と思われる。

第12表  S B21出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎土 備 考 図版番号

土師器
霊

9.6 10.5 滅
デ
磨
ナ

口縁ナデ
胴音6ハケロ

ヘラ磨き 普通
明橙色

砂粒多 内外面
赤彩痕
44--4

24号竪穴住居跡 (S B24、 第23図、図版 4-8044-5～ 7)

調査区南西端、ⅡM240250 R 4で検出された。切 り合い関係はなく、直径 4。 2mの円形の竪穴住居跡

である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、確認面からの深さは40cm、 埋土は暗褐色シル トの単層である。床面

は堅 く締まった砂で、直径30cmの 円形で深さ35cmの Plのほか、中央付近に直径20～ 55cmの 円形で深さ
13～ 20cmの P2～ 4の各柱穴がある。炉は直径30cmの不整形の炉で、炉の周囲には薄い炭層が分布してい

た。出土遺物は、図示した胴部中位に直線及び波状の凹線が施された弥生土器壺(1)・ 体部に櫛描羽状文が

施され底部に小孔が穿たれた甑121・ 胴部上半に櫛描波状文、中位に列点文が施された甕0)・ 蓋に)・ 未成品

を含む紡錘車 (5～ 8)な どのほか、弥生土器1400gと 石鏃・磨製石斧などの石器片である。弥生時代中

期後半の竪穴住居跡であり、W2A区 から続 く同時期集落の縁辺部にあたると思われる。

第13表  S B24出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
笠

11.3 ナ デ ナデ
波状凹線

)\, E 良好
淡褐色

砂粒少

弥生
甑

10.9 10.9 磨滅 磨滅・ハケ
目

磨滅 良好
灰褐色

細砂少 遅熟音6に
焼成前
穿孔

44--6

弥生
甕

17.6 5.8 19.7 ヘラ削り 櫛描波状文
下ヘラ削り

磨滅 やや軟
淡褐色

砂粒少 口唇刻
み
44--7

弥生
蓋

13.1 天丼
4.7

5.5 ナデ 0周 囲
ヘラ削り

ナデ・くび
れ部ヘラ削

ナデ後ヘラ
磨き 色

通
褐
普
淡
砂粒や
や多

44--5
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第2章 浅川扇状地遺跡群

その他の出土遺物 (第23図、図版44-8～ 11)

本地区の住居跡以外の遺構出土の遺物は、 5号溝 (S D05)の 土師器約 45kg、 弥生土器 l kgが 目立つほ

かは少量なのに対 して、遺構外では土師器約 107kg、 弥生土器 4 kgと 比較的多量に出土している。 しか し

いずれも小片が多く、図示できたものは少ない。口唇が受口状に直立する土師器器台(1)が 5号溝 (SD

05)、 土師器ミニチュア土器(劾・平底の底面に網代痕が見られる小型壺侶)が19号土坑 (S K19)か らの出土

で、胴部に凹線による工字文、頸部に直線文を施し間を1つおきに縄文で埋める弥生土器壺

“

)や頸部に凹

線の直線文が施された弥生土器壺

“

)・ 土器片再利用の紡錘車未成品侶)・ 直線刃半月形の磨製石包丁り)な

ど、そのほかはいずれも遺構外からの出土である。

第14表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
器台

6.4 現高
2.8

ヘラ削り ヘラミガキ 良好
淡褐色

砂粒や
や多

内外面
赤彩痕

土師器
霊

3.8 押さえ 押さえ 不明
色
通
褐
普
茶

砂粒や
や多

内面に
灰付着
44--8

土師器
小型壺

3.6 現高
6。 4

網代 上半横・下
半縦ヘラ削

上半横
半縦 ミ

下
キ
・
ガ
普通
茶褐色

砂粒や
や多

土師器
高不

現高
2.9

磨滅 磨滅 普通
淡褐色

や粒
多
砂
や

チニ
ア

ミ
　ヽ
ユ

4.5 3.6 ナデ 才甲さえ 内
り
底
削

・

ラ

デ

ヘ

ナ
面

やや軟
淡褐色

砂粒多 44--9

弥生
霊

現高
12.6

ヘラ削り 文
削
縄
ラ
・
へ

線
半
凹
下

ナ デ やや軟
淡褐色

良好 工字文
3単位
・注口
1

44--10

弥生
霊

5。 5 現高
15.6

ナ デ 磨 き 上半ナデ
下半ハケロ

普通
淡褐色

砂粒少 44--11
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第 3節 W3C区 の遺構と遺物

第 3節 W3C区 の遺構と遺物

W3C区 は長野市東鶴賀町のW2B区 から道 1本挟んだ北東である。幅1l m、 長さ88mに わたって調査

され、竪穴住居跡18軒、掘立柱建物跡 4軒、溝 5条、土坑75基などが検出された (第 24図 )。

1号竪穴住居跡 (S B01、 第25図、図版 5-2)

調査区中程のⅢA100150 B 6 011区 で検出された。 S B08を切 り、 S K09に切られるが、6.1× 5。 6m

の隅丸方形である。壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは20cm、 埋土は褐色砂と黒褐色シル トの

上下 2層 に分かれる。 4隅の直径55～ 60cmの 円形で、深さ35～ 50cmの Pl～ 4が主柱穴と思われるほか、

南東と北西の壁際にも直径35～ 70cmの 円形で、深さ10～ 20cmの柱穴P5～ 7がある。中央よりやや北西寄

りには、直径30cmの 円形の炉があり、北東側一帯の床面には土器が集中していた。図示した土師器器台(1)

と高不9)は この辺りで出土したもので、ほかに本遺構からは土師器11600g、 弥生土器330gが出土してい

る。古墳時代前期から中期の竪穴住居跡と思われる。

第15表  S B01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備

`考
図版番号

土師器
器台

現高
5.1
磨滅 磨滅 磨滅 普通

赤褐色
砂粒多

十
A19

ヵクラン

Bl'(ね
カクラン

十
A23 し/ A2,

360.000 -

I カクラン
Ⅱ 暗灰黄色シルト
Ⅲ 灰黄褐色シルト
Ⅳ にぶい黄褐色砂質シルト 358.000 -
V 黒褐色砂
Ⅵ にぶい黄褐色砂
Ⅶ 灰黄褐色シルト

第24図  W3C区 遺構配置図

s都
Ot

十
F02

S K15

S B12

筵BIざ
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

359.000          1

1 灰褐色シルトがプロック状に混入の褐色砂 (10Y R4/4)
層下部に炭、焼土有り しまり良し
2 炭、焼土混入の黒褐色シルト (10Y R3/1)

b                                        b′
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炭少量と褐色鉄混入の 炭、褐灰色砂ブロック状に
にぶい黄褐色の粘性土 混入の褐灰色シルト (10Y R4/1)
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P5         P6¨

 雌淵

1 多量の炭と焼土粒混入の        下位多量の炭混入のにぶい
黒褐色シルト (10Y R3/2)し まりゆるい 黄褐色砂～シルト (10Y R4/3)
2 少量の炭とやや粘土質のにぶい黄褐色  しまりややゆるい
シルト (10Y R4/3)

P7

1

2

黄褐色シルト (10Y R4/3)

しまり良し

0

第25図 W3CttS B01

土師器
高不

19.3 現高
4.9

縦ヘラ削り 横ナデ 普通
茶橙色

砂粒多

2号竪穴住居跡 (S B02、 第26図、図版 5-3)

調査区中程のⅢA14015区で検出された。 S B030 S T04に 切られるが、 1辺5.3mの方形である。壁

はほぼ垂直で、確認面からの深さは35cm、 埋土は壁際床面付近の褐色シル トとそれ以外の暗褐色シル トに
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第3節 W3C区 の遺構と遺物

分かれる。 4隅の直径70～ 85cmの円形で、深さ20～ 80cmの Pl～ 307が 主柱穴 と思われるほか、南東隅

には、直径45cmの 円形～長径65cmの 楕円形で、深さ25～ 50cmの柱穴 P4～ 6が固まってあり、この付近に

は細礫が分布 していた。床面中央より北側には直径40 0 45cmの 円形の炉 102が あるが、新旧関係は不明

である。出土遺物は、図示 した土師器器台(1)のほか、土師器6400g、 弥生土器40gでぁる。古墳時代前期

の竪穴住居跡と思われる。

第16表  S B02出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
器台

現高
4.6

面
り
内
削
部
ラ
脚

へ
受部ヘラ削
脚部ハケロ

磨滅 普通
赤褐色

砂粒多 37L

引
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一
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一
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360。 200

359.000__ Pl _

P4

SB

褐色シルトがブロック状に混入の暗褐色シルト (10Y R3/4)

しまり良し

暗褐色シルトがブロック状に混入の褐色シルト (10Y R4/4)

しまり良し

359.000__

35g.000 - 
P 7

P5 P6

褐色粘土、黄褐色シルト

(φ lcm)が プロック状

に混入の暗褐色シルト

(10Y R3/3)

358。 800-炉
1_上部糸田礫混入_炉 2_

第26図  W3C ttS B02
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第2章 浅川扇状地遺跡群

3号竪穴住居跡 (S B03、 第27028図 、図版 5-4045-1～ 7)

調査区中程のⅢA130 14018019区 で検出された。 S B02005を切 り、8.0× 7.8mの方形 と思われる。

壁は急角度で立ち上が り、確認面からの深さは35こm、 埋土は床面壁際・その上面から床面中央・その上層

の 3層 に分かれる。床は堅 く締まり、 4隅の直径100～ 120cmの 円形または楕円形で、深さ60～ 90cmの Pl
～ 4が、主柱穴 と思われる。カマ ドの周辺にもP5～ 9の大小の穴があり、貯蔵穴等になると思われる。

カマ ドは北壁中央にあり、長さ90cm、 幅30cmの 両袖は粘土で築かれた後焼土化 している。袖の断面には炭

化物の間層が 2枚見られ、少なくとも2回の作 り直しがあったことがわかる。出土遺物は、カマ ド周辺 と

壁際に集中してお り、図示 した土師器椀 (1)・ 鉢 (2～ 4)・ 高不 (励・甕 (6～ 9)0勾玉000日玉 (11～ 13)

などのほか、土師器18540g、 弥生土器80g、 須恵器20gな どが出土 している。古墳時代後期の竪穴住居

跡と思われる。

第17表  S B03出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
椀

12.9 磨減 磨滅 粗いヘラミ
ガキ

普通
赤褐色

砂粒多 内面黒
色処理
45--1

土師器
鉢

12。 2 5.5 10.3 無調整 ヘラ削り ヘラミガキ 普通
暗褐色

砂粒多 内面黒
色処理
45--2

土師器
鉢

14.0 (7.0) 磨 滅 磨滅 磨滅 普通淡
赤褐色

砂粒や
や多

45--3

土師器
鉢

18.9 7.0 10.1 磨滅 縦ヘラ削り
口縁横ナデ

ヘラミガキ 普通
灰褐色

砂粒や
や多

内面黒
色処理
45--4

土師器
高不

16.9 現高
4.6

磨滅 粗いヘラミ
ガキ

普通
橙色

砂粒や
や多

内面黒
色処理

土師器
甕

16.6 20.5 木葉痕 縦ハケロ
ロ縁横ナデ

横ナデ 普通
暗褐色

砂粒多 45--6

土師器
甕

17.5 36.9 磨滅 磨滅 磨滅 やや軟
淡褐色

砂粒や
や多

45--7

土師器
甕

15.3 現高
20.7

縦ハケロ
ロ縁横ナデ

横ナデ 良好
黄褐色

砂粒多 45-5

土師器
甕

17。 8 現高
14.4

磨滅・縦ハ

ケロ P
磨滅 やや軟

黄褐色
砂粒少

4号竪穴住居跡 (S B04、 第28029図、図版 5-5)

調査区中央部のⅢA 9 010014015区 で検出された。 S K08に切られ、全形は不明であるが、直径3.5

m程度の円形と推定される。壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは30cm、 埋土は褐色シル トの単

層である。柱穴は直径50cm、 深さ25cmの Plのみで、炉も炭化物の分布はあるものの検出されなかった。

出土遺物は、土師器180g、 弥生土器100gと僅少で、細片のため図示できなかったが、床直上より図示し

た砥石が出土している。時代は不明であるが、周辺の状況からは古墳時代前期の竪穴住居跡である可能性

が高い。

6号竪穴住居跡 (S B06、 第29図、図版 5-6)

調査区中央部ⅢA17018区 で検出された。全形は不明であるが、直径 5m程度の円形であると思われ

る。上部を削平されて壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは 7～ 8 cmで、埋土は褐色シル トと

褐灰色粘土の混土の単層である。南西隅の直径40cmの 円形で深さ55cmの柱穴Plと東部の長径60cm、 短径

35cmの楕円形で、深さ10cmの くぼみ以外の柱穴は検出されなかった。床面北西部には短径60cmの楕円形と

思われる炉 1、 北東部には直径40cmの 円形の炉 2があり、間には炭層が分布していた。出土遺物は、土師

器110g、 弥生土器10gと 少なくいずれも細片のため図示できなかったが、床面・床直上から多量の焼土
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第 3節 W3C区 の遺構と遺物

359.000

3ミ≡ジ夏=‐=亜=‐=≡要731 5fiLTh製ずら譜2 炭化物を多く含む暗褐色土 (loY R3/3)
3 1層に地山をブロック状に含む暗褐色土
(10Y R3/3)

4 黒褐色砂、褐色シルト、暗褐色粘土、灰褐
色シルト (φ 3～ 12.3cm)が ブロック状に
詰まる炭化物集中あり、掘り方

「
　
　
ｏ
Ｏ
ｏ

．
ｏ
哺
∞

ｏ
ｌ

〓

冒

〓

358.800

P6
358.800

8 褐色シル ト、黒褐色砂、
暗褐色シル ト (φ lcm)が
ブロック状に混入

9 ブロックが 8よ り大 きく
φ 4～ 5 cm

P2

黒褐色ブロック (φ 2～ 3 cm)

混入の灰黄褐色シルト

(10Y R4/2)
0

Pl P3

P9

炭化物、炭粒混入の     褐灰色粘土プロック状に
黒褐色シルト (10Y R3/2) 混入の黒褐色シルト

(10Y R3/2)

底部炭化物集中

4m

第27図 W3CttS B03

P5

小ブロックの褐色土、炭粒混入の暗褐色シルト (10Y R3/3)
暗褐色土 (10Y R3/3)
灰黄褐色土、褐色土、暗褐色土、黒褐色土のブロック混入

調
査
区
外
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第3節 W3C区 の遺構と遺物

や炭化物、放射状に広がった炭化材が出土してお り、焼失した住居 と思われる。時期
は不明であるが、形

状からは弥生時代中期の竪穴住居跡と思われる。

5号竪穴住居跡 (S B05、 第29図、図版 5-6)

調査区中央部のⅢA13014018区 で検出された。南東部大部分 をS B03に 切 られるが、 1辺 5。 7m程度

の方形 と思われる。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは30cm、 埋土は壁際
とそれ以外の 2層 に分かれ

る。調査範囲では、柱穴・炉などは検出されず、これ以外の部分にあったと思われる。出
土遺物は、土師

器100gと 少なく、細片のため図示できなかった6時期は不明であるが、周辺の状況からは古墳時代前期

の竪穴住居跡と思われる。

8号竪穴住居跡 (S B08、 第29図、図版 6-2)

調査区中央部のⅢ Bll区 で検出された。北西の大部分をS B01と S K09に切られ、方形と思
われるが全

形は不明である。上部を削平されて壁や埋土は残っておらず、調査範囲内で柱穴や炉な
ども見つかってい

ない。出土遺物は土師器20gのみで、細片のため図示できなかった。 S B01に先行する住居跡としか
いえ

ない。

9号竪穴住居跡 (S B09、 第29図、図版 6-3)

調査区南西部のⅢA21022区 で検出された。全形は不明である。壁は急角度で立ち上がるが、上部が削

平されており、確認面からの深さは最も深い西端で25cm、 埋土は暗褐色シル ト
の単層である。床面中央部

と思われる辺 りで、直径15cmの焼土が検出され、炉底の可能性がある。出土遺物は、器台等
の土師器490

g、 弥生土器20gでぁるが、いずれも小片のため図示できなかった。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われ

る。

7号竪穴住居跡 (S B07、 第30図、図版 6-1046-1～ 3)

調査区南西部のⅢA22023区 で検出された。他の遺構との切 り合い関係はなく、6.0× 4.3m程度
の北西

一南東方向に長い隅丸長方形と思われる。壁は緩やかに立ち上がり、確認面から
の深さは15cm、 埋土は黄

褐色シル トの単層である。柱穴は直径45～ 60cm、 深さ20～ 55cmの P1020406と 、直径15cmと 小さめ

で深さ10～ 40cmの P30507が あり、これらの柱穴には炭や焼土が入っていた。床面中央よりやや南東

第18表  S B07出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

弥生
霊

14。 9 現高
17。 1

ヘラミガキ 頸部 ミガキ
月同部ハケロ

やや軟
黄褐色

砂粒少

弥生
霊

現高
12.4

磨滅 磨滅 磨滅 やや軟
淡褐色

砂粒少

弥生
霊

(5.8) 20。 3 磨滅 磨滅 磨滅 普通
淡褐色
砂粒や
や多

46--4

弥生
甕

(10.8) 11.4 ナ デ ヘラ削り ヘラミガキ 良好
黒褐色

砂粒少 コの字
重ね
5単位

46--2

弥生
鉢

(10.1) (8.1) 11。 9 磨滅 磨減 磨滅 普通
黒褐色
砂粒や
や多

小
対
縁
１
口
孔
46--3

弥生
霊

現高
4.8
ナ デ ヘラミガキ 不明 普通

淡褐色
砂粒少 外面赤

彩痕
内面炭
化物

46--1
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第2章 浅川扇状地遺跡群

寄 りのところには、直径45cmの 円形の炉があるが、このほかにも床面のあちこちに焼土や炭化材があり焼

失 した住居 と思われる。出土遺物は、東南壁際の床面に集中してお り、図示 した弥生土器壺 (1～ 30
6)・ 甕に)・ 鉢151の ほかは弥生土器770gと 少ない。弥生時代中期の竪穴住居跡と思われる。

10号竪穴住居跡 (S B10、 第31図、図版 6-4046-506)

調査区南西部のⅡE250 J 5・ ⅢA210 F l区で検出された。 S B14を 切 り、 S D01に切 られるが、 1
辺4.9mの方形 と思われる。壁際が幅広の周溝状に掘 り込まれ、床面中央が台状に残る特異な竪穴住居跡
であるが、あまり堅 くなかった壁際の床を抜いて掘 り方まで出してしまったとも考えられる。壁はほIF垂

直、確認面からの深さは、中央の台状の床面までが20cm、 周溝状のところの底までが60cmである。埋土も

台状の床面までと、周溝状の掘 り込み内で異なる。南東隅には直径80cmの 円形で深さ35cmの Pl、 南西隅

には直径30cmの円形で深さ15cmの P2の各柱穴があり主柱穴 と思われるほか、 P3南方の攪乱内でも直径
30cm、 深さ15cmの柱穴P2を検出しているが、壁に近く本跡に伴うかどうか不明なため除外した。床面中
央部の調査区境には、直径30cmの 円形の炉があり、その南方には焼土、東の壁際は炭化物が分布してい

た。出土遺物は、図示した土師器甕 (1)・ 高不9)のほか、土師器3800g、 弥生土器530gな どである。古墳

時代後期の竪穴住居跡と思われる。

第19表  S B10出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

(13.8) 12.3 ナ デ ハケロ
下端ヘラ削

)\, E 普通
暗褐色

砂粒多 46--6

土師器
高不

18.3 脚径
15.6

15.4 脚部内面
ヘラ削り

不部ナデ
脚部ヘラ削

ヘラミガキ
色
好
赤
良
淡

砂粒や
や多

内面黒
色処理
46--5

11号竪穴住居跡 (S Bll、 第31図、図版 6-5)
調査区南西部のⅡF6区で検出された。 S X01に 切られ、南東部は調査区外で、北西角付近のみの検出
のため全形は不明であるが、方形の住居と思われる。上部を削平されて、壁はほとんど残っておらず、確

認面からの深さは 5 cm、 埋土は褐色粘土・灰黄褐色・黒褐色・暗褐色各シル トブロックの混土である。柱

穴や炉などの施設は検出されていない。出土遺物は、土師器10gのみで細片のため図示できなかった。細
かい時期は不明であるが、古墳時代の竪穴住居跡と思われる。

12号竪穴状遺構 (S B12、 第31図、図版 6-6)
調査区南西隅のⅡJ100Ⅲ F6区で検出された。攪乱にかなりの部分を壊され、 S Bl10 S Xolと 切 り
合う可能性はあるが、不明である。3.4× 8。 4mと思われる。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深
さは 5 cm、 埋土は暗褐色・灰褐色シル ト・黒褐色粘土ブロックの混土である。柱穴や炉などの施設は検出

されず、出土遺物も土師器190gと 少なく、細片のため図示できなかった。竪穴住居跡とは思われず、竪

穴状遺構とした。

13号竪穴住居跡 (S B13、 第32図、図版 6-7)
調査区西端のⅡ J10区で検出された。大部分が調査区外で、全形は不明である。壁はほぼ垂直で、確認

面からの深さは40cm、 埋土は暗褐色シル トの単層である。出土遺物は土師器80gと 少なく、細片のため図

示できなかった。時期は不明であるが、竪穴住居跡の一部と思われる。
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第2章 浅川扇状地遺跡群

15号竪穴住居跡 (S B15、 第32図、図版 6-7)

調査区中央よりやや南西寄 りのⅡA220 F 2区で検出された。調査できた部分は極わずかであり、全形
は不明である。壁は緩やかに立ち上が り、確認面からの深さは20cm、 埋土は黄褐色シル トの単層である。

直径25～ 40cm、 深さ30～ 50cmの柱穴 Pl～ 3が検出されているが、どれが主柱穴になるかは不明である。
出土遺物は、土師器120gと 少な く、細片のため図示できなかった。時期は不明であるが、竪穴住居跡 と

思われる。

al

359.000-Pl―     _P2_

Vl膏饉ζ[令覆グの
S B13

上部焼土少量混入

しまりふつう

359.000 
g a'

TI
U

359.000-  ――   理
調査区外

炭少量混入のにぶい黄褐色の砂質シルト (10Y R5/4～
10Y R4/3)し まり良好

0                    10Cm

S B14出 土遺物

Vl

359.200 
g

359.000~~

にぶい赤褐色焼土 (5YR4/4)
上部5YR3/2やや固い

炉 2
359.000 ~~

―0にぶい赤褐色焼土 (5Y R4/4)
・中心部 (φ 15cm位)赤褐色土
やや軟質
・周囲暗赤褐色上 (5YR3/2)

a′     焼けて固い 炭混入

炉 1

359。 600 ~~

358.800-Pl―

L子
2

炭少量混入の暗褐色シルト

(10Y R3/4)粘性あり
しまり良し

にぶい黄褐色シルト

(10Y R4/3)し まり良し
炭混入の灰色粘土

粘性あり しまり良し

少量の炭散′点、黄褐色砂、斑状に混入のシルト (10Y R4/3)
下位・部分的に炭を層状に混入

Ｐ４
Ｕ

Ｐ２
一
Ｖ

P3

U
焼土粒、炭混入の
にぶい黄褐色粘土

(10Y R4/3)

0                        4m

第32図  W3CttS B13014・ 15

調

査

区

外

ａ

一- 52 -―



第3節 W3C区 の遺構と遺物

14号竪穴住居跡 (S B14、 第32図、図版 6-8046-7)

調査区南西部のⅡ J5・ Ⅲ Fl区で検出された。 S B10、 S D01に 切 られるが、4。 0× 3。 4mのやや北東

一南西方向に長い隅丸長方形 と思われる。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは35cm、 埋土は 2層 に分か

れ、レンズ状の堆積である。直径 15～ 35cmの 円形または楕円形、深さ20～ 45cmの 中小の柱穴 Pl～ 4は、

いずれも位置が悪く、性格は不明である。床面中央よりやや北には長径70cm、 短径50cmの楕円形の炉 1、

やや西には長径55cm、 短径40cmの楕円形の炉 2があり、炉 1は床面に分布する炭層の直上、炉 2は間層を

挟んだ上層にあることから炉 2が新しいと考えられる。出土遺物は、図示した弥生土器鉢 (1)、 壺9)のほ

か、土師器380g、 弥生土器360gでぁる。弥生時代後期の竪穴住居跡と思われる。

第20表  S B14出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

弥生
鉢

11。 1 6.0 ナ デ ヘラミガキ ヘラミガキ 普通淡
赤褐色

砂粒や
や多

外面赤
彩
46--7

弥生
亜

12.2 5.5 10.3 口縁ナデ
胴部 ミガキ

キガ
デ
ミ
ナ
縁
部
口
胴 色

通
褐
普
淡

砂粒少 外面～
口縁内
面赤彩

16号竪穴住居跡 (S B16、 第33図、図版 6-1007-1047-3～ 7)

調査区北東部のⅢB607区 で検出された。 1辺 7m程の方形と思われる。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、確認面からの深さは30cm、 埋土は黒褐色シルトの単層である。床面北西と南西の角近 くの長径95cmの

楕円形で深さ55cIIlの Plと 長径100cmの 楕円形で深さ30cmの P3が、主柱穴と思われるほか、′カマ ドの脇

には長径90cm、 短径70cmの楕円形で深さ70cmの貯蔵穴と思われるP2がある。カマ ドは西壁中央にあり、

袖は地山の削り出しで、火床は左右の縁に長さ20cmの細長い支脚石が置かれる。出土遺物は、図示した土

師器甕 (103～ 5)・ 須恵器蓋121のほか土師器7500gで、主としてカマ ド付近から出土し、とくには)のほ

ぼ完形の蓋はカマ ドの煙口近 くで出土しているが、被熱していないことから、カマ ド鎮めの祭祀に関係す

るものと思われる。古墳時代後期の竪穴住居跡と思われる。

17号竪穴住居跡 (S B17、 第34図、図版 7-2047-102)

調査区北東部のⅢB2030708区 で検出された。直径 4。 8m程の円形と思われる。上部も耕作によ

る攪乱を受け、壁はほとんど残っておらず、床面までの確認面からの深さは10cm、 埋土は黄褐色シル ト
の

単層である。床面壁際には、直径25～ 30cm、 深さ40～ 55cmの Pl～ 3の各柱穴があるほか、西壁下には長

径190cm、 短径100cmの楕円形で深さ50cmの底が平らな施設があり、東壁下にも同様な施設が見られる。床

面中央には直径45cmの 円形の炉があり、周囲には炭層が分布していた。出土遺物は、図示した弥生土器甑

(1)・ 広口壺121のほか、弥生土器600g、 土師器950gでぁる。弥生時代中期の竪穴住居跡と思われる。

第21表  S B17出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

弥生
甑

10.6 5。 7 ヘラ削り 縦ヘラ削り 横ハケロ 普通
茶褐色

砂粒や
や多

47--2

弥生
広口壺

(10。 0) 現高
7.0

横ハケ後コ
の字凹線文

横ヘラミガ
キ

良好暗
赤褐色

砂粒少 47--1
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

359.000 a

カ ク
ヽ
コ

360.000■    1  カマ ド      ゴ4~瓦
百圭≡
==27子

'毒

轟事≡平ゝクラン5

1 灰黄褐色シルト (loY R4/2)耕作土
2 黄褐色砂斑状に混入の黒褐色シルト (loY R3/2)し まり良し
住居跡の覆土
〕 砂分多く黒褐色焼土斑状に混入の黒褐色シルト (loY R3/2)
しまり良し
[ 褐色シルト (loY R4/4)し まり良し
i 多量の焼土混入のにぶい赤褐色シルト (5YR4/4)し まり良し1 少量の焼土混入の砂質シルト (loY R4/4)
焼土、灰色粘土、炭少量、黄褐色砂がブロック状に混入のシルト
(5 YR4/4)
焼土、灰、炭がブロック状に混入の黒褐色粘土 (7.5Y R3/2)
暗赤褐色焼土 (5 YR3/4)火 床と思われる

360.000」   ヵマド  」
′ e      e′

ド
〈
〔
【
〕
）
‐

)シ

P

P2

‐０‐「　ｏｏｏ
．ｏｎ∞

l SB覆 土
2 上部焼土多 く、下位焼土、炭地山の土など含む
3 炭、焼土、灰

358。 600_ Pl _       _¨   P2

1 少量の炭、焼土 と黄褐色砂が
斑に混 じる黒褐色シル ト

(10Y R3/2)し まり良し

≠

S B16出 土遺物

第33図  W3CttS B16

1 下層、黒色砂、褐色シルト黒褐色粘土
暗褐色シルト (φ lcm～ 2 cm)が    2
ブロック状につまる 暗褐色土
(10Y R3/3)し まり良し

358.600_  P3

3

0                         4m

少量の焼土、炭 と黄褐色砂、
灰色粘土をプロック状に混入
の暗褐色シルト (loY R3/4)
しまり良し
下位やや暗色、粘土質の砂
質シルトをブロック状に混入
焼土、炭を多量に混入の
極暗褐色粘土 (7.5Y R2/3)
しまりややゆるい 粘性あり
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第 3節 W3C区 の遺構 と遺物
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358.600⊥  施設 三
1

358。 600-―

黄褐色砂斑状に

炭 (φ lcm程 )・ 焼土

少量混入のにぶい黄

褐色シルト (10Y R4/3)

しまり良し

358.600-P3_

P2と 同じ
上部焼土粒多い

炭、焼土混入の褐色砂質シルト

(10Y R4/4)し まり良し

炭、焼土混入のシルト (10Y R4/4)

炭層下の砂はブロック状に混入

P2

358.600 _ 炉 _
炭少量混入のにぶい

黄褐色砂質シルト

(10Y R4/3)

しまり良し

358.6003

358.6009

施設 2リ
耕作土

住居跡の覆土、焼土 。炭、少量混入、灰色粘土少量斑に

混じる 黄褐色シルト (10Y R4/3)し まり良し
焼土粒・炭少量混入のシルト (7.5Y R3/3)し まり良し

灰黄褐色土、炭粒少量混入の砂質土 (10Y R4/2)

灰色がかった粘土斑状に炭混じりのシルト (10Y R4/3)

施設 1

b′

施設 2

s B17

35e.400 g

Li)
S B18 猛詳E児旱

シルト質土

第34図  W3C ttS B17・ 18

18号竪穴住居跡 (S B18、 第34図、図版 7-3)

調査区南西端のⅡ J10区で検出された。大部分が調査区外で、形状・規模は不明である。壁は緩やか

で、確認面からの深さは40cm、 埋土は黄褐色シル トの単層である。出土遺物は土師器100gのみで細片の

ため図示できなかった。一応、竪穴住居跡としたが、本遺構の時期・性格 とも不明である。

1号掘立柱建物跡 (S T01、 第35図 )

調査区中程のⅢA140 150 19020区 で検出された。 S T02と 重なりを持つが、柱穴の切 り合いがないた

め、新旧関係は不明である。桁行 2間、梁間 2間であるが、柱間の桁行方向が1.7mな のに対 して梁間方

向が1.3mと 短 く、3.2× 2。 7mの長方形である。直径20～ 40cm、 深さ20～ 60cmの Pl～ 7の各柱穴からな
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359.000 a

b
359.000 -

35e.000 3- P 3 P2-―

黒褐色粘土 (φ 3～ 5 cm)がブロック状に混入の

褐色シルト (10Y R4/4)

Pl. 2. 3

0                        4m

第35図  W3C ttS T01・ 02・ 03

P7 -

Pl 褐色シルトがプロック状に混入の黒褐色シルト (10Y R3/2)
P2 褐色シルト灰褐色シルト (φ 10cm)ブロック混入の黒褐色シルト (10Y R2/2)
P3 褐色細砂が小ブロックで混入の黒褐色シルト (10Y R2/3)
P4 褐細砂 (φ lcm)ブロック状に混入の黒褐色シルト (10Y R2/3)
P5 柱痕 褐色砂 (φ l～ 3 cm)プロック30%入 る 黒褐色シルト (10Y R3/2)
P6  〃 褐色シルトがプロックで混入の黒褐色シルト(10Y R3/4)し まりなし
P7  〃 褐色砂がプロックで混入の黒褐色シルト

S丁 03

P4

01

Pl.2.3.7

P4

P5
P6

黄褐色砂斑状に、焼土、炭少量混入の黒褐色シルト

(10Y R3/2)

上部やや砂質、炭、焼土粒多く混入のにぶい黄褐色シルト

塘」じ几γ繁ブぃノク状に豚 の期 色 は堀 Dか
褐色粘土 (10Y R4/4)がブロック状に混入の黒褐色シルト

(10Y R3/2)

ヽ
コ 「

呵

　

卜

．

守
Ｌ
　
到

〓
ｏ
．Ｂ
∞

ｎ
ａ
　
ｌ
呵
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り、梁間の 1個は失われていた。P4

である。

第3節 W3C区 の遺構と遺物

7に は、柱痕が見られる。出土遺物はなく、時期は不明

2号掘立柱建物跡 (S T02、 第35図 )

調査区中程のⅢA19区で検出された。 S B03に切られていると思われ、 S T01と も重なりを持つが、柱

穴の切 り合いがなく、新旧関係は不明である。直径30～ 35cm、 深さが30～ 40cmの直交する3個の柱穴Pl

～ 3か らなり、P10P2間 の柱穴は失われていると思われる。この場合、桁行・梁間両方向とも柱間が

約1.5mと なる。出土遺物はなく、時期は不明である。

3号掘立柱建物跡 (S T03、 第35図 )

調査区中央北東寄 りのⅢA100 B 6区 で検出された。 S B010 S D02を 切 り、北東部は調査区外であ

る。直径40～ 50cm、 深さが15～ 35cmの 平行 して並ぶ 7個の柱穴 Pl～ 7か らなり、桁行方向の柱間は

1.2～ 1。 8m、 梁間は5.Omあ り、この間が 4間に分かれると思われる。出土遺物はなく、時期は不明であ

る。

1号溝 (S D01、 第36図 )

調査区南西部のⅡJ50Ⅲ F102区 で検出された。 S B10014を切る、幅80～ 120cmの 3本に枝分か

れする溝である。底は丸 く、確認面からの深さは35cm、 埋土は 3層 に分かれ、 1層 は攪乱であるが、 2層

が 3層の上に載り、枝分かれした南側の溝が埋まった後、北側の溝を掘 り直したことが分かる。出土遺物

は、土師器580gと 弥生土器20gでぁるが、いずれも小片のため図示できなかった。時期は不明である。

2号溝 (S D02、 第36図 )

調査区北東部のⅢB1 0 6 011区で検出された。 S T03に切られる。S D03と 平行に調査区外から南に

伸び東に曲がった後浅 くなって消える溝で、幅80～ 120cm、 確認面からの深さは15cmである。底は平らで

立ち上がりは急な断面逆台形状で、埋土は黄灰色シル トの単層である。出土遺物は、土師器20gのみで、

細片のため図示できなかった。時期は不明である。

3号溝 (S D03、 第36図 )

調査区北東部のⅢB6区で検出された。 S D02に平行に北から南に伸びた後東に曲がる溝であるが、両

端が浅 くなって途切れており、 S B16と 切 り合うと思われるが、新旧関係は不明である。幅60～ 120cmで

底はやや丸 く、立ち上がりは緩やかな断面皿状で、埋土はS D02と 同じ黄灰色シル トであるが、凝灰岩の

礫が少量混じる。出土遺物は土師器 5gのみで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

1号性格不明遺構 (S X01、 第36図 )

調査区南西部のⅢF106区 で検出された。 S Bllの上層を切るが、全形は不明で、直線的に伸びる北

壁付近のみが調査された。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは 5 cm、 埋土は単層で溶脱耕作

土が落ち込んでいた。底面は平らだが出土遺物もなく、耕作地の区画か。

その他の出土遺物 (第 37図、図版 7-4046-8076-5081-6)

本地区では、 SB以外の遺構・遺構外の出土遺物は極めて少ない。 9号土坑 (S K09)出 土の土師器台
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S D01

攪舌L

礫、炭粒混入の褐灰色シルト (10Y R4/1)

炭粒混入の灰黄褐色シルト (10Y R4/2)

しまり良し

359.600 a

ｒ
一

第36図  W3CttS D010020030 S X01

S D02・ 03

カクラン

35s.600 g
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第3節 W3C区の遺構と遺物

付甕 (1)は、直径 55cm、 深さ15cmの たいして大きくない土坑から 1イ団体がまとまって出土した稀な例であ

る。そのほか、 3号溝 (S D03)か らは、鍛練鍛冶炉に伴ったと思われる椀形鍛冶滓υ)が出土し、付近で

の鍛練鍛冶炉の存在が窺われる。穿孔のある砥石6)は S B03南西部の床面から、煙管に)は検出面で出土し

ている。

第22表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

器
甕
師
付
斗上
ムロ

8.7 21.9 脚内面ナデ 脚部ナデ
月同部ハケロ

)\, e 良好
暗褐色

砂粒や
や多

内面下
半
一部巻
上痕

46二-8

g bcm

S D03

W3C区 その他の出土遺物第37図

一- 59 -一



第 2章 浅川扇状地遺跡群

第 4節 W3D区 の遺構と遺物

W3D区 は長野市東鶴賀町のW3C区 から道 1本挟んだ北東である。幅1l m、 長さ73mに わたって調査
され、掘立柱建物跡 1棟、柵列 1条、溝12条、土坑 4基などが検出された (第 38図 )。

13号溝 (S D13、 第39図 )

調査区北端の I R200 S16017区 で検出された。 S D05012の下層に位置し、 S Dllと切 り合うが、切

り合い地点でS Dllが削平されており、新旧関係は不明である。確認された長さが12。 5m、 幅35～ 40cm、

深さ15cmの北西西―南東東方向に走る溝である。断面は皿状で、埋土は凝灰岩礫を多量に含む灰色砂の単

第 2検出面

I 撹乱
Ⅱ 旧表土
Ⅲl耕作土 :暗褐色シル ト
Ⅲ2 〃 :褐 灰色粘土
Ⅲ3 〃 :暗 灰黄色シル ト
Ⅲ4  〃 :褐 鉄 を多 く含む暗灰黄色シル ト
Ⅳ 褐色鉄
V 黄褐灰色砂質シル ト

VI 砂
Ⅶ 黄灰色粘土
ⅥⅡ 黒褐色粘土
Ⅸ 暗褐色砂
X 暗灰黄色シル ト
測 黄灰色シル ト
畑 青灰色粘土
畑 褐灰色シル ト

358.500_

357.500_

25m

第38図 W3D区 遺構配置図

第 1検出面

ヵクラン

ン

０２

、
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S D13

第 4節 W3D区 の遺構 と遺物

カクラン357.100■     三

十 鰈 :子ポ揖
含む

4m

第39図  W3D ttS D13

層、出土遺物は少なく、磨滅した土師器40gの みであり、細片のため図示できなかった。時期は不明であ

る。

4号溝 (S D04、 第40図 )

調査区中程の IW8区で検出された。壁セクションのみで検出されたS D06と切 り合うが、新旧関係は

不明である。確認された長さ6。 2m、 幅35cm、 深さ 7 cmの南北に走る溝である。断面は招鉢状、埋土は灰

色シル トの単層である。出土遺物は、磨滅した土師器 5gのみで、細片のため図示できなかった。時期は

不明である。

2号溝 (S D02、 第40図 )

調査区南西部の I Wl1016区で検出された。北から南に走って東に曲がる、長さ12mの部分を確認し

た。幅120～ 130cm、 確認面からの深さが40～ 70cmの 断面招鉢状で、埋土は底面直上とそれ以外の上下 2層

に分かれる。出土遺物は、磨滅した土師器190g、 須恵器 8gのみで小片のため図示できなかった。時期

は不明である。

5号溝 (S D05、 第40図 )

調査区北端の I R200 S16017区 で検出された。 S D13の上層に位置し、 S D12を切るが、 S D12と ほ

ぼ重なり、埋土が 2層 に分かれる同一の溝の可能性もある。確認された長さが12.Om、 幅60～ 80cm、 深さ

12cmの北西西一南東東に走る溝である。断面は皿状で、埋土は黒褐色粘土の単層である。出土遺物は、黒

色処理されたものを含む土師器620gで ぁるが、ガヽ片のため図示できなかった。出土遺物から、古墳時代

後期の溝と思われる。

12号溝 (S D12、 第40図 )

調査区北端の I R200 S16017区 で検出された。 S D13の上層に位置し、 S D05に切られるが、 S D05

とほぼ重なり、埋土が 2層 に分かれる同一の溝の可能性もある。確認されたが長さ12.Om、 幅40cm、 深さ

12cmの北西西―南東東に走る溝である。断面は皿状で、埋土は灰色砂の単層である。出土遺物は、土師器

200gでぁるが、ガヽ片のため図示できなかった。出土遺物から、古墳時代後期の溝と思われる。
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

1 褐色鉄を含む (下部程多い)黄灰色粘土 (2.5Y4/1)
2 上層の粘土を斑状に含む黄灰色砂 (2.5Y4/1)

褐色鉄混入 (シ ルト・砂分多くなる)黄灰色粘土シルト

S D02

S D05

1

墾:よ::キ占堡ξ夕ltF〕 /⊃

1 凝灰岩の細礫を多量に含む灰色砂 (5Y4/1)
2 凝灰岩の細礫を少量含む灰色砂 (5Y4/1)

0                        4m

第40図  W3DttS D02・ 04005010・ 12

S D10
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第4節 W3D区 の遺構と遺物

10号溝 (S D10、 第40図 )

調査区南西部の I V20025区で検出された。確認できたのは、長さ1.2mの みである。幅は80cm、 深さ

は40cm、 断面は指鉢状で、埋土は黒褐色シル トの単層である。出土遺物は土師器 4gのみで細片のため図

示できなかった。時期は不明である。
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第 5節 W7A区 の遺構と遺物

W7A区 は、W3D区 の北東1.lkm、 長野市三輪二丁目に所在する。この辺 りから北東は工場が多くな
っている。幅 6m、 長さ41mに わたって調査されたが、溝 2条が検出されたのみで、遺構は希薄であった

(第 41図 )。 出土遺物も、 2号溝 (S D02)か ら土師器20g、 遺構外から土師器10gと 僅少であり、人間活
動の痕跡の少ない地点であることが確認された。

カクラン

+
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Ⅱ 黒褐色水田層
Ⅲ 酸化鉄、小礫を含む褐色粘質土
Ⅳ 暗灰黄色粘土質層
Vl暗灰黄色砂層
V2黄灰色砂層
V3灰黄褐色粗砂層

黒色粘土質層

黒褐色砂礫層

暗オリーブ灰色砂層

褐色砂礫層
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第41図  W7A区 遺構配置図
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第 6節 W7B区 の遺構と遺物

W7B区 は、W7A区 の北東150m、 長野市古野に所在する。幅13m、 長さ55mに わたって調査 され、

第 6節 W7B区 の遺構と遺物
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第2章 浅川扇状地遺跡群

竪穴住居跡 4軒、溝 4条、性格不明遺構 1基、水田跡などが検出された (第 42図 )。

101号竪穴住居跡 (S B101、 第43図、図版 9-2048-1～ 4)

調査区南西部のⅣ N250 S 5 0100 P l区 で検出された。水田面を切っている。 1辺 7.2mの方形で、

確認面からの深さは15cm、 壁は急角度で立ち上が り、埋土は 3層 に分かれる。 4隅の直径 20～ 25cmの円形
で、深さ60～ 70cmの Pl～ 4が主柱穴 と思われるほか、南角下には直径65cmの 円形で深さ50cmの P5があ
り、周囲に土器片や礫が散っていた。中央よりやや北西寄 りには長径90cmの 卵形で深さ 5 cmの炉があり、

内部 と北側に炭化物層が分布 していた。出土遺物は、図示 した土師器不 (1)・ ガヽ型丸底壺 8)・ 高不 (20

4)・ 甕 (助 のほか、土師器7280g、 弥生土器40g、 須恵器10gでぁる。古墳時代中期の竪穴住居跡 と思わ

れる。

第23表  S B101出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

(12.4) ヘラミガキ ヘラミガキ ナ滅
Ｐ
磨
デ

やや軟
淡褐色

砂粒や
や多

48--1

土師器
高不

18.8 現高
6。 0

ハケ調整後
ヘラミガキ

ハケ調整後
ヘラミガキ

普通淡
赤褐色

砂粒や
や多

48--3

土師器
霊

キ旨才甲さえ 口え
デ
さ
ナ
押
横
指
縁

底
削
・
ラ
デ

ヘ

ナ
面
横
内

軟
淡赤色

砂粒や
や多

48--2

土師器
高不

脚径
12。 5

現高
7.8
磨滅 磨減 磨滅 普通淡

赤褐色
砂粒や
や多

48-4

土師器
甕

17.2 一局
８
現
７
．

/\, E 磨滅・
一部ハケロ

やや軟
淡褐色

砂粒や
や多

104号竪穴住居跡 (S B104、 第44図、図版48-6～ 10)

調査区中程のⅣ0210220 T I区 で検出された。水田面を切る。 1辺 7.9mの方形と思われ、確認面か

らの深さは25cm、 壁は急角度で立ち上がり、埋土は細かく分かれる。床面壁下には幅 5～ 20cm、 深さ約 5

cmの壁溝が巡るが、北東壁ではわずかに壁から離れる。西・北隅の直径60～ 75cm、 深さ60～ 70cmの主柱穴

と思われるP10P2が あり、柱材の根本が残っていたほか、その間には直径25～ 50cm、 深さ10～ 15cmの
P3～ 5が見られた。中央より北西のP4寄 りの所には直径45cm、 深さ 3 cmの円形の炉があり、その北側
には土器が集中し、さらにその周囲には炭化物層が分布していた。出土遺物は、図示した土師器高不(1)・

小型丸底壺 (2～ 5)・ 甕 (607)な どのほか、土師器5800g、 須恵器100gな どである。古墳時代中期

第24表  S B104出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
高不

19.6 現高
6.8

上半横ナデ
下半ヘラ削

ヘラミガキ
後上半ナデ

普通
淡褐色

砂粒少 48-6

土師器
霊

(8.8) (4.0) ヘラ削り 下端ヘラ削
上半横ナデ

横ナデ 普通淡
赤褐色

砂粒少 48--10

土師器
霊

7。 7 磨減 ・
デ
滅
ナ
磨
横

底
削
ｏ
ラ
デ

ヘ

ナ
面
横
内

淡
色
通
褐
普
灰

砂粒や
や多

48--9

土師器
笠

現高
6.9

磨滅 磨滅 普通
淡褐色

砂粒や
や多

土師器
亜

10.1 14.5 ナ デ ナ デ ナデ・底内
面ヘラ削り

普通
淡褐色

砂粒少 48--7

土師器
甕

15.6 現高
19。 1

ナ デ 横ハケ後胴
上半ヘラ削

普通
灰褐色
砂粒多

土師器
甕

16.4 現高
26.2

ヘラ削り後
一部ハケロ

ヘラミガキ
後一部ハケ

普通
赤灰色

砂粒や
や多

48--8
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第 2章 浅川扇状地遺跡群
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第 6節 W7B区 の遺構と遺物

の竪穴住居跡 と思われる。

103号竪穴住居跡 (S B103、 第45図、図版 9-3048-5)

調査区南西部のⅣN240 S 4区で検出された。水田面を切る。 1辺が3.Omの方形と思われる。壁は緩

やかに立ち上がり、確認面からの深さは35cm、 埋土は3層 に分かれ、レンズ状の堆積である。柱穴や炉な

どの施設は検出されていない。出土遺物は、図示した土師器高不 (1)のほかは、土師器360gのみである。

古墳時代中期の竪穴住居跡と思われる。

第25表  S B103出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
高不

18.2 脚径
12。 1

14.1 磨滅 磨滅 磨滅 やや軟
桃色

砂粒少 48--5

101号溝 (S D101、 第45図、図版49-1～ 4)

調査区南西部のⅣ S3040809区 で検出された。水田面 とS D1020 S D103を 切 る。幅3.7m、 長

さ10.5m以上の南北に走る溝で、底は平 らな断面逆台形状、確認面からの深さは105cm、 埋土は細か く分

かれるが、基本的にレンズ状の堆積である。出土遺物は、図示 した土師器小型丸底壺 (102)・ 壺 0)・

甕に)のほか、土師器24250g、 杭などの木製品の出土も多い。古墳時代中期の溝と思われる。

第26表  S D101出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

土師器
霊

ヘラ削り 横ナデ 横ナデ 普通
黒褐色

砂粒少 49--2

土師器
霊

9.7 ヘラ削り ナ デ 内
キ
底
ガ

デ
ラ
ナ

ヘ 色
好
褐
良
明

砂粒少 49--4

土師器
亜

25.3 現高
13.9

ハケ調整後
ヘラミガキ

ハケ調整後
一部ナデ

良好明
赤褐色

砂粒や
や多

返
縁

り

口

折
し
49--1

土師器
甕

14.5 7.7 22.4 磨滅 磨滅・下半
ヘラ削り P

磨滅 普通
褐色

砂粒少 49--3

104号溝 (S D104、 第46図 )

調査区北西部のⅣ012013014区 で検出された。水田面を切 り、幅1.lm、 長さ12.lm以上の東西に走

る溝である。底は丸 く、確認面からの深さは40cm、 埋土は 3層に分かれ、レンズ状の堆積である。出土遺

物は、近代の磁器椀のみで、東側では北壁に杭列も残っており、最近まで使われた溝と思われる。

103号溝 (S D103、 第46図 )

調査区南西部のⅣ S4 0 9 010区 で検出された。幅120cm、 長さ10.2m以上の北北西―南南東方向に走

る溝である。底は丸 く、確認面からの深さは30cm、 埋土は 3層に分かれ、レンズ状の堆積である。出土遺

物は土師器760gの みで、小片のため図示できなかった。 S D 101に切られることから、古墳時代中期以前

の溝と思われる。

1号性格不明遺構 (S X01、 第46図 )

調査区中程のⅣ017区 で検出された。水田面を切っている。長径250cm、 短径200cmの楕円形から北側に

長さ60cmの角が突き出したような形で、確認面からの深さは40cm、 壁は垂直に近 く、底は平らである。埋
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

砂を含む灰オリーブシルト質 (5Y4/2)
黒色を帯びる粘質土 (25Y3/1)

砂と粘土の灰色混合層 (2.5Y4/1)

4m

第45図  W7BttS B1030 S D101

1 黒色泥土 (10Y R2/1)
2 黄褐色の粗い砂
3 黒褐色粘土
4 黄褐色の粗い砂
5 3の黄色砂混じりのオリーブ黒色細砂 (10Y R3/1)
6 粗い黒色の砂 (10Y R2/1)
7 オリーブ黒色粘土 (7.5Y3/1)
8 黒色細砂 (10Y R2/1)

昴輌
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第 6節 W7B区 の遺構 と遺物

オリーブ黒の砂混じり 黒褐色泥土
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1 砂混じり褐灰色粘土 (10Y R4/1)
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3 黒褐色粘土 (10Y R3/1)
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

土は細か く分かれるが、 レンズ状の堆積 である。出土遺物は少な く、土師器 290gの みである。時期・性

格は不明である。

水田跡 (第42図 )

S D01003の ある南西隅を除く調査区全面のVII層上面で検出された。上層は洪水砂に覆われている。調

査区西壁では水田土壌が検出されておらず、 S D01003辺 りが西限で、東はW7C区 で検出された水田に
続いていると思われる。 S B101～ 1040 S D101～ 1040 S X101に 切られる。Ⅳ 017～ 018区にかけて幅

100cmの 北北西―南南東に走る大畦があり、さらにS B104に一部を壊されているが、ⅣN25区から021区

にかけても幅50～ 100cmの大畦が見られる。この 2条の大畦の間隔が約17mであり、西側のN25～ 021区

にかけての大畦から水田西限と見られるS D 103ま でが15.5mであり、15～ 17m角 に大きく区画したなか

を、小畦で区画していると思われる。小畦は幅20～ 30cmで、小畦で区切られた最小の区画が1。 5m角の正

方形、最大が4.5× 2。 3mの長方形であり、 3～ 5m2の ものが多い。区画の小さいものに正方形、区画の大

きいものに長方形が多い。水田面には細かなくぼみが見られたが、足跡と認定できるものはなかった。土

壌サンプルによるプラントオパールと花粉の分析では、 I・ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ・VI11 0 VI12層でイネのプラン

トオパールが検出され、このうち最近の水田耕作によると思われる I層 を除くⅣ・Ⅵ・VII層 で1500～ 2400

個/gと ゃゃ低い値ではあるがピークが認められ、本地′点または近傍で稲作が行われていたと考えられ、

花粉分析でもVI11層 とⅥ層の時期にガマ属一 ミクリ属・ ミズアオイ属などの水湿地植物が伴い、湿田であ

らたと推定される。

その他の出土遺物 (第46図 )

W7B区 では、 SBOSD以 外からの出土遺物は極めて少なく、図示 した須恵器蓋 (1)・ 土師器甑 121・ 甕
侶)を 除けば、 S X01で土師器290g、 遺構外で土師器2950gが出土しただけである。

第27表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
蓋

10.6 天丼部回転
ヘラ削り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒や
や多

49--5

土師器
甑

12.1 10.3 縦ヘラミガ
キ

ヘラミガキ
屈曲部ハケ

良好
淡褐色

砂粒多 49--7

土師器
甕

(13。 8) (5.8) 19.2 ヘラ削り 上ハケロ
下ヘラ削り

ナ デ

色
通
褐
普
茶

砂粒や
や多

49-6
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第 7節 W7C区 の遺構 と遺物

第 7節 W7C区 の遺構と遺物

W7C区 は、W7B区 から通り1本挟んだ北東方、長野市古野に所在する。幅10m、 長さ51mの範囲を

Vま たはⅥⅡ層上面とX層上面の 2面調査し、上方の第 1検出面では溝 4条・土坑32基、下方の第 2検出面

では水田跡が検出されている (第 47図 )。 但し、水田跡のほかに特に見るべき遺構は少なく、出土遺物も

全体で約 9 kgと 僅少のうえ、図示した遺構外出土の土師器小型丸底壺以外は小片で図示できなかった。

第 1検出面

D 153

訂 F。/
盪

第 2検出面
鴇 15: キ2J

・
F24

試
掘

試掘 (1993.12)

01320144

0143
o135

0124
0123

I

H一
V~
=VI二
―Ⅵ12-
IXl

o145

s D101

0209

^…  十 F23

剛『電13°19

Ⅸ4灰ラミナがみられる
灰～青色の粗砂

X 灰、ねば りをもつ水田土壌

鑑重色虐¬蒼発「
媚 肌而0

畑 暗灰色粘質土
皿 オリーブ褐色シルト質粘土層
W 黄褐色の砂礫層
Ⅲ 灰～青色の細砂
n彊 砂礫層 (押 し出し)
m411暗褐色の砂礫層
XIX 黄褐色～褐色の砂礫層
XX 礫

辞
知

ozzt

(SKは番号のみ表示 )

10m

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

ＶＩＩＩ
．

ＶＩＩ‐
２

‐Ｘ
ｌ

‐Ｘ
２

‐Ｘ
３

表土

黄灰水 田土壌

褐灰水 田土壌

黒褐色粘質土

黒褐色水田土壌

暗青色がかった黄灰水田壌

小礫 を含む黒褐色粘質土

灰褐砂質土

褐、黄褐色シル ト層

にぶい黄褐、灰色か らの黄色の粗砂

黄灰、灰色のシル ト層

黄灰、灰色か らの青色の粗砂

第47図 W7C遺 構配置図・出土遺物
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第 8節 W8A区 の遺構と遺物

W8A区 は、長野市古野のW8C区 の北東方80mである。 1箇所が幅10m、 長さ16mに わたって 1面、
もう1箇所が幅10m、 長さ49mにわたって、大畦のため若干高くした面を含めて 3面調査され、溝13条・

畦 4条・土坑 9基などが検出された (第48図 )。

109号溝 (S D 109、 第49図 )

調査区中程の皿X8013014区の第 1検出面で検出された。北壁の断面ではS Dl14に切られるが、幅
1.lm、 長さ8。 2m以上の溝である。壁は緩やかに立ち上がり、底は平らで、確認面からの深さは25cm、 埋

土は暗緑灰色土の単層である。出土遺物は、図示した凹石(1)の ほか土師器400g、 弥生土器40gでぁるが、

すべて混入と思われる。大畦 (S C 102～ 104)に 沿って走ることから、水田への配水か排水、またはその

両方の機能を持つ溝と考えられる。

101号土坑 (S K101、 第49図 )

調査区北西端の皿 S25区の第 2検出面で検出された。直径25cmの 円形で、確認面からの深さは25cm、 壁

はほぼ垂直だが底は丸い。埋土は黒色泥土の単層で、弥生時代中期の甕 1個体の 3/4(1)と もう1個体の

1/49)が埋納されていた。

第28表  S K101出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

16.4 現高
11.9

横ハケ後へ

ラ描綾杉文
横ナデ 普通

黒灰色
砂粒少

弥生
甕

17.4 ヘラ削り ヘラ削り後
綾杉文

半
キ
上
ガ
後
ミ
デ
ラ
ナ

ヘ
普通
黒灰色

砂粒や
や多

水田跡 (第48図 )

南側の皿 C9区で 1条 (S C101)、 北側の皿X13014区 で中央に水路を持つ 3条 (S C102 0 103 0 104)
の大畦が検出され、このうちS C102と S C103は 中央に水路を持つ 1条の大畦と考えられる。また、SC
104は壁断面で、 S Dl13を挟んでS C103よ りも古く、 S C103以前の大畦と考えられる。小畦は検出され

なかった。水田土壌は厚さは12～ 15cm(V層 )で、表面には無数のくぼみがあったが、足跡と認定できる

ものはなかった。W7BOW7C区 から続く水田跡と思われる。

その他の出土土器

W8A区 の出土遺物は、 S C104で土師器2240g、 s D 104で土師器1700gな どが目立つほかはいずれも
1000g以下で、遺構外出土のものも合わせて6720gと 少なく、小片で磨滅したものが多い。平面で検出で

きなかったS D l14の断面に図示した土師器甕と多孔質安山岩の磨石が掛かっていた。

第29表  S D l14出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

(15.0) (5.4) 27.0 ハケロ
ロ縁横ナデ

ハケロ
ロ縁横ナデ

普通
灰黒色

砂粒や
や多

内面上
半巻上
痕
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第 1検出面

2検出面

第 8節 W8A区 の遺構と遺物

ⅡI(下 )

=VIウ =

器下言ξ:瞥意見戻を3;ぐ醤層     364.800_
Ⅳ 小礫を含む黒褐色粘土層 (水田土壌)
Ⅳ下褐色を帯びる暗オリーブ色砂層 (細砂)

Vl黒褐色シルト層
Vl(下)白色を帯びる褐灰色粘土質

V2褐灰色砂礫層
V3灰色砂層
Ⅵl黄灰色粘土層 (水田層)
Ⅵ2黒色粘土層 (水田層)           362.800-
ⅥらFe小礫が混入する黒色粘土質
ⅥI 植物、小礫を含む黒色粘土層

ⅥⅡ 青灰色を帯びる黒褐色シルト層
Ⅸ 植物の根、礫が混入するオリーブ黒色シルト
X 小礫を含む灰色砂層 (細砂)
測 黒褐色粘土質 (10Y R3/1)
畑 暗オリーブ灰色細砂
畑 砂礫層

~IV~
~Vl~

―V2ニ
V3
V11二

V12~

VH

第48図 W8A区 遺構配置図

*-:V'I
Vr (T)

Ⅵ

測

1検出面上

S D101

コS K101

0 S K102

。S K103

S Dlll

I 表土
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363.000

第 2章 浅川扇状地遺跡群

1

黒色帯びる青色細砂混入の暗緑灰色土 (10G4/1)
S D l14

0            2m

S K101

362.800

〆
一　
　
　
　
〆

一

ａ

一　
　
　
　
　
ａ

一

1 黒色泥土 (loY Rl.7/1)

第49図  W8AttS D1090 S K101・ その他の出土遺物

S K101

/―    
―

〔⊃

S Dl14

S D109
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第 9節 W8B区 の遺構 と遺物

第 9節 W8B区 の遺構と遺物

W8B区 は、長野市古野のW8A区 の北東約20mである。幅13m、 長さ37mに わたって調査され、竪穴

住居跡 4軒、掘立柱建物 4棟・溝 1条・土坑45基等が検出された (第50図 )。

101号竪穴住居跡 (S B101、 第51図、図版12-304050-1)

調査区中程の皿T14015019020区 で検出された。柱穴位置から長辺8。 Omの長方形と思われる。壁は

急角度で立ち上がり、確認面からの深さは30cm、 埋土は 6層 に分かれるが、レンズ状の堆積である。南西

壁の一部を除いて幅 5～ 25cm、 深さ20cmの 壁溝が巡り、北東壁からPlに 向かっては幅25cm、 長さ1。 Om

の間仕切 り溝と見られる溝が枝分かれしており、南西壁とP2の間にも同様の溝が見られる。 4隅の直径

50～ 60cmの 円形または楕円形で深さ30～ 50cmの Pl～ 4が主柱穴と思われ、ほかにも中小の柱穴が存在す

る。床面中央よりやや北西寄りと思われる所には長径80cm、 短径65cmの楕円形の炉があり、中に炉石が残

存していた。出土遺物は図示した土師器鉢 (1)・ 高不け)・ 甕6)のほか、土師器16300g、 弥生土器2900gな

B

365.000_ A

363.000-

第50図 W8B区 遺構配置図

黒褐色砂層

灰色細砂層

砂質を帯びた暗オリーブ灰色シルト層

かなりしまった暗オリーブ灰色シルト層

こぶし大の礫を含む黒褐色砂礫層

オリーブ褐色シルト層

D

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

測

畑

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

表土

黒褐色粘土層

黄灰色粘土層

黒色粘土層

黄褐色シルト層

黒褐色砂礫層

B      c

0                       10m

O

S K135
S K134
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」K12ρ S K140
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S K107 S K106 ◎
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十Plρ ◎◎ ◎
十
T15

S K108
0 S Klll

《)   o

l‖0◎S K105

O 6 sKro2

O s Kro4

@
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⑥ S K120
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S K144

S B104

試掘
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+丁
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sBr03
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

到

〓
ｏ
。こ
∞

炉363.500___         __

全体に赤褐色、暗褐色土、炭混入の褐色土
(焼土層)

363.400F仕
切旦

(7.5Y R4/3)

364.000

Ｐ６
．　
▽
‐

0                         4m

1 小礫、礫を多く含む黒色粘土 (10Y R2/1)
2 小礫を含む黒色粘土 (10Y Rl.7/1)1よ り黒色を帯び、粘性強い
3 床面の土がブロック状に散在、小礫、オリーブ褐色の粘質土含む暗灰黄色土
(2.5Y4/2)

4       〃      、小礫、粘性の強い黒色粘土含む黒褐色土
(10Y R2/2)

5 小礫混入し、かたい黒色土、灰色土が互層の黒褐色土 (10Y R3/1)
6 少量の砂質帯びる暗灰色土混じりの褐灰色土 (10Y R4/1)

第51図  W8B tt S B101
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V
1

P17     P18

V    v
2        3

旦12P■ 363.400-P13P14_
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ユ
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・Ｐ２０．
Ｔ
２

363.600

d

363.400 P 2

363.600

P10
363.600

V
1

P16
363.400
V
2

1 細礫混入の黒色粘質土 (10Y Rl.7/1) しまり良し
2 黒色土
3 灰色と黒色の粘土混入の褐灰色土 (10Y R4/1)

P19

7
3

P9

V
1
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第 9節 W8B区 の遺構と遺物

第30表  S B101出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
鉢

(14.9) 2.7 8.2 ヘラ削り 上半ナデ下
ヘラミガキ

ヘラミガキ 普通
暗灰色

砂粒少 内面黒
色処理

50--1

土師器
高不

脚径
13.9

現高
8.4
脚内面ハケ
目

ヘラミガキ 良好
明褐色

砂粒少

土師器
甕

(16.9) 現高
13.7

細いハケロ ヘラミガキ 良好
肌色

砂粒少 49--1

どである。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

102号竪穴住居跡 (S B102、 第52図、図版12-5)

調査区西部のXIVT14 0 15 0 19 0 20区で検出された。 S B104を 切 り、 1辺5.Omの 方形と思われる。壁は

急角度で立ち上がり、確認面からの深さは30cm、 埋土は黒色泥土の単層である。東北壁から東角にかけ

て、壁から30cm内 に入ったところを幅 5～ 10cm、 深さ 3～ 8 cmの溝が巡るが、徐々に浅 くなってP4にぶ

つかって途切れている。床面には直径20～ 70cm、 深さ 5～ 45cmの大小様々な柱穴があるが、切 り合うSB

104の ものも含まれていると思われ、Plのみが位置的に主柱穴と思われる。出土遺物は、土師器7800g、

弥生土器500gと 比較的多いがいずれも小片のため図示できなかった。古墳時代前期の竪穴住居跡と思わ

れる。

103号竪穴住居跡 (S B103、 第52図、図版12-6050-2)

調査区東部のW Pll区で検出された。 1辺が5.5mの方形と思われる。壁は急角度で立ち上が り、確認

面からの深さは20cm、 埋土は黒色土の単層である。床面には直径20～ 30cm、 深さ 5～ 10chの 同規模の柱穴

が多数見られるが、位置的にはP2と P9が主柱穴と思われる。北東壁下には幅60cm、 長さ105cm以上、

深さ10cmの くぼみが見られるが、性格は不明である。出土遺物は、図示した土師器鉢(1)・ 台付甕9)・ 甕侶)

のほか、土師器6220g、 弥生土器170gでぁる。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

第31表  S B 103出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
鉢

12.6 4.7 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 良好淡
赤褐色

砂粒や
や多

50--2

土師器
台付甕

脚径
9.2
現高
6.2

面

・

内
目
脚
ケ 肖Jり

)\, E )\, e
色
通
褐
普
茶

砂粒少

土師器
甕

(21.0) 現高
5。 1

/\, H ヘラミガキ 良好
淡褐色

砂粒少

104号竪穴住居跡 (S B104、 第52図、図版50-3)

調査区西端のXIVT18 0 19区で検出された。 S B102に 切られるが、 1辺 7m以上の方形と思われる。壁

は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは25cm、 埋土は黒色泥土の単層である。床面には、直径 15cm、

深さ20cmの P5か ら、直径135cm、 深さ50cmの P4ま で大小の柱穴があるが、位置的にPlが主柱穴の可

能性がある。 P4か ら南東壁に垂直に幅40cm、 深さ10cmの溝が北西に伸びており、間仕切 り溝かもしれな

い。そのほかの施設は検出されなかった。出土遺物は、図示した土師器椀 (1)・ 高不 9)・ 器台 (304)の

ほか、土師器1510g、 弥生土器20gでぁる。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。
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第 9節 W8B区 の遺構と遺物

第32表  S B 104出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
椀

(13.8) (5。 0) 4.7 磨滅 磨滅
横ナデ P デ

滅
ナ
磨
横

普通
淡褐色

砂粒や
や多 鰤脚斑回土師器

高不
(19.ω 5.2 上横ナデ

下ヘラ削り
横ナデ 普通

淡褐色
砂粒少 硼皿
繊

Ｓ
出
片
合

土師器
器台

10.5 脚径
(9.4)

脚内面ハケ
目

上横ナデ
下ヘラ削り

)\, E 良好
淡赤色

砂粒や
や多

50--3

土師器
器台

11.3 現高
7.3
脚内面
ハケロ

ヘラ削り
色
通
褐
普
明

砂粒や
や多

外面赤
彩

101号溝 (S D101、 第53図 )

調査区南西部のXIVT18 0 19区で検出された。南壁断面でS B101を 切 り、幅50cm、 長さ11.9m以上の東

西に走る溝である。断面は半円形で、確認面からの深さは25cm、 埋土は 3層に分かれ、レンズ状の堆積で

ある。出土遺物は土師器85gでぁるが、ガヽ片で磨滅しており、時期は不明である。

101号掘立柱建物跡 (S T101、 第53図 )

調査区北部の皿T100WP6区 で検出された。 S T103 0 104と 重なりを持つが、柱穴同士の切 り合いが

なく新旧関係は不明である。桁行 2間、梁間 1間で、5。 7× 2.4mの東西棟である。直径20～ 40cmの 円形

で、深さ 5～ 25cmの 4柱穴からなるが、桁行の間の柱穴は検出されておらず、掘立柱建物とするには無理

があるかもしれない。出土遺物はなく、時期は不明である。

104号掘立柱建物跡 (S T 104、 第53図 )

調査区北部の皿 T10区で検出された。 S T101と 重なりを持つが、柱穴同士の切 り合いがなくt新旧関

係は不明である。桁行 3間、梁間 1間分しか検出されていない。直径20～ 35cmの 円形で深さ10～ 30cmの 4

柱穴からなる4。 1× 1。 lmの北東一南西棟である。柱間は揃ってなく、これも掘立柱建物にするには無理が

あるかもしれない。出土遺物はなく、時期は不明である。

102号掘立柱建物跡 (S T102、 第53図 )

調査区東部のWP 6 011区 で検出された。調査区外には続かず、桁行 2間、梁間 1間の建物と思われ

る。直径15～ 30cm、 深さ 5～ 25cmの 5柱穴からなる3.2× 2。 Omの北西一南東棟であるが、西角の柱穴は検

出されていない。出土遺物はなく、時期等は不明である。

103号掘立柱建物跡 (S T103、 第54図 )

調査区北東部のXIVT100150 WP 6 011区 で検出された。S T10と 重なりを持つが、柱穴同士の切 り合

いがなく、新旧関係は不明である。直径35～ 55cmの 円形または楕円形で、深さ10～ 40cmの 8柱穴からなる

桁行 2間、梁間 2間の建物であるが、桁行方向の柱間が長く、6.1× 3.4mの北東―南西棟である。出土遺

物は、土師器 3gのみで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。
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その他の出土遺物 (第 54図 )

W8B区 も、出土遺物は SBの ものがほとんどで、

示した遺物はⅢ層出土の弥生土器蓋であるが、 1/8

第 9節 W8B区 の遺構と遺物

それ以外のものは合わせて2.3kgと 少量である。図

の小片で内外面磨滅している。

第33表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
蓋

12。 1 鉦径
2.6

4.4 磨滅 磨滅 普通淡
茶褐色

砂粒や
や多

天丼部
貫通

s T103

Ol

b′
     01

0                    4m

P7

―

〓

一
．
〓

∞

「

364.000P5

b

364。 000 P3
P2

ゴ
1 0cm

第54図  W8BttS T103
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第10節 W8C・ D区の遺構と遺物

W8C・ D区は、長野市古野のW8B区 の約10m北東方である。W8C区 が幅 1l m、 長さ92m、 w8D
が、幅 6～ 13m、 長さ25mに わたって調査され、竪穴住居跡10軒、掘立柱建物跡 3棟、溝 1条等が検出さ

れた (第 55図 )。

1号竪穴住居跡 (S B01、 第56図、図版13-2050-4～ 13・ 51-1～ 6)
W8C区 北端のWG20025区で検出された。南西角付近の一部が調査され、 1辺 5。 3m以上の方形と思
われる。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは 5 cm、 埋土は不明である。西壁沿いに幅10～ 25

cm、 深さ 3 cmの浅い壁溝が見られるが、南西角付近で途切れている。出土遺物は多く、図示した小型丸底

壺 (1)・ 小型甕9)・ 甕 (307011・ 12014～ 16)・ 鉢 (4～ 6)・ 器台 (8～ 10)・ 壺αЭ・台付甕l171のほか、土

師器59。 8kg、 弥生土器4。 4kgと 多い。古墳時代前期の竪穴住居跡である。
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第 10節 W8COD区 の遺構と遺物
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第34表  S B01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
亜

2.3 ヘラ削り ヘラ削り ナ デ 普通
淡灰色

良 内外面
赤彩

50--10

土師器
甕

6.2 押さえ 才甲さえ
頸音6ハケロ

押さえ 普通淡
赤褐色
砂粒や
や多

50--7

土師器
甕

10.7 2.8 ヘラ削り ヘラ削り ヘラミガキ 良好明
赤褐色

砂粒少 51--2

土師器
鉢

11.0 1.7 ヘラ削り ヘラ削り ヘラミガキ 良好
淡赤色

砂粒や
や多

50--12

土師器
鉢

13.8 磨滅 磨滅 磨滅 やや軟
淡褐色

砂粒や
や多

内外面
赤彩痕
50-8

土師器
鉢

14.4 7.4 磨滅
ヘラ削り P

磨滅
ヘラ削り P

ヘラミガキ 軟・淡
赤褐色

砂粒少 50--9

土師器
甕

11.9 10.9 ヘラ削り ヘラ削り ヘラミガキ 普通淡
赤褐色

砂粒少 51--3

土師器
器台

脚径
10.9

脚部内面
ハケロ

ヘラミガキ ヘラミガキ 良好
赤褐色

砂粒や
や多

3子 L 50--4

土師器
器台

10.2 脚径
15.0

11.1 面
削
山
リ
フ

脚

へ

ナ デ ヘラミガキ やや軟
淡桃色

砂粒や
や多

受部内
面争J落
痕

50--6

土師器
器台

脚径
13.0

7.4 脚部内面
ハケロ

ヘラ削り ヘラミガキ 良好
淡褐色

砂粒や
や多

3子 L 50--5

土師器
甕

12.2 2.8 15.8 ナ デ ナ デ ヘラミガキ 普通
赤褐色

砂粒や
や多

歪み顕
著一部
巻上痕

51--4

土師器
甕

(12.4) 現高
12.0

)\, E ヘラミガキ
色
通
灰
普
暗

砂粒少

土師器
霊

16。 1 ラへ後
キ
デ
ガ
ナ
ミ

ラへ後
キ
デ
ガ
ナ
ミ

不 明 好
色
良
肌

砂粒少 内面炭
化物付
着

51-1

14 土師器
甕

14.7 20.3 ヘラ削り 上ハケロ
下ヘラ削り

)\, H 普通
赤褐色

砂粒や
や多

土師器
甕

(16.4) 20.4 ヘラ削り ヘラ削り ヘラミガキ やや軟
肌色

砂粒少 内面炭
化物付
着

51--5

16 土師器
甕

(17.2) 5。 2 24.5 t7)\, H
ナデ後一部
ハケロ

ヘラミガキ 普通
灰褐色

砂粒少 51--6

土師器
台付甕

22.0 23.8 面
り
内
削
部
ラ
脚

へ
胴音6ハケロ
脚部ヘラ削

ヘラミガキ 暗
色
通
褐
普
赤

砂粒や
や多

50--13

3号竪穴住居跡 (S B03、 第57図、図版13-6)

W8C区 北西部のWG24025区で検出された。 S K01を 切 り、 1辺 3.6mの隅丸方形と思われる。壁は
急角度で立ち上がり、確認面からの深さは20cm、 埋土は黒色シル トの単層である。直径25cm、 深さ 5 cmの

Pl以外、柱穴は検出されなかった。出土遺物は弥生土器870g、 土師器600gでぁるが、いずれも小片の
ため図示できなかった。時期は不明である。

4号竪穴住居跡 (S B04、 第57図、図版13-3)

W8C区 中央よりやや北束のWL2030708区 で検出された。 S K19に切られるが、 1辺 7.5mの

方形と思われる。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは10cm、 埋土は黒色シル トの単層であ

る。直径35 0 25cm、 深さ55 0 40cmの P10P2が 主柱穴と思われ、そのほかに直径30cm前後の柱穴いくつ
かと120× 90cm長方形で深さ40cmの貯蔵穴と思われるP5がある。南東壁に垂直な幅10～ 15cm、 深さ 5
～10cmの浅い溝が何本か見られ、間仕切 り溝と思われる。出土遺物は、図示した土師器高杯(1)の ほか、土
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第 10節 W8C D区の遺構 と遺物
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

師器 11990g、 弥生土器 2120g、 須恵器 150gな どである。古墳時代前期の竪穴住居跡 と思われる。

第35表  S B04出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
高不

15。 1 面
り
内
削
部
ラ
脚

へ

ヘラミガキ ヘラミガキ 普通
赤褐色

砂粒や
や多

内外面
赤彩 3
7L

5号竪穴状遺構 (S B05、 第57図、図版13-4)

W8C区 中程のWK15・ 20区で検出された。 1辺 3mの方形である。壁はほとんど削平され、確認面か
らの深さは深いところで10cm、 埋土は黒色シル トの単層である。壁沿いには幅15cm、 深さ 5 cmの壁溝が巡

るが、柱穴は直径 10cm、 深さ 5 cmの Pl以外検出されず、炉も検出されていない。出土遺物も、土師器
210g、 弥生土器190gと少なく、小片のため図示できなかった。時期は不明で、竪穴住居跡とも言いがた

く、竪穴状遺構とした。

6号竪穴住居跡 (S B06、 第57図、図版13-5)

W8C区 中程のWL 6 011区 で検出された。南東部を削平されているが、 1辺 5m程度の方形と思われ
る。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さ25cm、 埋土は黒色シル トの単層である。南西壁沿いの一部に幅10

cm、 深さ 3 cmの壁溝が見られる。直径25cm、 深さ30～ 40cmの P102が 主柱穴と思われ、ほかにP2に接
して深さ10cmと 浅いP3がある。 Plと P2の 中間付近に直径25cmのやや残 りの悪い炉があり、周囲に炭

層・土器片が分布していた。出土遺物は、土師器1570gと 弥生土器820gで ぁるが、ガヽ片のため図示でき

なかった。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

W8C区 のその他の出土遺物 (第58図 )
W8C区 は、遺構が検出しづらかったこともあって、遺構外からの出土遺物が土師器106kg・ 弥生土器
1lkg・ 須恵器300gな どと多い。しかし、図示した土師器鉢 (1)と 高不 9)ぐ らいが比較的まとまったくらい

で、接合できるものはほとんどなかった。そのほかに多孔質安山岩の凹石が S X01(3)O S B01(405)

・遺構外(0か ら出土しているが、 S B01出 土のものは混入と思われ、その他の出土遺物とした。

第36表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

土師器
鉢

(14.6) 現高
5.5

ナ デ ヘラミガキ 通
色
普
灰

砂粒少

土師器
高不

脚径
9。 9

現高
6.1

ナデ ナデ

色
通
褐
普
明

砂粒や
や多
37L

7号竪穴住居跡 (S B07、 第59図、図版14-5051-8)

W8D区 西部のWH17018区で検出された。 1辺4.9mの 方形と思われる。壁はほとんど残っておらず、
確認面からの深さは10cm、 埋土は黒色シル トの単層である。南角付近の一部に幅10～ 15cm、 深さ 1～ 3 cm

の壁溝が見られる。直径25～ 35cmの P103が 主柱穴と見られ、ほかに補助柱穴や貯蔵穴と思われるP2
04がある。出土遺物は図示した土師器甕 (102)の ほか、土師器1990g、 弥生土器580gで ぁる。古

墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。
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第 10節 W8C・ D区の遺構と遺物

第37表  S B07出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

12.2 9.4 ナ デ ヘラ削り ヘラミガキ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

口唇一
部平坦
面

51--8

土師器
甕

(16.4) 現高
14.5

ヘラ削り ヘラミガキ 良好
灰褐色

良

8号竪穴住居跡 (S B08、 第59図、図版14-6～ 8051-7)

W8D区 中程のWH18区で検出された。 S B09を 切 り、 1辺 4。 7mの方形と思わる。壁はほぼ垂直で、

確認面からの深さは25cm、 埋土は黒色シルトの単層である。西角付近の一部に幅10cm、 深さ 1～ 3 cmの浅

い壁溝が見られる。長径25cm、 深さ10～ 30cmの P304が 主柱穴で、角に近いP102は 切 り合うS B09

のものと思われる。炉は検出されなかったが、中央付近に炭層が分布して、土師器甕9)も 出土しており、

これに接する調査区外にあると思われる。出土遺物は、図示した土師器高不(1)・ 越後系の甕9)のほか、土

師器7500g.弥生土器3640g.須恵器640gな どである。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。

第38表  S B08出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
高不

脚径
15.8

現高
5。 9
脚内面ナデ ヘラミガキ 普通淡

赤褐色
砂粒少 3子 L

土師器
甕

15.4 3.0 15。 1 /\, E )\, E 上反ナデ
下半ハケロ

普通
黒灰色

砂粒少 51--7

9号竪穴住居跡 (S B09、 第59図、図版14-709)

W8D区 中程のWH13018区で検出された。 S B08に 切られるが、 1辺6.2mの方形と思われる。壁は

ほぼ垂直で、確認面からの深さは15cm、 埋土は黒褐色砂質土の単層である。北壁沿中央付近の短辺70cm、

深さ 5 cmと 浅いくぼみのほかは検出されていないが、切 り合うS B08で検出されたP102が 主柱穴と思

われる。出土遺物は、弥生土器600g、 土師器100gと少なく、小片のため図示できなかった。弥生時代後

期の竪穴住居跡と思われる。
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第11節 W9区 の遺構と遺物

W9区 は長野市古野と中越のW8D区 の北東40mの ところである。南西から10203区 の 3地点、
JR信越線の線路を挟んださ電所南・北区と5箇所に分かれている。き電所地点が 3面、 3区が 2面、そ
の他が 1面調査され、竪穴住居跡25軒・掘立柱建物跡 7棟・溝19条などが検出された (第 60061図 )。

1号竪穴住居跡 (S B01、 第62図、図版16-4・ 54-1)

2区中央のⅥⅡ P 25・ Q16021区 で検出された。 S B04を 切 り、 1辺 5。 5mの方形と思われる。壁は急角

度で立ち上がり、確認面からの深さは35cm、 埋土は黒褐色土の単層である。 1辺 40cmの 方形で深さ40cmの

P4と 、 1辺50cmの 方形で深さ70cmの P5が主柱穴と思われ、ほかに中小の柱穴が見られる。出土遺物
は、図示した土師器不 (1)・ 混入と思われる凹石け)のほか、土師器1100g・ 須恵器750g.灰釉陶器20gな

どである。10世紀後葉の竪穴住居跡と思われる。

第39表  S B01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器 高 底  面 体部外面 体部内面 焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰褐色

砂粒や
や多

54--1

3号竪穴住居跡 (S B03、 第62図、図版16-6)

2区南西部のⅥⅡU 7 0 8区で検出された。2.5× 3.Omの長方形である。壁はほぼ垂直で、確認面からの

深さは25cm、 埋土は黒褐色砂質土の単層である。柱穴等は検出されていない。出土遺物はなく、時期は不

明である。

2号竪穴住居跡 (S B02、 第63図、図版16-5055-102)
2区中程のⅥⅡP240250 U 4・ 5区で検出された。 l辺6.2mの方形と思われる。壁はほぼ垂直で、確

認面からの深さは60cm、 埋土は 2層 に分かれる。長径60cmの楕円形で深さ45cmの P10と 長径30cmの楕円形

で深さ35cmの P18が主柱穴と思われ、ほかに中小の柱穴が多数ある。カマ ドは北西壁中央にあり、袖の芯

であったと思われる角礫や土器が周辺に散布 していた。出土遺物は、図示した土師器甕 (1～ 3)の ほ

か、土師器11400g、 須恵器350g、 黒色土器20gな どである。 8世紀前葉頃の竪穴住居跡と思われる。
第40表  S B02出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

(16.9) 6.7 22。 1 外周ヘラ切
り

/\, H ナ デ 普通
赤褐色

砂粒や
や多

55--2

土師器
甕

17.0 7.0 33.7 磨滅 )\, E ナ デ 淡
色
通
褐
普
黄

砂粒や
や多

55--1

土師器
甕

19.8 現高
8.9

)\jE ヘラ削り 良好淡
茶褐色

砂粒や
や多

4号竪穴住居跡 (S B04、 第64図、図版16-7054-6)

2区中央部のⅥⅡP19 0 20 0 24 0 25区で検出された。 S B01に切られるが、 1辺 7。 4mの方形と思われる。

壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは30cm、 埋土は 3層に分かれる。直径40～ 55cmで深さ30～ 40cmの Pl
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第 11節 W9区 の遺構 と遺物

3区
第 2検出面

3区
第 1 検出面

縛

‰18 IM19

/B

鉛A
s Dll

2区

s F01 rcb

・
D15

00

S K705/D" t‖ 。ル可

第60図 W9区 遺構配置図

紗

1区
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の 第

き電所地点

Vll

一
Ｖ

一
Ⅸ

一Ⅶ
一
Ｖ‐‐‐

一

I 攪乱
Ⅱ 赤褐色土を含む黄灰色土
Ⅲ 黒色土
Ⅳ 2cm大の礫を含む褐灰色砂質土
V 黒褐色砂質土
Ⅵ l～ 3 cm大の礫を含む褐灰色砂質土
Ⅶ 暗緑灰色砂質土
Ⅷ 赤褐色土、 2～ 3 cm大の礫を含む褐灰色砂質土
Ⅸ l～ 3 cm大の礫を含む黄灰色土
X 黒褐色土
測 暗褐色土

I 攪舌L
Ⅱ 褐色土
Ⅲ 黄褐色土、褐鉄を含む褐色土
Ⅳ 黒色砂質土
V 褐色砂質土
Ⅵ にぶい黄褐色砂
ⅥI 明黄褐色土
ⅥⅡ 褐色砂
Ⅸ にぶい黄褐色土のブロックを含む褐色砂
X 暗褐色土
測 灰黄褐色土

364.500-

362.500~

365.500-

364.500-

III

IV

C

H=
III―

一IV―

一V―

―Ⅸ――

X

=VH=
VIII

=H=Ⅲ _
_XI_

IV

三V=
IX

I

Ⅱ

III

IV

V
VI

Ｂ

　

Ｈ

VI

攪乱

黒褐色土

褐灰色土

灰黄褐色土

黄橙色土

黒色砂質土

第61図 W9区 (き電所地′点)遺構配置図

S K17⑥
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S K26
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364.500

7

364.500-―

粘性のない褐色土

(10Y R2/2)

しまり良

364.500-    一

粘性のない黒褐色土

(10Y R2/2)

しまり普通

(pit4と 同じ)

第 11節 W9区 の遺構と遺物

プ

粘性の良い黒褐色土 (10Y R2/2)
しまり良

褐色土 (10Y R4/6)ブロック
(φ～5 cm)を 、 3～ 5%含む
粘性のない黒褐色土 (10Y R2/2)
しまりやや弱

粘性のない黒褐色土

(10Y R2/2)

しまり普通

364.900 
g

ｈ
Ｈ

Ｐ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｐ

到ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
到

８
ｏ
８
∞

363.600 3

φγ 3cm位の礫を、 1～ 3%含む
粘性のない黒褐色砂質土 (10Y R2/2)

しまり良

o                         4m

第62図 W9区 S B01・ 03

―じめ― 一のお17

1 粘性のない黒褐色土 (10Y R2/2)し まり普通

ヽ

_ヽ主主r=ミミ
=ゴ
ジ/
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ヵクラン

364。 100-―    ―

364.100-―

V

364.100-

ヽ

Ч
4

3`(1

364.loo――

Rl

Ч

爾

ヽ Π
鴨

　
Ｐ３
．一

ど疎

U

ヽ

1 砂利、小石を含む黒褐色土 (10Y R3/2)
2 φ～3 mmの橙色 (焼土粒)土を、やや多く含む黒褐色土 (loY R3/2)
3 2と 混入物は同じ色調が灰黄褐色土 (10Y R4/2)
4 全体にきめ細かい粒子 黒褐色土 (loY R3/1)
下にいく程粒子が糸日かく粘性  しまり共に劣る

364.100上

マ３ Ｕ
ユ

364.500~

364.100~

364。 100 ~  ―

К     π
l

364.100ゴ
19P生

5三ミDてこフ
r

C′     1 小指大程の小石を少量混入する黒褐色粘質土 (loY R3/1) しまり弱2 こぶし大の石を多く含む黒褐色粘質土 (loY R3/1) しまり弱3 こぶし大の石と小指大の小石を少し含む黒褐色粘質土 (loY R3/1)し まり弱4 1に地山の黄褐色砂質土粒子が散在する黒褐色土 (loY R3/1)
5 土質は 1と 同じ、色調が違う灰黄褐色土 (loY R4/2)

0                     4m

第63図 W9区 S B02
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364。 100-      一

U V

364.100‐――

364.100-_一

364.100-            一

いずれも単層の黒褐色土 (10Y R2/3)

364.100■ ゴ

黄褐色土 (10Y R7/6)を 含む

黒褐色土 (10Y R2/3)

ざ
一

ｄ
一

ｌ

ｏ
ｏ
Ю
。寸
０
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０

01

364.500 -

=

こぶし大の礫を7～ 10%含む黒褐色土 (10Y R2/3)
色調は 1と 同様礫を含まない黒褐色土 (10Y R2/3)
褐色土 (10Y R4/4)

0                     4m
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撻輔ヒ:Я魏雛田¥量甥 撤而
黒褐色土 (10Y R2/2)

直径 1～ 2 cmの礫混じりの黒色土

(灰混じりっぽい)(10Y R2/1)
直径 2～ 3 mmの礫、直径 1～ 2 cmの礫

黒褐色土 (10Y R3/2)混 じりの黒褐色土

(10Y R2/1)

焼土粒子含む黒褐色土 (10Y R2/2)

直径 1～ 2 cmの礫混じりの黒褐色土

(灰混じり)(10Y R3/1)

364.000 -

第64図 W9区 S B04005
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・ 3・ 6、 またはP6のかわりに長径80cm、 深さ30cmの P7が主柱穴と思われ、ほかにP20
見られる。南角付近では、長さ70～ 80cmの短い溝が壁に垂直に柱穴に向かって伸び、間仕切 り

カマ ドは検出されなかった。出土遺物は、図示した須恵器不(1)のほか、土師器3060gでぁる。

の竪穴住居跡と思われる。

5の柱穴が

溝か。炉や

7世紀後葉

第41表  S B04出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

須恵器
不

(11.4) (7.9) 後
削

ｎ
∠
フ

切

へ

ラ
持
へ
手

ヘラ削り
回転ナデ

キガ
デ
ミ
ナ
ラ
転
へ
回

普通
暗灰色

砂粒少 54-6

5号竪穴住居跡 (S B05、 第64図、図版17-1055-304)
2区中央南西寄 りのⅥⅡU30 40 80 9区 で検出された。 S B08を切 り、 1辺 4。 8mの方形と思われる。
壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは30cm、 埋土は不明である。西角付近の直径・深さとも20cm

のPl以外柱穴は検出されていない。カマ ドは北西壁中央よりわずかに北東に寄った所にあり、両袖脇か
ら図示した土師器甕(1)と 甑9)が出土している。この他に、土師器3090gが出土している。 7世紀頃の竪穴

住居跡と思われる。

第42表  S B05出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

土師器
甕

15.6 現高
14.9

)\, H ナ デ 良好淡
黄褐色

砂粒多 55-3

土師器
甑

26.6 10.4 25.0 )\, E ヘラミガキ 良好
淡橙色
砂粒や
や多

体下端
/Jヽ子L2
個対向

55-4

6号竪穴住居跡 (S B06、 第65図、図版55-5)

2区南西部のⅥⅡ7 0 8 012区 で検出された。煙道をS D04に 切られ、北西壁沿いの長さ4。 2mの部分が

調査されただけであるが、カマ ドが北西壁の中央にあったとすると、 1辺5.6mの方形になる。壁はほぼ

垂直で、確認面からの深さは40cm、 埋土は不明である。カマ ドは北西壁にあり、火床には支脚石や土師器

甕 9)、 両袖脇にも土器が集中していた。出土遺物は、図示した土師器壺 (1)・ 甕 (203)の ほか土師器
4800gでぁる。古墳時代後期、 6世紀頃の竪穴住居跡と思われる。

第43表  S Bo6出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
霊

11.2 19.5 磨滅 磨滅 磨滅 やや軟
淡赤色

砂粒や
や多

55-… 5

土師器
甕

15.4 現高
12.0

)\, H ヘラ削り 良好淡
赤褐色

砂粒多

土師器
甕

現高
16。 8

不明 )\, E 上半ヘラ削
下半ハケロ

良好淡
赤褐色
砂粒や
や多

10号竪穴住居跡 (S B10、 第65図、図版17-4)

2区南西部のⅥⅡUl1 0 12区で検出された。S B090 S K 8 024028055077078080086～ 90に切られ

るが、 1辺5.lmの方形と思われる。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは10cm、 埋土は黒褐
色土の単層である。長径35cm、 深さ35cmの Plと 長径30cm、 深さ10cmの P2の 2つの柱穴が検出されてい
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1 黒褐色土 (10Y R2/2)
2 黄褐色土がマーブル状に含む黒褐色土 (10Y R2/2)SD4フ ク土
3 焼土粒を含む黒褐色土 (loY R2/2)
4 黄褐色土をブロック状に含む黒褐色土 (loY R2/2)
5 焼土ブロックを含む黒褐色土 (10Y R2/2)
6 黒褐色土 (loY R2/2)
7 5に 炭が混じる (5%位 )

1 黒色粘土 (10Y R3/1)粘 性強く、しまり良

363.600」      s K87   1         S K55 ・
′

b                                        b′
363.600

l φ～ 3 cmの炭を含む黒褐色土 (10Y R3/1)米 占性なし しまり良

0 10cm

√
Ｕ

364.600 ~

m;習
否得量童

がブいソ効 に含まれる黒褐C―L⊂OY R冽

第65図 W9区 S B06・ 10・ 11
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るが、位置が悪 く主柱穴 とは思われない。出土遺物は土師器1740g.須恵器1160gでぁるが、ガヽ片のため

図示できなかった。 8世紀後葉頃の竪穴住居跡と思われる。

11号竪穴住居跡 (S Bll、 第65図 )

2区中央北東寄 りのⅥⅡQ ll区で検出された。S D12 0 13 0 S K1770 1800 1820 191に 切られる。方形と

思われるが規模は不明である。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは10cm、 埋土は黒褐色土の

単層である。調査区境にかかる、直径50cm、 深さ10cmの Plが主柱穴と思われる。出土遺物はなく、時期
は不明である。

8号竪穴住居跡 (S B08、 第66図、図版17-2056-1～ 5)
2区中央部南西寄 りのVⅢ U2 0 3 0 8区 で検出された。 S B05に切られるが、 1辺 6.5mの方形と思わ
れる。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは35cm、 埋土は壁溝内を除いて黒褐色土の単層である。壁溝は

幅15～ 20cm、 深さ 3～ 10cmで西角付近にのみ見られる。直径40～ 65cmの 円形または60× 40cmの長方形で深

さ35～ 50cmの P10509012が 主柱穴と見られ、そのほかに中小の柱穴が存在する。カマ ドは北西壁中
央にあり、袖は地山を掘 り残して構築している。出土遺物は、図示した外面赤彩、内面黒色処理された土

師器不(1)・ 内面を黒色処理する鉢 (203)・ 壺

“

)・ 甑 151・ 甕

“

)のほか、土師器6890g.須恵器520g.灰

釉陶器30gな どである。古墳時代後期の 6世紀後半頃の竪穴住居跡と思われる。

第44表  S B08出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

(16.5) ヘラ削り 横ナデ 横ナデ 普通
淡赤色

砂粒少 外面赤
彩内面
黒色

56--1

土師器
鉢

16.1 4.8 9.7 ヘラ削り ヘラ削り ヘラミガキ 良好
淡赤色

砂粒や
や多

内面黒
色処理
56--2

土師器
鉢

11.3 13.1 ヘラ削り ヘラ削り ヘラミガキ 良好淡
赤褐色

砂粒少 内面黒
色処理
56-5

土師器
霊

現高
9.5

横ナデ 横ナデ 普通
淡褐色

砂粒少 内面に
接合痕

土師器
甑

17.3 16.2 ヘラ削り 縦ヘラ削り 横ハケロ 普通
赤褐色

砂粒や
や多

56--4

土師器
甕

16.2 29.6 ヘラ削り 縦ハケロ 横ナデ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

56--3

12号竪穴住居跡 (S B12、 第67図、図版17-5052-1～ 6)
2区北東部のⅥⅡQ 8 013区で検出された。短辺が4.Om、 長辺が5。 Om以上の長方形である。壁はほぼ垂

直で確認面からの深さは35cm、 埋土は黒色土の単層である。壁際で、Pl～ 4の各柱穴が検出されている
が、位置が悪 くどれも主柱穴とは思われない。出土遺物は図示した弥生土器甕 (1～ 5)・ 高不 (607)
などのほか、弥生土器2660g.土師器1620g.須恵器130gな どである。弥生時代後期の竪穴住居跡と思

われる。

第45表  S B12出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

15.2 25.4 ヘラ削り 櫛描波状文
下半ヘラ削

ナ デ 普通
茶褐色
砂粒や
や多

月同音6上
半黒斑
52--6

弥生
甕

(12.0) 14.1 ヘラ削り 櫛描波状文
下半ヘラ削

上半ナデ下
半ヘラミガ

普通
黒褐色

砂粒少 52--2

一-100-一
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一364.300 g

1 こぶし大の礫を3%位含む黒褐色土 粘性なし しまり良 (10Y R2/3)
2 1層に焼土粒子を10～ 15%含む 粘性なく固い しまり良
3 褐色土 (10Y R4/4)地 山を利用したカマドのソデ
4 黄褐色土 粘性若干をもち、しまり良好 (10Y R5/6、 周溝の埋土)

0                     10Cm

第66図 W9区 S B08

--101-

0                     4m
l l l l l

363。 900

―

363。 900

U

363。 900

,
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365.000 a a'

01

。 |〇

粘性があり しまり普通の
黒色土 (loY R2/1)
粘性があり  しまり普通の
黒色土 (loY R2/1)
2よ り暗い黒色土

364.400_Pl P3~

ー

364。 400_P生

マ 耳

第67図 W9区 S B12
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第 11節 W9区 の遺構 と遺物

弥生
甕

12。 9 14.6 ヘラ削り 櫛描波状文
下半ヘラ削

ナ デ 普通
黒灰色

砂粒や
や多

52--4

弥生
甕

14.3 18.1 ヘラ削り 櫛描波状文
下半ヘラ削

ナ デ やや軟
赤灰色

砂粒少 52-5

弥生
甕

(17。 2) 6.8 23.6 ヘラ削り 櫛描波状文
下半ヘラ削

ナ デ 良好淡
茶褐色

砂粒少 52--3

弥生
高不

(17.5) 脚径
(13。 0)

15.9 脚内外面ナ
デ

上ナデ・下
縦ヘラ削り

ナ デ 普通
灰褐色

砂粒少 透
４
角
し
一二
か

52--1

土師器
高不

脚径
15.2

現高
13.9

ナ デ 縦ヘラ削り
色
好
褐
良
茶

砂粒少 三角透
かし 4

13号竪穴住居跡 (S B13、 第68図 )

1区北東部のWE2区 で検出された。検出できたのは北西壁からの40cm幅だけであるが、 1辺 3。 5mの

方形 と思われる。壁はほぼ垂直で、確認面からの深さは45cm、 埋土は不明である。出土遺物はなく、時期

は不明である。

14号竪穴住居跡 (S B14、 第68図、図版17-6)

1区南西部のWD22区で検出された。 S K725に切 られるが、 1辺4.3mの方形 と思われる。壁は急な部

分 と緩やかな部分があり、確認面からの深さは20cm、 埋土は黒褐色土の単層である。長径45cmの 楕円形で

深さ35～ 40cmの P203が 主柱穴 と思われ、間には直径50cmの 炉がある。出土遺物は弥生土器880gでぁ

るが、小片のため図示できなかった。弥生時代後期の竪穴住居跡と思われる。

15号竪穴住居跡 (S B15、 第68図、図版17-3)

1区南西端のWH4区 で検出された。 S K492を 切 り、 S K493に 切 られるが、 1辺5.3mの方形 と思わ

れる。壁は急角度で立ち上が り、確認面からの深さは20cm、 埋土は 3層 に分かれる。直径10cmの 円形から

長径50cmの 楕円形まで中小の柱穴が検出されているが、どれも位置が悪 く、主柱穴 とは思われない。中央

から北寄 りのところに直径55cmの 炉があり、土器片が固まっていた。出土遺物は、弥生土器1820gでぁる

が、小片のため図示できなかった。弥生時代後期の竪穴住居跡と思われる。

16号竪穴住居跡 (S B16、 第68図、図版17-8)

1区南西部のWC200 D16区 で検出された。南西角付近だけの調査で、方形と思われるが規模は不明で

ある。壁はほとんど残うておらず、確認面からの深さは 5 cm、 埋土は不明である。南壁際で直径40cm・ 深

さ25cmの Plが検出されているが、本住居跡のものかどうか不明である。出土遺物は、弥生土器1400gで

ある。弥生時代後期の竪穴住居跡と思われる。

501号竪穴住居跡 (S B 501、 第69図、図版17-7053-2)

3区第 2検出面北東部のⅥⅡM 9 014015区 で検出された。 S D 505と S K630に切られる。壁は急角度で

立ち上が り、確認面からの深さは20cm、 埋土は黒色土の単層であるが、壁溝の中のみやや異なる。幅

10～ 15cm、 深さ 1～ 4 cmの浅い壁溝が巡るが、壁の中央で浅 くなって途切れている。直径20cmで深さ35cm

と均一なP10204、 長径35cm、 深さ20cmの P3が検出されているが、いずれも主柱穴とは思われな

い。出土遺物は、図示した口縁部と胴部上半に櫛描波状文、頸部に簾状文を施す弥生土器台付甕(1)と 口縁

部と胴部に疎らな櫛描波状文、頸部に櫛描文を施す弥生土器甕 9)のほか、弥生土器560gでぁる。弥生時

代後期の竪穴住居跡である。
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363.600 363.800-―  焼
土 _

=-
363.800 3 a'

363.800 b

363.800 I c'

r

粘性のある黒褐色土 (loY R2/2)
褐灰色土、石 (φ～l cm)の混じる褐灰色土 (loY R4/1)

ｂ
一

ｄ
一

ｄ
一

ｈ
［

④

調
ヽ
０

1 明黄褐色土を含む黒褐色砂質土 (loY R2/3)
2 黒褐色土を含む明黄褐色土 (loY R6/6)
3 明黄褐色土を含む暗褐色土 (loY R3/3)
4 灰が多く混じる暗褐色砂質土 (loY R5/5)
5 黒色の灰層 粘性なし しまり弱
6 黒色灰の混じる暗褐色砂質生 (10Y R3/3)

１

８

∞
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∞
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1 黒褐色土、褐色土、褐灰色土混じりで 3 褐灰色土、褐色土混じりで
礫を含む黒色土 (10Y R2/1)      礫を含む黒色土 (10Y R2/1)
2 褐灰色土混じりで礫を含む
黒色土 (loY R2/1)

ａ
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U
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第 11節 W9区 の遺構と遺物

第46表  S B501出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

弥生
台付甕

16.5 径

・
２
ムロ
００

15。 9 横ナデ 櫛描波状文
下縦ヘラ削

ヘラミガキ 普通
暗褐色

砂粒少 53--2

弥生
甕

20.3 現高
11.0

ハケ調整後
櫛描波状文

口縁ヘラ削
月同音6ハケロ

普通
灰褐色

砂粒少

1号掘立柱建物跡 (S T01、 第70図、図版18-1)

1区北東部の畑Y18019区で検出された。 S T06に 切られる。直径50～ 70cmの円形や楕円形で、深さ

25～ 55cmの 6柱穴が検出されており、 2間 ×2間の総柱建物であるが、北東一南西方向が柱間1。 7mと 、

北西―南東方向の1.5mよ りも長 く、桁行方向と思われる。出土遺物は土師器 3gのみで、細片のため図

示できなかった。時期は不明であるが、平行して走るS D31が同時期の区画溝であるとすると、 8世紀後

葉頃の掘立柱建物跡と思われる。

3号掘立柱建物跡 (S T03、 第70図、図版18-3)

1区中部東寄 りのWE106区 で検出された。 S T04と 柱穴を共有しているが、新旧関係は不明であ

る。調査されたのは、長径80～ 90cmの楕円形で深さ20～ 30cmと 大きめの 4柱穴からなる 1間四方である

が、南の調査区外に伸びる可能性がある。P3と P4に は直径10cmの柱根も残っていた。出土遺物は、土

師器20gのみで細片のため図示できなかった。時期は不明であるが、 S D31ご 39がこの建物群の区画溝で

あるとすると、 8世紀後葉の掘立柱建物跡であると思われる。

364.100__
Ｐ ２

一
　

７

Ｐ‐一
Ｖ

364.100 
- 

P 3

\-/ V

364.300

黒色土 (10Y R2/1)
黄褐色がブロック状に含まれる黒色土 (loY R2/1)
S B501の 周溝である

0                     4m

第69図 W9区 S B501

--105-一

0                     10Cm
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362.600 ~ 362.600-        ―

U

U

362.800 
g

362.800 ! b′

1 極めて細かい白色粒子を含む暗褐色砂質土 (loY R3/3)
粘性あり しまり良
2 黒褐色土 (loY R2/2)粘 性質 しまり良
3 褐鉄 3%位 極めて細かい白色粒子を含む
褐灰色粘土 (10Y R4/1)粘 性強 しまり良
4 柱根

④剛
LI                        I

極めて細かい白色粒子を全体に含む暗褐色土
(10Y R3/3)粘 性あり しまり良
にぶい黄褐色土 粘性強 しまり良

調査区外

362.600

362.800-―

362.800

362.800

363.600 3

363.600 ! Ｐ ‐

　

Ｕ

P4 b′

l φ～ 4 cmの レキを3%含む暗褐色砂質土 (10Y R3/3)
粘性あり しまり良
2 黒褐色土 (10Y R2/2)粘 性あり (1よ り強) しまり良
3 φ～0.5cmの炭片を含むにぶい黄褐色土 (10Y R5/3)
粘性あり しまり良

0                     4m

第70図 W9区 S T01002003005
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第11節 W9区の遺構と遺物

2号掘立柱建物跡 (S T02、 第70図、図版18-2)

1区北東部のWEl区 で検出された。 S D37に 切 られる。直径40～ 65cm、 深さ20～ 50cmの 7柱穴からな

る 2間 × 2間の総柱建物であるが、北の調査区外に伸びている可能性がある。北西―南東方向の柱間が

1。 8～ 2.Omなのに対 して、北東一南西方向は2.lmと 1.2mの 二通 りあり、建物の全形ははっきりしない。

出土土器は弥生土器60g.土師器40g.須恵器40gな どであるが、ガヽ片のため図示出来なかった。 S T03

等と同様時期は不明であるが、 8世紀後葉頃の掘立柱建物跡と思われる。

5号掘立柱建物跡 (S T05、 第70図、図版18-8)

1区中程のWD15区で検出された。角の長径 80cmの楕円形で深さ35～ 40cmの ものと、間の直径 40cm、 深

さ25～ 30cmの柱穴の 4柱穴からなり、特に角の P3は L字形になっている。南北方向の柱間が約 1.5mな

のに対 して、東西方向は約2.Omであり、こちらが桁行方向と思われる。出土遺物はな く、時期は不明で

あるが、 S T03等 と同様に 8世紀後葉頃の掘立柱建物跡と思われる。

4号掘立柱建物跡 (S T04、 第71図 )

1区中央部のWD5 0100E10 6区 で検出された。 S T03と 柱穴を共有するが新旧関係は不明であ

る。両側の70～ 125cmと 比較的大きな長方形または楕円形の柱穴と、中央の35～ 55cmと 比較的小さな楕円

形の柱穴からなる 4～ 5× 2間の総柱建物であるが、北東部は柱数・柱間とも乱れており、P104014
010に 囲まれた 2× 3間の総柱建物と考えた方がいいかもしれない。この場合、桁行方向の柱間が1.6m、

梁間方向が1.7mでほぼ揃っている。Pl～ 6010011014か らは柱根が出土している。出土遺物は、弥

生土器60g.土師器70g.須恵器20gな どで、いずれも細片のため図示出来なかった。時期は不明である

が、 S T03等 と同様に 8世紀後葉頃と思われる。

7号掘立柱建物跡 (S T07、 第71図、図版18-9)

1区南西部のWD16区で検出された。直径25～ 30cm、 深さ10～ 20cmの 4柱穴に囲まれた 1間四方の建物

で、桁行方向の柱間が2.3m、 梁間方向の柱間が1.3mである。出土遺物はなく、時期は不明である。

6号掘立柱建物跡 (S T06、 第72図、図版18-3)

1区北東端の畑Y19024区 で検出された。P2を S T01と共有しているが、 S T01を切 り、 S D30に切

られる。直径50～ 80cm、 深さ20～ 40cmの 5柱穴からなる 2間四方の建物であるが、中央が攪乱されてお

り、側柱建物か総柱建物か不明である。側柱建物の場合北に、総柱建物の場合北・南・東のどちらにも伸

びる可能性があるが、現状では北東―南西方向の柱間が2.4mと 北西一南東方向の2.lmよ り長 く、桁行方

向になると思われる。出土遺物は、土師器80g.弥生土器20g.須恵器 2gな どで、いずれも小片のため

図示できなかった。時期は不明であるが、 S T01と 同様 8世紀後葉頃で、 S T01を若干下る時期 と思われ

る。

30号溝 (S D30、 第73図、図版56-6)

1区北東端の畑 Y19024区 で検出された。 S T06を 切 り、 S D310 S K726に 切 られる。蛇行 して北東

から南西に伸びる幅60cmの 溝で、長さ約12.5m分が確認された。壁の途中にテラスを持って 2段に落ちる

溝で、最 も深いところで確認面からの深さは40cm、 埋土は青黒色土の単層である。出土遺物は図示 した胴

部外面を縦のヘラ削 りする土師器甕(1)の ほか、土師器360g.須 恵器 190g・ 弥生土器40gな どである。 8
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φ～3mの礫、褐鉄、黒褐色土がブロック状に
含まれる褐灰色粘土 (loY R4/1)
褐灰色粘土 (loY R4/1)
極めて細かい白色粒子 褐鉄を含む暗褐色砂質土
(10Y R3/3)
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礫 (～ 5 mm)混 じりの黒褐色土 (10Y R2/2)

粘性あり しまり良

0                     4m
l l l l l
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第 11節 W9区 の遺構 と遺物

363.800 I

363.600 !
0                     4m

第72図 W9区 S T06

世紀代の溝と思われる。

第47表  S D30出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

21.6 現高
23.1

縦ヘラ削り 横ヘラ磨き 通
色
普
灰

砂粒少 56-6

31号溝 (S D31、 第74075図、図版17-9057～ 59-1～ 16)

1区北東端の畑 Y18023024区 で検出された。 S D30を 切 り、 S K409 4130723 727を 切 る。幅

2.4～ 5。 2mの北東一南西に走る溝で、確認面からの深さは80cmである。底は丸、上部が広がる断面形で埋

土は 3層に分かれる。出土遺物は多く、図示した須恵器蓋 (1～ 4020)・ 不 (5～ 7017024027～ 330

38～ 45)・ 高台付不 (8～ 12025026034～ 37)・ 高台不椀αЭ・黒色土器不 (14～ 16)・ 椀 (18019)や祗石の

ほか、土師器不1020g.甕鉢類8200g.須恵器蓋1320g.不椀7280g.甕瓶12500g.黒色土器不椀1570

gと 多い。墨書されたものは、「七」「木」「西」「中」など比較的簡単な漢字が多く、ほかに「fll」 「今」

などすべて 1文字で須恵器不・蓋の側面や底面に施されていた。出土遺物には、口径 15。 3cmと 大型で底部

が高台より下に突き出す須恵器高台付不α動がある一方、黒色土器不・椀 (14～ 16018019)も 見られるな

ど8世紀前葉から9世紀前葉 くらいまでの幅があるが、 8世紀後葉のものが多い。掘立柱建物群の方向と

平行して走り、その区画のための溝でかなり長期間存続したと思われる。

Ｏ
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

363.600 -―

青黒色土 (5BGl.7/1)に、砂粒
が3%入 .る  粘′性なし しまり良し

第73図  W9区 S D30

363.600上   上′

―
黒色土 (loY Rl.7/1)
粘性なし しまり良し

0                     10Cm

第48表  S D31出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
蓋

13。 0 ヘ転回
り
井
削
天
ラ

回転ナデ 回転ナデ 良好
暗灰色

砂粒少 57--1

須恵器
蓋

13.2 へ転回
り
井
削
天
ラ

回転ナデ 回転ナデ 良好暗
緑灰色

砂粒や
や多

57--2

須恵器
蓋

13.4 3.2 天丼回転へ
ラ削り

回転ナデ 回転ナデ 良好
青灰色

砂粒や
や多

57--4

須恵器
蓋

13.3 天丼回転へ

ラ削り
回転ナデ 回転ナデ 好

色
良
灰

砂粒少 57--3

須恵器
不

12.0 6。 4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 良好
赤灰色

砂粒や
や多

57--5

須恵器
不

13.0 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通暗
灰褐色

砂粒や
や多

57--6

須恵器
不

13.4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通淡
赤灰色

砂粒少 底部亀
裂
57--7

器
付
恵
台
須
高
不

12.3 高台径
8.4

回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 良好
青灰色

砂粒少 57--9
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363.400

粘性強くφ5mm～ l cmの石が3%混 じる黒褐色土(10Y R2/1)
明黄褐色土灰褐色土が混じりφ4～ 5 cmの石 2%、 φO.5～
l cmの石 5%、 φ2～ 3 mmの石10%が混じる灰緑色土
(7GY6/1)
黄橙色土が7%混 じる灰褐色土 (10Y R6/1)

抒

1                2

109

第74図 W9区 S D31
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第 11節 W9区 の遺構と遺物

器
付
恵
台
須
高
不

1214 径
７
台
８
．

昔同 回転糸切後
回転ヘラ削

回転ナデ 回転ナデ
底内ヘラ磨

良好
黒灰色

砂粒少 57--10

器
付
恵
台
須
一局
不

12.5 高台径
8.6

4。 0 後
削
切
ラ
糸

へ

転
辺
回
周

回転ナデ 回転ナデ 良好
暗灰色

砂粒や
や多

57--11

器
付
恵
台
須
高
不

12.2 径
６
台
８
．

昔同 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 良好
青灰色

砂粒少 高
脚
部
内
底
台
痕

57--8

器
付
恵
台
須
高
不

15.3 高台径
13.0

3.9 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 良好暗
青灰色

砂粒少 底内面
軽い渦
巻状凹
凸

57--12

須恵器
高台付
椀

15。 0 高台径
9.6
5.4 回転糸切後
回転ヘラ削

回転ナデ 回転ナデ
色
好
灰
良
黒

砂粒少 体音Sの
一音6に
自然釉

57--13

14 黒色土
器不

12.8 右回転糸切
り

回転ナデ 放射状ヘラ
磨き

良好
淡褐色

砂粒や
や多

57--14

黒色土
器不

13。 9 7.4 被熱 被熱 粗いヘラ磨
き

普通淡
赤褐色

砂粒少 57--16

黒色土
器不

13.2 5.2 右回転糸切
り

回転ナデ ヘラ磨き 良好
淡褐色

や砂
多
細
や

57--15

須恵器
不

14.2 3.8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 軟
淡黄色

砂粒少

黒色土
器椀

16.0 5。 7 ヘラ削り 回転ナデ
下端ヘラ削

ヘラ磨き 良好
淡橙色
砂粒や
や多

底面へ

ラ記号
「升」

57--17

土色
椀
黒
器

16.4 6.8 5.4 ヘラ削り 回転ナデ 放射状ヘラ
磨き

軟
淡桃色

良 57--18

須恵器
蓋

15.8 3.9 天丼回転ヘ

ラ削り
回転ナデ 回転ナデ 普通

緑灰色
砂粒多 墨耕

童
日回

58--1

須恵器
不

(13.2) 6.5 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒少 外
書榔醒開

59--15

器
付
恵
台
須
高
不

12.6 後
削
切
ラ
糸

ヘ

転
辺
回
周

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒や
や多

体部外
面墨書
「七」

59--14

器
付
恵
台
須
高
不

14.7 10.9 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 良好
暗灰色

砂粒や
や多

体部外
面墨書
「西」

59--16

27 須恵器
不

11.9 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗灰色

や粒
多
砂
や

底面墨
圭

「木」

58--3

須恵器
不

12.6 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒や
や多

底面墨
童

「木」

58-4

須恵器
不

12.7 3.8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 良好
青灰色
砂粒や
や多

底面墨
童

「今」

58--2

器古
心
須
不

(12.8) 5。 7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰
砂粒や
や多

底面墨
圭

「木」

59--6

器古
心
須
不

(13.1) 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通暗
緑灰色

砂粒少 墨面
Ｐ
底
書

須恵器
不

(13.2) 3.5 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 好
色
良
灰

砂粒や
や多

底面墨
圭

「木」

59--5

須恵器
不

(13.4) 3.7 回転糸切 り 回転ナデ 回転ナデ 普通
緑灰色

砂粒少 底面墨
圭

「西」

59--9

34 器
付
恵
台
須
高
不

(12.2) 後
削
切
ラ
糸

へ

転
辺
回
周

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗灰色

砂粒や
や多

墨
　
つ
。

師
童
日岡
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

器
付
恵
台
須
高
不

12.3 高台径
9.5

回転糸切後
周辺ヘラ削

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗緑色

砂粒や
や多

墨師
圭
日因

58-5

土師器
高台付
不

12.5

辞８。７
回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒少 底面墨
圭

「西」

58--6

39号溝 (S D39、 第76図、図版17-10059-17)

1区中程のWD8 0 9 014区で検出された。上述のS D31と 43mの距離をおいて平行に走る溝で、幅は

1.7～ 3。 3m、 長さ9.9m分 を確認した。確認面からの深さは、北側約3.9m分が10cmと 浅いのに対tて、そ
の南惧Iでは底面が 2段に下がり、最も深い部分で40cmと なっている。埋土は、青色土の単層である。出土

遺物は、図示した口唇の退化 した須恵器蓋 (102)の ほかt土師器1940g、 須恵器1300g、 弥生土器
140g、 黒色土器80gな どである。 S D31と 同様掘立柱建物群を区画する 8世紀中葉～後葉の溝と思われ

第49表  S D39出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
蓋

(14.1) 天丼回転ヘ

ラ削り
回転ナデ 回転ナデ 普通

明灰色
砂粒や
や多

363.800 -q

橙色土が7%混 じり礫
青色土 (5BGl.7/1)

0

(φ l-2 cm)2%と 砂 3%を 含む
粘性なく、しまり良

第76図  W9区 S D39
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第 11節 W9区 の遺構 と遺物

るが、黒色土器がほとんど見られず、 S D31ほ ど長 く存続しなかったようである。

28号土坑 (S K28、 第77図、図版54-11)

2区南東部のⅥⅡU 12区で検出された。 S B10を 切るが、 S D06に切られ、調査区外にかかっており、全

形は不明である。 1辺 1.6m以上の三角形状で深さ40cmの 落ち込みの底面が、直径70cm、 深さ35cmさ らに

落ち込んでおり、確認面からの深さは75cm、 埋土は黒褐色土の単層である。出土遺物は図示した丸底の土

師器不(1)のほか、土師器380g、 須恵器420gでぁる。古墳時代後期、 6世紀後半頃の土坑である。

第50表  S K28出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

10.1 4.5 才旨才甲さえ オ旨才甲さえ 横ナデ 良好明
赤褐色

細砂多 内面巻
上痕

54--11

564号土坑 (S K564、 第77図、図版54-13)

3区第 2検出面南西部のⅥⅡM13 0 18区 で検出された。 S K605に 切 られるが、長径 170cm、 短径 140cmの

楕円形である。断面逆台形で、確認面からの深さは35cm、 埋土は黒色土の単層である。出土遺物は、図示

した土師器不 (1)ほか、土師器250g.須 恵器100g.黒 色土器20gな どである。10世紀中葉頃の土坑であ

る。

第51表  S K564出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

10.9 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 良好
明褐色

砂粒や
や多

底内面
渦巻状
凹凸

54--13

480号土坑 (S K480、 第77図、図版53-3～ 6)

1区南西端のWH409区 で検出された。直径 180cmで、確認面からの深さは40cm、 底は平らである。

埋土は黒色土の単層である。出土遺物は、図示 した赤彩される弥生土器甕 (1～ 3)・ 無頸壺 (405)の

ほか、弥生土器2110gと 多い。弥生時代後期の土坑である。

第52表  S K480出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

16.9 6.0 19。 0 ヘラ削り 横ナデ 横ナデ 普通
淡褐色

砂粒少 口縁小
7L l対
53--3

弥生
甕

(14.6) 17.8 ヘラ削り ヘラ削り ヘラ磨き 良好淡
茶褐色

砂粒少 口縁小
子Ll対
53--6

弥生
甕

19.5 現高
13.0

ヘラ削り ヘラ磨き ヘラ磨き 普通淡
茶褐色

細砂少 口縁小
子L2対
53--5

弥生
亜

10.4 ヘラ削り ヘラ磨き ヘラ磨き 良好
淡褐色

砂粒少 底内面
炭化物
付着

弥生
亜

ヘラ削り ヘラ削り ヘラ磨き 良好
淡褐色

砂粒少 外面～
口縁内
面赤彩

53--4

201号土坑 (S K201、 第77図、図版54-12)

2区中央部北東寄りのⅥⅡQ 12区で検出された。長径50cm、 短径35cmの楕円形で、確認面からの深さは 7

cm、 底は平らである。埋土は黒色土の単層である。出土遺物は、図示した須恵器蓋(1)のみである。 8世紀
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

褐色粘質土、褐色土、礫含み、黒褐色砂質上が
混じる黒色土 (loY R2/1)

364.500 a

:::i:。 ::・ :::::ン

第77図 W9区 S K28 0 480 0 201 0 564
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第 11節 W9区 の遺構と遺物

代の土坑である。

第53表  S K201出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
蓋

天丼回転へ

ラ削り
回転ナデ 回転ナデ 軟・淡

黄褐色
砂粒少 内面渦

巻状凹
凸

54--12

576号土坑 (S K576、 第78図、図版54-14)

3区第 2検出面南東のⅥⅡ13区で検出された。長径 190cm、 短径90cmの不整形で、確認面からの深さは南

半部がやや深 くて15cm、 北半部が10cmである。埋土は黒色土の単層である。出土遺物は、図示した土師器

不(1)のほか、土師器250g.須 恵器100g・ 黒色土器20gな どである。10世紀中葉頃の土坑である。

第54表  S K576出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

5.4 3.4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナテ 良好明
橙褐色

砂粒や
や多

底部内
面渦巻
状凹凸

54--14

704号土坑 (S K704、 第78図、図版18-7)

1区南西部のWD16区で検出された。底辺140cm、 高さ80cmの 台形状で、確認面からの深さは20cm、 底

は平らで広い。埋土は黒褐色砂質土の単層である。出土遺物は、図示した赤彩された弥生土器壺(1)・ 高不

第55表  S K704出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

弥生
霊

現高
16.8

磨滅 横ナデ後一
部ハケロ

軟
灰褐色

砂粒や
や多

内外面
赤彩

弥生
高不

現高
12。 0

縦ヘラ削り 横ナデ 普通
灰褐色
砂粒や
や多

内外面
赤彩

363.600 -一                        ~

o                     4m
l l l l l

364.500

o                     10cm
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第2章 浅川扇状地遺跡群

9)の ほか弥生土器1180gと 須恵器 2gでぁる。弥生時代後期の土坑である。

1号性格不明遺構 (S X01、 第79図、図版18-5)

2区畑Y20 0 ⅥⅡU16区で検出された。 S K131 0 132に 切られ、南側は調査区外、東側は検出できず、全

形は不明であるが、 1辺 7m超の方形と思われる。壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは15cm、

埋土は黒色土の単層である。柱穴その他は検出されていない。出土遺物は、土師器1460g.弥生土器540
g・ 黒色土器220g.須 恵器180gと 多いが、幅があり時期は不明である。性格も不明である。

501号性格不明遺構 (S X501、 第79図 )

3区第 2検出面西端のⅥⅡM10 0 15区 で検出された。 S K631 0 636を 切 り、 S K624 0 625に 切られるが、

1辺3.5m超の方形と思われる。壁はやや緩 く、底面は平ら、確認面からの深さは10cm、 埋土は黒色土の

単層である。出土遺物はなく、時期・性格は不明である。

2号性格不明遺構 (S X02、 第79図、図版18-6010060-3)

1区北東部のWE2区 で検出された S K439に 切 られる。幅10～ 40cm、 深さ 5～ 20cmの 溝で2.8× 2。 6m

363.500-                      一

粘性ある黒色土 しまり良 (10Y R2/1)
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第11節 W9区の遺構と遺物

の長方形部分 を囲った遺構で、全体で3.3× 3.Omの長方形である。出土遺物は、図示 した底面が回転ヘラ

削 りされる須恵器不のほか、須恵器400g.土師器100gである。 8世紀前葉のものと思われるが、性格は

不明である。

第56表  S X02出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体音6内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
不

12.7 4.4 回転ヘラ削
り

回転ナデ下
端回転ヘラ

回転ナデ 普通
灰褐色

砂粒少 60--3

1号竪穴住居跡 (S B01、 第80図、図版15-405054-2～ 5)

き電所地点北区第 1検出面のⅥⅡ R 18区 で検出された。調査できたのは、方形の住居跡の南東角部分のみ

である。埋土と地山の差がほとんどなく壁ははっきりしないが、遺物や炭化物の分布・カマ ドの火床レベ

ルで推定した床面までの確認面からの深さは20cmである。埋土は 2層 に分かれるが、下層が粘質な以外は

大差ない。東壁の角から1。 2mの ところに直径30cmの 半円形の火床があり、両側に袖または芯材であった

と思われる20cmの角礫が出土しており、この部分にカマ ドがあったと思われる。出土遺物は、図示した土

師器不 (102)・ 椀 に)・ 底部内面を蕨手状にヘラミガキする黒色土器椀(3)の ほか、土師器1570g.黒色

土器600gでぁる。10世紀中葉頃の竪穴住居跡と思われる。

第57表  S B01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

11.6 5.5 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 良好明
茶褐色

砂粒や
や多

54--2

土師器
不

11.8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
黒褐色

砂粒や
や多

54--3

土色
椀
黒
器

12.0 高台径
6.4

回転ナデ 回転ナデ ヘラ磨き 通
色
普
褐

砂粒や
や多

蕨手状
ヘラ磨
5本

54-4

土師器
椀

(13." 現高
5。 2

右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通暗
赤褐色

砂粒少

3号竪穴住居跡 (S B03、 第80図 )

き電所地点北区第 1検出面のⅥⅡR18 0 23区 で検出された。北西角の極一部の検出で規模は不明である

が、壁はやや傾 くものの、掘 り込みは約30cmと 深く、埋土が S B01と 類似しているため、竪穴住居跡とし

た。出土遺物は、土師器70g.須恵器50gのみで細片のため図示できなかった。時期は不明である。

8号竪穴住居跡 (S B08、 第80図、図版15-8054-708)

き電所地点南区第 2検出面南東隅のⅥIIW 8 0 13区 で検出された。カマ ドと土器の出土による検出で、湧

水と軟弱な地盤のため、プランは所々はっきりしないが、 1辺 3。 4mの方形と思われる。壁はほとんど残

っておらず確認面からの深さは 5 cmである。西壁際中央よりやや南に直径30cmの焼土があり、周辺が20cm

ほどの石が出土しており、この部分がカマ ドだったと思われる。出土遺物は図示した須恵器高台付不 (1

第58表  S B08出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
不

13.1 高台径
9.6

回転糸切後
周辺ヘラ削

回転ナデ 回転ナデ 良好
黒灰色

砂粒や
や多

54--8

須恵器
不

12.3

辞８．３
後
削
切
ラ
糸

へ

転
辺
回
周

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒多 54--7
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第11節 W9区の遺構と遺物

・ 2)のほか、土師器1150g.須恵器30gでぁる。 8世紀後葉頃の竪穴住居跡と思われる。

9号竪穴住居跡 (S B09、 第80図 )

き電所地点南区第 3検出面南東部のⅥⅡW 8区で検出された。西角付近のみの調査で、方形 と思われる

が、規模は不明である。壁は急角度で立ち上が り、確認面からの深さは15cm、 埋土は黒色シル トの単層で

ある。焼土・灰・炭化物等が出土したが、湧水によって流失 した。出土遺物は、土師器100g.須恵器40
gのみで、細片のため図示できなかった。 9世紀頃の竪穴住居跡と思われる。

4号竪穴住居跡 (S B04、 第80図、図版15-6)

き電所地点北区第 2検出面のⅥⅡR23区で検出された。南西角付近のみの調査で、方形 と思われるが規模

は不明である。壁は急角度で立ち上が り、確認面からの深さは30cm、 埋土は黒色シル トの単層である。出

土遺物は、土師器120g.黒色土器100g.須 恵器55gでぁるが、いずれも細片のため図示できなかった。

9世紀頃の竪穴住居跡と思われる。

5号竪穴住居跡 (S B05、 第80図、図版15-7)

き電所地′点南区第 1検出面のⅥⅡR220230 W2 0 3区で検出された。炭層の分布により検出され、プラ

ンは不確定だが 1辺4.9mの方形と思われる。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは10cmであ

る。出土遺物は、土師器2170g.須恵器360g.黒色土器180g.灰釉陶器20gな どであるが、ガヽ片のため

図示できなかった。 9世紀頃の竪穴住居跡と思われる。

1号溝 (S D01、 第81図 )

き電所地′点南区北東部のⅥIIW 3区で検出された。幅90cm、 確認面からの深さ30cmの溝で、 くの字形に曲

がる長さ3.6m分 を検出した。壁は垂直に近 く底は平らな断面方形で、埋土は黒色シル トの単層である。

出土遺物は土師器200gのみで、小片のため図示できなかった。時期は不明である。

2号溝 (S D02、 第81図 )

き電所地′点南区第 3検出面北部のⅥⅡR220 W 2区 で検出された。 S D03を切る。幅20～ 50cm、 確認面か

らの深さ10cmの東西に蛇行しながら走る溝で、長さ10.8m分を検出した。底は丸 く、埋土は黒色シル トの

単層である。出土遺物はなく、時期は不明である。

3号溝 (S D03、 第81図 )

き電所地点南区第 3検出面北部のⅥⅡW 2区で検出された。 S D02に切られる。幅50～ 130m、 確認面か

らの深さ25cmの溝で、長さ4.4m分 を検出した。底は丸 く、埋土は黒色シル トの単層である。出土遺物は

須恵器40gのみで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

20号土坑 (S K20、 第81図、図版54-10)

き電所地点南区第 2検出面北端のⅥⅡR230 W 3区 で検出された。3.0× 1.8m程度の楕円形と思われ、確

認面からの深さは20cmで、壁は緩 く底は平らである。埋土は 5層 に分かれるが、レンズ状の堆積である。

出土遺物は、図示した黒色土器不(1)のほか、土師器120g.須恵器20gでぁる。 9世紀中葉頃と思われる。
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第 11節 W9区 の遺構と遺物

第59表  S K20出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

黒色土
器不

13.1 右回転糸切
り

回転ナデ 放射状ヘラ
磨き

普通赤
褐色

細砂多 54--10

16号土坑 (S K16、 第81図 )

き電所地点南区第 1検出面中程のⅥⅡW 2区で検出された。直径130cmの 円形で、確認面からの深さは40

cmである。壁は急で、底は平らであるが中央が丸 くくぼむ。埋土は黒色シル トの単層で、表面には10～ 20

cmの礫が集中していた。出土遺物は、土師器120g.須恵器20gでぁるが、細片のため図示できなかった。

時期は不明である。

31号土坑 (S K31、 第81図 )

き電所地点南区第 2検出面西端のⅥⅡW l区で検出された。120× 80cm程度の楕円形と思われ、確認面か

らの深さは10cmである。底は平らで広い。埋土は不明である。表面に土器片が散っており、焼土も見られ

たが、カマ ドと言えるほどではなかった。出土遺物は、土師器1800g.須恵器1500gと 多いが接合せず、

小片のため図示できなかった。土器廃棄土坑と思われる。

30号土坑 (S K30、 第81図 )

き電所地′点北区第 1検出面のⅥⅡ R 18区 で検出された。東側の壁 0底面とも検出しづらくはっきりしない

が、長径3.Om、 短径0。 8mの長円形で、確認面からの深さは30cm、 壁は急で底は平らと思われる。埋土は

2層に分かれ、下層はほとんど地山と区別できない。中央西側に礫が多いが、積んだというほどではな

い。出土遺物は土師器950g.須恵器750g.黒 色土器150gな どであるが小片のため図示できず、底面か

らは生骨の骨片も出土している。墓跡の可能性もある。

1号焼土跡 (S F01、 第82図 )

き電所地′点北区第 3検出面東部のⅥⅡ R 23区 で検出された。 S K14に切られる。直径65cm、 厚さ 5 cmの不

整形の焼土跡で、周囲にも焼土粒が混じっている。出土遺物は、土師器30gのみで、細片のため図示でき

なかった。時期は不明である。

1号墓跡 (S M01、 第82図、図版15-9054-15～ 18)

き電所地′点南区北部のⅥIIW 2区 で検出された。 1。 8× 0.8mの範囲に 2～ 15cmの礫が集積され、西端付近

第60表 S M01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

11。 9 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 好
色
良
橙

砂粒多 歪み顕
著

土師器
不

12.4 3.6 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
茶褐色

砂粒や
や多

54--15

黒色土
器不

14.5 5.6 4。 5 右回転糸切
り

回転ヘラ削
り

放射状ヘラ
磨き

良好
淡赤色

砂粒や
や多

54--17

黒色土
器椀

12.0

辞５．６
5.2 回転ナデ 回転ナデ 放射状ヘラ

磨き
普通淡
黄褐色

砂粒や
や多

54--16

黒色土
器椀

15.2 高台径
6.6

右回転糸切
り

回転ナデ ヘラ磨き 普通
淡赤色

砂粒少 54--18
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第 11節 W9区の遺構と遺物

で図示した 5個体を含む 7個体の土器と生骨の骨片、やや中央に近いところで歯が出土している。礫下で

掘 り込みは検出されなかった。出土遺物は図示した土師器不 (102)・ 黒色土器不 6)・ 高台付椀 (40

5)のほか、土師器320g.黒色土器260g.須 恵器120g.弥生土器140gでぁる。10世紀前葉の集石墓 と

思われる。

1号土器集積遺構 (S Q01、 第82図、図版15-10060-102)

北区第 1検出面のⅥⅡR 22区で検出された。大小の土師器椀が正位で重ねられ、さらに中に土器片が入る

という三つ重ねの状態で出土したが、周囲や底面で遺構は検出されず、単独の出土遺構とした。出土遺物

は図示した底部内外面のみ黒色処理された土師器椀(1)と 体部下端に付けられた高台が景J落した土師器椀9)

である。11世紀前葉頃のものと思われる。

第61表  S Q01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体音6内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
椀

11.4 高台径
5.9

5.5 糸切 り 回転ナデ 回転ナデ 良好
明褐色

細砂多 60--1

土師器
椀

17.0 5.5 回転ヘラ削
り

回転ヘラ削
り

回転ナデ後
一部ヘラ磨

良好明
茶褐色

細砂少 下
台
痕

部
高
離

体
端
剥

60--2

その他の出土遺物 (第83図、図版53-7054-9060-4～ 16)

W9区 は、遺構が検出しづらかったこともあって、遺構外からの出土遺物が非常に多い。口縁音6と 胴部

上半に櫛描波状文、頸部に簾状文を施す弥生土器甕 9)が 1区の493号土坑、底面が静止糸切 りで周辺手持

ちヘラ削りされる須恵器不に)が 2区の 4号溝で出土している。また、20は須恵器甕に 8世紀後葉頃の須恵

器蓋が溶着したもので、一般に流通したとは考えにくく、周辺の窯跡で拾ってきたものであろうか。21は

滑石片岩を磨いたもので、山形の口縁下に直径 l cmの 円孔が穿たれているもので、全形は不明である。22

023は縄文時代の打製石斧であるが、この時代の遺構は検出されていない。20～ 23はいずれもき電所地点

の遺構外から出土している。

第62表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

15.6 現高
16.5

櫛描羽状文
下半ナデ

ナ デ 普通
淡赤色

砂粒少 斑
所
黒
箇

53--1

弥生
甕

12.9 13.7 ヘラ削り 櫛描波状文
下縦ヘラ削

ヘラ磨き 良好
暗褐色

砂粒少 53--7

弥生
台付甕

径

。
０
台
７

現高
7.8
台内面ヘラ
削り

磨滅 磨滅 普通
赤褐色

砂粒多

須恵器
不

12。 6 10。 3 4.5 静止糸切後
手持ヘラ削

回転ナデ ヘラ磨き 軟
色
や
白
や
灰

砂粒や
や多

54--9

須恵器
不

13.2 4.4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒や
や多

土師器
不

2。 8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ やや軟
赤褐色

砂粒多 60-7

土師器
不

9.7 2。 8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 良好
赤褐色
砂粒多 54--15

土師器
不

10。 0 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
淡褐色
砂粒多 体部の

一―音6に
すす痕

60--8

土師器
不

11.4 3。 2 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
淡褐色

砂粒少 60--12
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第 11節 W9区 の遺構と遺物

土師器
不

11。 7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 良好
淡褐色

砂粒や
や多

60--4

土師器
不

11.8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通淡
赤褐色

砂粒少 60--6

土師器
不

11.8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 良好淡
茶褐色

砂粒少 60--5

土師器
不

11.9 4.4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
茶褐色

砂粒や
や多

60--13

土師器
不

12.1 5.7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 淡通
色
普
褐

砂粒や
や多

60--10

15 土師器
不

12.1 4.8 3.7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通淡
褐色

砂粒少

土師器
不

12.2 5。 2 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 白通
色
普
褐

砂粒や
や多

60-9

土師器
椀

14.7 高足径
8.2

5.3 糸切 り 回転ナデ 回転ナデ 軟暗赤
色

砂粒多 内外面
赤彩

60--15

黒色土
器椀

14.6 高台径
6.0

回転ナデ 回転ナデ 縦横ヘラ磨
き

普通肌
色

砂粒や
や多

土師器
鉢

14.1 ヘラ削り 上半横ナデ
下半ヘラ削

ヘラ磨き 普通茶
褐色

砂粒多 60--16
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第12節 W10A区の遺構と遺物

W10A区は長野市中越のW9-3区 の北東50mの ところであ
れ、溝 5条・土坑18基・井戸 2基・古墳時代前期の方形周溝墓 2

102号溝 (S D 102、 第85図、図版19-2)

調査区北東部のⅥⅡE190240 J 4区で検出された。 S D103を 切る。幅1.8mの南北に走る溝で、長さ

9.5m分が調査された。壁は急で底は平らな断面台形で、確認面からの深さは35cm、 埋土は 2層に分かれ

S D103

る。幅10m、 長さ50mに わたって調査さ

基が検出された (第 84図 )。

Lじ

」03

ノ③Rl相
S Klll

S K103

9

」
」04

|レ

Ｋ

６ O S K105
S Kl14

ね

I

Ⅱ

III

IV

IV′

V
VI

VII

VIII

IX

X
測

畑

366.000

黒褐色土

カクラン (表土)

暗灰色溶脱層 (水田層)
暗褐、灰黄褐色シルト層
灰色粘土質層

量2義量層   
蹴 哩

砂質を帯びる黒色土

_IV_

V_
X

一
I′
・

Ⅶ
Ⅷ

三I 「ヽ三

V
黄色オリーブ褐色の粗砂が主体の黒褐色土

暗オリーブ灰色シルト層
黒色砂礫層
黒褐色砂壌土

黒褐色土 (流路)

第 84図 W10A区 遺構配置図
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S D102

φ2～ 3 mmの小礫をまだらに含む黒色粘質土
(10Y R2/1)し まりあり
炭化物粒をまだらに含む砂混じりの黒色土
(10Y Rl.7/1)

S D105

第 12節 W10A区 の遺構 と遺物

363.800■     ■′

ー
砂混じりの黒色土 (loY Rl.7/1)

① √
疵謬 く /

364.000ユ  1  =

:に 縮 TttT類
はOY R17/D~≫

セ 7

3 小礫、φ3cm位の礫が多量に混入する黒色砂質土 (2.5Y2/1)

0                     4m
l l l l l

第85図  W10AttS D102 0 104・ 105
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る。出土遺物は、須恵器不 (1)・ 須恵器高台付不υ)のほか、弥生土器3300g.内耳鍋3000g.須恵器540g
・土師器60gな どと幅があるが、弥生土器は切り合うS D 103か らの混入と見られ、内耳土器の出土を重

視すれば16世紀の溝である。この場合、かつてJR信越本線内にあって現在は壊滅している中越居館の外
享『東側の堀の可能性がある。

第63表  S D 102出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
不

9.3 2.7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 軟・淡
灰褐色

細砂少 内
巻
凸

部
渦
凹

底
面
状

須恵器
不

13.5 高台径
9.9

3.7 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 好
色
良
灰

や粒
多
砂
や

104号溝 (S D 104、 第85図 )

調査区中程のⅥⅡJ 2 0 3 0 8区 で検出された。幅90cmの 北西―南東に走る溝で長さ3.3m分が調査され

た。底は丸 く、確認面からの深さは12cm、 埋土は黒色土の単層である。出土遺物は、弥生土器1700gでぁ

るが、小片のため図示できなかった。弥生時代後期の溝と思われる。

105号溝 (S D 105、 第85図、図版19-3061-10～ 12)

調査区中程のVⅢ J 2 0 3区 で検出された。 S Kl12 0 116に 切られる。幅1.5mの北西西―南東東に走る

溝で、長さ10.6m分を調査した。底はやや凹凸があるが丸 く、確認面からの深さは20cm、 埋土は 3層に分

かれる。出土遺物は、図示した内外面赤彩の土師器蓋(1)・ 東海系のS字口縁の土師器甕片υ)・ 北陸系の土

師器甕片 0)のほか土師器25.8kgで、さらに図示した石鏃も混入している。古墳時代前期の溝と思われる。

第64表  S D 105出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
蓋

8.2 3.2 ヘラ磨き ヘラ磨き ヘラ磨き 普通
灰褐色

砂粒少 内外面
赤彩

61--10

103号溝 (S D 103、 第86図、図版61-1～ 9012～ 14)

調査区中～北東部のⅥⅡE18 0 19 0 22～ 240J10206区 で検出された。 S D10201050 S E101・ 102
に切られる。幅2.9mの調査区北壁に沿って北東―南西に走る溝で、長さ36m分を調査した。壁は垂直に

近 く底は平らな断面方形で、確認面からの深さは50cm、 埋土は 3層 に分かれる。出土遺物は、図示した弥

生土器甕 (1)・ 壺υ)・ 鉢 (3～ 5)・ 高不 (607)な どのほか、弥生土器91g.須恵器470g.灰釉陶器60
gな どで、図示した石鏃 侶)・ 打製石斧 (9010)・ 凹石llllな ども混入している。弥生時代後期の溝と思わ

れる。

第65表  S D 103出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎土 備 考 図版番号

弥生
甕

(13.4) (5.0 12.3 ヘラ削り ヘラ磨き 横ナデ
色
好
褐
良
灰

砂粒少 外面～
口縁内
面赤彩

61--2

弥生
亜

12.2 現高
13.7

縦ハケロ 横ナデ 普通
淡褐色

砂粒少 黒斑
所々小
子L2対

61--1
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調
査
区
外

3【シ生。(】〕0・ 1■
′

3   2

1 小礫・炭・暗灰色の砂を含む
黒色砂質土 (loY Rl.7/1)
2 灰色の細砂を多く混入する

3 fittfm量財生

9

5 cm

第86図  W10A ttS D 103
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

弥生
鉢

10.2 4.8 10.1 ヘラ削り )\, E 横ナデ
ー音6ハケロ

良好
肌色

砂粒や
や多

61--3

弥生
鉢

11.6 6。 3 網代 ヘラ磨き ヘラ磨き 軟
色
や
白
や
灰

砂粒や
や多

片口 1
内外面
赤彩

61--5

弥生
鉢

15.1 6.4 ヘラ削り ヘラ磨き
デ
き
ナ
磨
面
ラ
内
へ
底

普通
灰褐色
砂粒や
や多

61--9

弥生
高不

現高
3.8
横ナデ 横ナデ 普通

灰褐色
細砂少 /J¶ L下

18・ 中
17・ 上
15

61--8

弥生
高不

22.6 14.3 14.0 脚内面横ナ
デ

磨滅・ヘラ
磨き P

磨滅・ヘラ
磨き P

やや軟
肌色

砂粒少 口唇三
角突起
4

61--4

101号墓跡 (S M101、 第87図、図版19-405062-304)

調査区南西端のⅥⅡ1100150200 J 6 011区で検出された。 S Kl17に 切られる。幅1.3～ 3.6m、 確認

面からの深さ25～ 60cmの溝に囲まれた 1辺14.8mの 方形と思われる力ヽ 周溝に囲まれた台状の部分からは

施設等は検出されていない。壁は急角度で立ち上がり、底は平らな断面逆台形で、埋土は最多 5層に分か

れるがレンズ状の堆積である。出土遺物は、図示した土師器壺 (1)・ 複合口縁の土師器壺 (203)のほ
か、土師器3520g.須恵器130gな どである。古墳時代前期の方形周溝墓と思われる。

第66表  S M101出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
亜

(19.0) 現高
25.8

)\, H 頸部ヘラ削
体部横ナデ

普通
淡褐色

砂粒少 内面巻
上痕
62-8

土師器
霊

14。 3 現高
16.7

ハケ調整後
ヘラ磨き

横ナデ 普通
赤灰色
砂粒や
や多

外面～
口縁内
面赤彩

62-3

土師器
霊

13.9 現高
19.5

ハケ調整後
ヘラ磨き

ハケ調整後
ナデ

普通
淡褐色

砂粒少 内外面
赤彩
62--4

110号土坑 (S Kl10、 第87図、図版19-6062-102)

調査区中程のⅥⅡJ 2区で検出された。 S D105を切る。一部に出っ張りを持つ直径1.4mの 円形で、確認

面からの深さは60cmである。底はやや尖 り気味で埋土は 2層に分かれる。出土遺物は、図示した口縁に小

孔 2対が穿たれる外面赤彩の弥生土器 ミニチュア(1)・ 内外面赤彩の高不9)な どのほか弥生土器6200gでぁ

る。弥生時代後期の土坑である。

第67表  S Kl10出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

弥生
霊

才旨才甲さえ オ旨才甲さえ 横ナデ 普通
淡褐色

砂粒少 口唇小
子L2対
62--2

生
不
弥
高

20.7 脚径
13。 9

16.8 横ハケロ ヘラ磨き ヘラ磨き 普通
淡褐色

砂粒少 三角透
かし4
62--1

101号井戸 (S E 101、 第88図 )

調査区北部のⅥⅡE22 0 23・ J2区で検出された。 S D103を切る。直径1.4mの 円形で、確認面からの深
さは30cm、 底に平石を敷き周りに石を積み上げている。積み石の内径は70cm、 底はやや丸 く、埋土は黒色

土の単層である。出土遺物は、土師器220g.須恵器200g.弥生土器100gな どであるが、いずれも混入
と思われ、小片のため図示できなかった。構造からは、 S D 102と 同時期頃の井戸と思われる。
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364。 400 ■

364.000 ! b'

-Z
1 礫混じりの黒色土 (10Y R2/1)
2 黒褐色 (10Y R3/1)の 粗砂
3 礫混じりの粘りのある黒色土 (10Y Rl.7/1)
4 黄褐色 (10Y R2/1)石 混じりの黒色粗砂
5 黒褐色土 (10Y R2/1)
0                          0m

S Kl10

364.000■        ■
′

炭が散在するために黒色化が著しい

小礫を含む黒色 (10Y Rl.7/1)粘 質土

径 2 mm位 と4 cm位の礫を含む黒色粘土層

(10Y R2/1)下 部で若干砂質

W10A ttS M101・ S Kl10
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102号井戸 (S E 102、 第88図 )

調査区北東部のⅥⅡE230 J 3区で検出された。 S D 103と S K103を 切 るが、 S K103と は一体のものと

考えられる。長径2.2m・ 短径 1。 7mの楕円形で、確認面からの深さは100cmである。壁は急角度で立ち上

が り底は平 らな断面逆台形で、埋土は黄灰色土の単層で、 S K103と 同様大小の礫が多量に混じっている。

出土遺物は、土師器240g.須恵器200g.弥生土器100gな どであるが、いずれも混入と思われ、小片の

ため図示できなかった。構造からは、 S E101と 同時期の井戸と思われる。

その他の出土遺物 (第88～ 90図・図版62-5～ 709077-5078-102)

W10A区は、 S D102～ 105溝から多量の土器が出土しているが、その他の遺構からの出土遺物は少な

く、遺構外で弥生土器146.3kg・ 土師器20.Okg・ 須恵器7.8kgな どが出土している。特に S D102と SE
102の間には図示した須恵器不 (40507)な どが集中して出土した。ほかはV層出土で、出土位置は不
明であるが、この周辺と思われる。墨書土器は、W9区 と同様主に須恵器であるが、「土」00・「田 P」 OD
などW9区 とは異なる字が書かれ、灰釉陶器侶)に書かれているものもある。灰釉陶器に書かれている字は

S E102

363.800 a

｀ 2

0 10cm

第88図  W10AttS E1010 S E102

ヽ
０
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第89図 W10A区 その他の出土遺物(1)
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「及」と読めるが偏がついて更級郡の「級」などになることも考えられる。ただし本調査区は更級郡内で

はなく、水内郡内にある。そのほか、図示した千枚質黒色粘板岩製の打製石斧や安山岩製の凹石が、石器

が出土したS D103 0 105に 近いJ20308区 辺りで出土しているが、管玉は出土地点不明である。
第68表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

(11.9) 手持ちヘラ
削り

横ナデ 底
き
・
磨
デ
ラ
ナ

ヘ

横
内

良好淡
茶褐色

砂粒や
や多

須恵器
蓋

(14.2) 天丼回転へ

ラ削り
回転ナデ 回転ナデ

色
通
灰
並
日
里
小

砂粒少

須恵器
不

(13.4) (8。 0) 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ
色
好
灰
良
暗

砂粒や
や多

須恵器
不

13.4 高台径
9.5

回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 好
色
良
灰

砂粒や
や多

一部に
自然釉
62-7

須恵器
不

(11.8) 7.0 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 好
色
良
灰

砂粒や
や多

底内面
軽い渦
巻状凹
凸

62--5

須恵器
不

13。 0 右回転糸切
り

後
削
デ
ラ
ナ

ヘ

転
転
回
回

回転ナデ やや軟
黄褐色

砂粒少 62--6

須恵器
不

(12.1) 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 軟
灰白色

砂粒少 底部内
面炭化
物付着

陶釉
椀
灰
器

(15.0) ヘラ削り 回転ナデ 回転ナデ 良好
灰白色

砂粒少

嚇書囲
62--9

土師器
不

(8.7) (5.2) 3。 4 手持ちヘラ
肖jり

横ヘラ削り 横ヘラ削り 普通
淡桃色

砂粒や
や多

内面黒
色処理
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第13節 W10B区の遺構と遺物

W10B区は長野市中越のW10A区の北東40mの ところである。幅12m、 長さ35mに わたって 3面 と幅11

m、 長さ15mにわたって 1面調査され、竪穴住居跡 7軒・掘立柱建物跡 1棟・溝15条・土坑176基等が検

出された (第 91図 )。

2号竪穴住居跡 (S B02、 第92図、図版20-3)

第 3検出面南西端のⅨA4区で検出された。 S B01を 切 り、 1辺 3。 3mの方形と思われる。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、確認面からの深さは10cm、 埋土は黒褐色シル トの単層である。長径40cmの楕円形で、底

に柱のめりこみが見られて深さ30～ 35cmの P102が 主柱穴と見られ、ほかに直径30cmの P3も ある。出
土遺物は、弥生土器260gで、小片のため図示できなかった。弥生時代後期の竪穴住居跡と思われる。

1号竪穴住居跡 (S B01、 第92図、図版20-2063-102)

第 3検出面南西端のⅨA405区 で検出された。 S B02に 切られるが、 1辺3.9mの方形と思われる。
壁はほぼ垂直に立ち上がり、確認面からの深さは10cm、 埋土は暗褐色砂質土の単層である。柱穴等は検出

されていない。出土遺物は、図示した櫛描波状文が施された弥生土器甕 (1)・ 天丼が抜けている蓋 9)のほ

か、弥生土器1780gでぁる。弥生時代後期でS B02に 若干先行する竪穴住居跡と思われる。

第69表  S B01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

(12.9) ナ デ 櫛描波状文
下半ヘラ削

横ナデ 普通暗
灰褐色

細砂少 63--2

弥生
蓋

12.0 錘径
5.0

ナ デ ナ デ ナ デ 普通
淡褐色

砂粒少 二
心
黒

面
同
状

内
重
円
斑

63-- 1

3号竪穴住居跡 (S B03、 第92図、図版20-4063-3～ 7)

第 3検出面西部のⅥU24025区 で検出された。 S B04005を切 り、 S K233等 に切られるが、 1辺4.3m

の方形と思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、確認面からの深さは30cm、 埋土は上下 2層 に分かれる。

床面には直径15～ 45cmの 中小の柱穴が見られるが、主柱穴と思われるものはない。出土遺物は、図示した

櫛描波状文・櫛描文が密に施された弥生土器甕(1)・ 同じく疎らに施された甕 (405)・ 赤彩された壺 (2
06)・ 同鉢(3)な どのほか、弥生土器7350gでぁる。弥生時代後期の竪穴住居跡と思われる。

第70表  S B02出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

(16。 0) 4.6 18.2 ヘラ削り 櫛描波状文
下半ヘラ削

ナ デ 普通
灰褐色

砂粒少 63--5

弥生
霊

16.8 5.2 15.0 ヘラ削り 上半ナデ
下半ヘラ削

横ナデ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

外面～
口縁内
面赤彩

63--4

弥生
鉢

16。 8 ヘラ削り 横ナデ 横ナデ やや軟
黄褐色

砂粒や
や多

内外面
赤彩
63--3

弥生
甕

15.4 現高
14.5

櫛描波状文 削
磨
ラ

ラ
ヘ
　
ヘ

半
半
上
下

普通暗
灰褐色

砂粒少 63--6
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0           50m

第 1検出面

第 3検出面

I 表土
Ⅱ 黄灰色砂質土
Ⅲl黒褐色砂質土 (やや赤い)
Ⅲ2黒褐色砂質土
Ⅳ 灰色砂質土

第91図  W10B区 遺構配置図
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第 13節 W10B区 の遺構 と遺物
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l cm以下の礫をわずかに含む暗褐色砂質土粘性なし しまり中
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1 粘性は高いがしまりは比較的少ない黒色シル ト質土
2 黄褐色土のブロックを含む 粘性はあるがしまりは少ない
黒灰色シル ト質土

0                     4m
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第 13節 W10B区 の遺構 と遺物

弥生
甕

20.9 現高
21.3

櫛描波状文 口縁ナデ
月同音Ь横ハケ

普通暗
灰褐色

砂粒少 内面下
半炭化
物付着

63-7

弥生
亜

(21.6) 現高
24.6

横ナデ 横ハケ後
ヘラ磨き

普通
淡褐色

砂粒少

4号竪穴住居跡 (S B04、 第93図、図版20-6)

第 3検出面西部のⅥU25区で検出された。 S B03に 切られるが、 1辺3.5m程度の方形と思われる。壁

は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは30cm、 埋土は黒色土の単層である。直径25～ 50cmの 中小の柱

穴が検出されているが、南東隅と南西隅の各 1個が主柱穴と思われ、他は位置が悪い。床面中央には直径

45cmの炉があり、横に長さ20cmの炉石が置かれていた。出土遺物は図示した赤彩された弥生土器高不 (1

02)のほか、弥生土器2820gでぁる。弥生時代後期の竪穴住居跡と思われる。

第71表  S B04出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
高不

(20.3) 現高
5.4

縦ハケロ 横ヘラ磨き 普通
淡褐色

砂粒少 口唇突
起

弥生
高不

脚径
(17.1)

現高
12.2
脚内面
軽い横ハケ

ナ デ 普通
淡褐色

砂粒少 三角形
透かし
3

6号竪穴住居跡 (S B06、 第93図、図版20-7063-8)

第 3検出面北西部のⅥV12013018区 で検出された。 S B07を 切 り、 S D320 S Q01に 切られるが、

6。 2× 4.8mの隅丸長方形である。壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは40cm、 床は貼り床で堅 く

締まり、埋土は黒色土の単層である。直径25～ 30cm、 深さ20～ 50cmの P20307と P6の北東部が主柱

穴でPlと P6の南西部が補助柱穴であると考えられる。 P2と P3の中間には直径40cm、 深さ 5 cmの炉

がある。出土遺物は、図示した外面赤彩され頸部に列点文や櫛描波状文の付された弥生土器壺 (103)

・内外面赤彩された高不け)のほか弥生土器900gである。弥生時代後期初頭の竪穴住居跡と思われる。

第72表  S B06出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
亜

14.5 現高
24。 9

ハケ調整後
縦ヘラ削り

横ハケロ 普通
赤褐色
砂粒や
や多

頸音阪J
点文外
面赤彩

生
不
弥
高

12.6 脚径
8.6

脚内面ナデ 不部ナデ
脚部ヘラ削

ナ デ 通
色
普
褐

砂粒や
や多

内外面
赤彩
63--8

弥生
霊

現高
23。 7

ハケ調整後
縦ヘラ磨き

横ハケロ 普通
淡褐色

砂粒少 頸部櫛
描波外
面赤彩

7号竪穴住居跡 (S B07、 第93図、図版20-7)

第 3検出面北東部のⅥV12区で検出された。S B06に切られ、大部分が調査区外のため、全形は不明で

あるが、楕円形と思われる。上部を削平されて壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは 3 cm、 埋

土は黒色土の単層である。床は貼り床で堅く、幅15cm、 深さ10cmの壁溝が調査範囲では全周している。直

径15cm～長径40cmの 中小の柱穴が見られるが、どれが本遺構に伴うものか明らかではない。出土遺物は、

弥生土器20gのみで細片のため図示できなかった。時期は不明である。
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第 13節 W10B区の遺構と遺物

1号甕棺 (S M01、 第94図、図版64-102)

駄目押し時に調査区北東隅のⅥV8区で検出された。櫛描波状文が施された弥生土器甕9)を 身に、外面

赤彩された壺(1)の下半部を蓋にした甕棺である。掘 り方は検出されず、頸部をやや高くして寝かせた状態

で出土した。周辺からは10～ 15cm程度の礫が出土しているが、本甕棺との関係は不明である。弥生時代後

期の甕棺である。

第73表  S M01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

月台土 備 考 図版番号

弥生
霊

7.0 18.8 ヘラ削り 磨
削
ラ

ラ
ヘ
　
ヘ

半
半
上
下

横ナデ
色
通
褐
普
灰

砂粒少 内面の
一部輪
積痕

64--1

弥生
甕

27.9 10。 9 40。 6 磨滅 磨滅 横ナデ後粗
いヘラ磨き

普通
茶褐色

砂粒や
や多

64-2

364.500 a

2

砂混じり黒褐色粘質土 斑鉄あり
褐色砂質土 しまり良

ヽ

◎

ヽ
γ

SMl

第94図  W10B ttS M01
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

1号土器集中区 (S Q01、 第95096図、図版20-8～ 10064-3～ 7065-1～ 3)

第 3検出面北東部のⅥV12013018区 で検出された。 S B06を切 り、 S D32に切られる。約 4m四方の

不整形の深さ 3～ 10cmの落ち込みに、完形土器を含む多数の土器がまとまって出土したものである。出土

遺物は図示 した赤彩された弥生土器鉢 (102),赤彩され頸部に櫛描直線文やT字文が施された壺 (3
～5)・ 頸部に簾状文、口縁部から胴上半にかけて櫛描波状文が施された台付甕

“

)や甕仔)・ 赤彩された高

不 (8～ 10)・ 台付鉢αDな どのほか、弥生土器12.lkgである。弥生時代後期のものであるが、11の ように

特殊なものもあり、単なる土器捨て場とは言いがたい。

第74表  S Q01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

弥生
鉢

14.5 ヘラ削り ヘラ削り ヘラ磨き 普通
淡褐色

砂粒や
や多

内外面
赤彩
64--4

弥生
鉢

14.4 磨滅 磨滅・横ナ
デ
ド
P

磨滅・ヘラ
磨き P

淡
色
通
灰
普
赤

細砂や
や多

内外面
赤彩
64--5

弥生
霊

11.8 4.1 15.7 ナ デ 磨
削
ラ

ラ
ヘ
　
ヘ

半
半
上
下

横ハケロ 普通
淡褐色

細砂少 外面～
口縁内
面赤彩

64--6

弥生
霊

25。 9 6.3 37.6 磨滅 磨滅 磨滅 普通
淡褐色

砂粒少 外面～
口縁内
面赤彩

65--4

弥生
笠

34。 3 現高
12.5

横ナデ 横ヘラ磨き 普通
淡褐色

砂粒少 内外面
赤彩

甕
生
付
弥
台

17.6 8.7 26.2 脚部内面ナ
デ

櫛描波状文
下半ヘラ削

横ヘラ磨き 普通
暗褐色

砂粒少 64-7

弥生
甕

(22。 0) 37.3 磨滅 磨滅 磨滅 普通
茶褐色

砂粒少

弥生
高不

16。 2 脚径
(11.6)

13.5 磨滅・横ナ
デ
ド
P

横ナデ 横ヘラ磨き 普通
淡褐色

砂粒少 内外面
赤彩
65--2

生
不
弥
高

34.3 現高
12.5

横ナデ 横ヘラ磨き 普通
淡褐色

砂粒少 内外面
赤彩

弥生
高不

(25。 0) 脚径
25.4

25.4 ナ デ 横ナデ 横ナデ 普通
淡褐色

砂粒少 内外面
赤彩
65--3

弥生
台付鉢

35.9 現高
21.0

ナ デ ナ デ ナ デ 淡
色
通
褐
普
灰

砂粒少 小
三
透

部

・
形

脚
円
角
し

64--3

3号性格不明遺構 (S X03、 第97図、図版20-12013065-5066-1～ 4)

第 3検出面北東隅のⅥV13014区 で検出された。 S D32に切られる。直径 3mの範囲に礫が分布し、そ
の間に土器片が混じっている。 S Q01と 異なって土器 1個体分がまとまって出土せず、小片が多い。周辺

に礫混じりの層はなく、意図的にまとめたものである。出土遺物は、図示した弥生土器鉢 (10204)
・甑 0)・ 壺 (508 9)・ 甕 (607)な どのほか、弥生土器30。 7kgと 多いが、その割に接合できたもの
は少ない。箆描凹線や刺突文が施された鉢 (1)や櫛描羽状文が施された甕 (607)な ど弥生時代中期の遺
物がある一方、赤彩された壺 (50809)な ど弥生時代後期の遺物も日につき、長期間使用された土器
捨て場と思われる。

第75表  S X03出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
鉢

現高
8.7

横ナデ 横ナデ 普通暗
赤灰色

砂粒少 ・
凹
単

形
菱
８

山
割
線
位

弥生
鉢

10。 9 7.3 11.5 ヘラ削り 上半横ナデ
下端ヘラ削

横ナデ やや軟
淡褐色

砂粒少 66--4

一-144-一



第 13節 W10B区 の遺構 と遺物

0____.____―
T―――一¬

「

―――― T―――一¬
「

― ~~~~~一 ―――一――一――一――――一―一
三生

lCm

第95図  W10BttS Q01

--145-一

::i::::::::::::::Ij

01



第 2章 浅川扇状地遺跡群

Cm

第96図 W10BttS Q01出 土遺物

弥生
甑

16.0 磨滅 磨滅 磨滅 普通
茶褐色

砂粒少

弥生
鉢

(17.6) ナ デ 横ヘラ削り 横ナデ 普通淡
赤灰色

細砂少 内外面
赤彩

66--3

弥生
霊

17.3 30.7 ヘラ削り 上半横ナデ
下半ヘラ削

横ナデ 普通
淡橙色

砂粒少 ”
内
赤

面
縁
　
ｐ
・

外
口
面
彩

66--2

弥生
甕

19.7 5.8 23.3 ナ デ 上半羽状文
下半ヘラ削

横ナデ 淡
色
通
褐
普
黄

砂粒少 66--1

弥生
甕

19.3 7.4 24.4 ヘラ削り 上半羽状文
下半ヘラ削

横ナデ 良好
黒褐色

砂粒や
や多

弥生
亜

24.6 37.0 磨滅 磨滅 ナ デ やや軟
赤褐色

細砂や
や多

外面～
口縁内
面赤彩

65--5

弥生
亜

7.7 45.1 磨滅 磨滅 磨滅 普通
赤褐色

砂粒少 外面～
口縁内
面赤彩

2号溝 (S D02、 第98図、図版67-3～ 6)

第 2検出面南寄 りのⅥU24025・ V210Ⅸ A50Bl区 で検出された。 S K57等多数の土坑に切られ
る。最大幅3.lm、 確認面からの深さ20cmの 東西に曲がりながら走る溝で、長さ15.4m分が調査された。

底は平らであるが、東側の調査区境付近では中州状の高まりが見られる。埋土は黒色シル トの単層であ

る。出土遺物は、図示した内面黒色処理された土師器不(lX底面又は底面周辺を回転ヘラ削りする須恵器

不 (2～ 4)・ 高台付不 (506)・ 高台付椀仔)のほか須恵器3585g.土師器1320g.弥生土器1430gな ど

である。弥生土器は混入で、 8世紀中葉の溝と思われる。
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第 13節 W10B区 の遺構 と遺物
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第76表  S D02出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

(9.0) 現高
3.9

ヘラ削り 横ナデ 横ナデ 普通淡
赤褐色

や粒
多
砂
や

内面黒
色処理

須恵器
不

(13.8) (7.0) 回転ヘラ削
周辺回転ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色
砂粒や
や多

須恵器
不

(11.9) 右回転糸切
周辺回転ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒や
や多

須恵器
不

14.2 10。 7 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 軟
色
や
白
や
灰

砂粒少 底内面
一文字
ナデ

67--5

器
付
恵
台
須
高
不

(11.4) 9.4 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗灰色

砂粒少 67--3

器
付
恵
台
須
高
不

(13.4) 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒少 底部内
面鉄付
着

67--4

器
付
恵
台
須
高
椀

15.2 10。 2 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒少 67--6

8号溝 (S D08、 第98図、図版67-9～ 11)

第 2検出面東部のⅥV17022区で検出された。幅1.5m、 確認面からの深さ15cmの南北に走る溝で、長

さ4。 6m分が調査された。底は丸 く、埋土は 2層に分かれる。出土遺物は、図示した底面が回転糸切 りの

ままの須恵器不 (102)・ 高台付不0)・ 高台付椀に)のほか、須恵器720g.土師器460g.弥生土器130g
・黒色土器70gな どである。弥生土器は混入で、 8世紀後葉の溝と思われる。

第77表  S D08出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面 焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
不

13.1 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒や
や多

67--10

須恵器
不

13.3 3.8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒や
や多

内面鉄
付着
67--9

器
付
恵
台
須
高
不

16.5 高台径
12.4

4.4 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗灰色

砂粒や
や多

67--11

器
付
恵
台
須
高
椀

16.3 高台径
10.7

回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ やや軟
黒褐色

砂粒や
や多

67--12

その他の出土遺物 (第99～ 101図、図版67-20708012～ 15068-1～ 18)
W10B区では、前述のように多量の遺物が出土する竪穴住居跡や溝がある一方で、ほとんど出土しない

ものもあり、遺構により差が大きい。また、遺構外からの出土遺物 も多く、弥生土器35.5kg・ 土師器

41.5kg・ 須恵器92.2kg・ 黒色土器 10。 2kgのほか内耳土器や羽口が出土している。図示した土器は、須恵

器高台付椀(1)が S T01、 須恵器蓋9)が S X01、 黒色土器不0)・ 須恵器不に)・ 須恵器高台付椀151が S X020

弥生土器高不00が S Q01か ら出土している以外は遺構外出土で、 6～ 23が第 1検出面、24～ 39が第 2検出

面、41～ 46が トレンチ及び第 3検出面の出土である。第 1検出面が 8世紀中葉～ 9世紀前葉、第 2検出面

が 8世紀代、第 3検出面が弥生時代後期～古墳時代後期の生活面に対応していると思われる。また、石器

は穿孔がある用途不明品(1)が第 2検出面のⅥU20区で出土している以外は、出土地点・層位不明である。
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第 13節 W10B区 の遺構と遺物
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第 13節 W10B区 の遺構 と遺物

第78表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

器
付
恵
台
須
高
椀

15.1 現高
5.5
回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗灰色

砂粒少 墨
高
落

面
Ｐ
剥

側
書
台

須恵器
蓋

16.4 天丼回転へ

ラ削り
回転ナデ 回転ナデ 普通暗

青灰色
砂粒少 歪み顕

著

黒色土
器不

(12.7) 右回転糸切
り

回転ナデ 粗いヘラ磨
き

良好淡
黄褐色

砂粒少 67--14

須恵器
不

13.4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 軟・明
赤褐色

砂粒や
や多

67--13

器
付
恵
台
須
高
椀

14.6 径
７
台
９
．

昔同 後
削
切
ラ
糸

へ

転
辺
回
周

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色
細砂や
や多

67-15

内耳土
器

03.3) 37.0 18.4 回転ナデ 回転ナデ
色
通
褐
並
日
☆宋

や砂
多
細
や

外面被
熱

須恵器
蓋

(12.7) へ転回
り
井
削
天
ラ

回転ナデ 回転ナデ 不良淡
茶褐色

砂粒や
や多

68--1

須恵器
不

12.6 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
黒灰色

砂粒や
や多

須恵器
不

13.3 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒少 68--7

須恵器
不

13.3 6.8 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒や
や多

墨鰤
童
日閤

68--11

器
付
恵
台
須
高
不

12.6 回転糸切後
周辺ヘラ削

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒や
や多

68--12

黒色土
器不

13.6 8.0 ヘラ削り 回転ナデ 回転ナデ後
ヘラ磨き

普通
淡褐色

砂粒少 68--16

器
付
恵
台
須
高
椀

(19.4) (12.8) 回転ベラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗灰色

砂粒少 内面鉄
付着

須恵器
蓋

14.9 3。 3 天丼回転へ

ラ削り
回転ナデ 回転ナデ 普通

灰黒色
や粒
多
砂
や

68--5

須恵器
蓋

15。 6 ヘ転回
り
井
削
天
ラ

回転ナデ 回転ナデ 普通
明灰色

砂粒や
や多

68--2

須恵器
蓋

15。 7 へ転回
り
井
削
天
ラ

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

や粒
多
砂
や

68--4

須恵器
蓋

15.4 天丼回転へ

ラ削り
回転ナデ 回転ナデ 普通

赤褐色
砂粒少

須恵器
不

(12.5) 右回転糸切
り

回転ナデ
下端ヘラ削

回転ナデ 普通
黒灰色

砂粒や
や多

須恵器
不

(12.9) 右回転糸切
り

回転ナデ
下端ヘラ削

回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒少

土師器
甕

(10。 9) 6.6 11.7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
淡灰色

砂粒少

須恵器
不

13.1 6.4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色
砂粒や
や多

68--9

22 黒色土
器不

12.5 5.9 手持ちヘラ
肖Jり

回転ナデ ヘラ磨き 普通
淡橙色

砂粒少 68--15

23 黒色土
器不

13.7 5.5 右回転糸切
り

回転ナデ ヘラ磨き 普通
赤灰色

砂粒少

須恵器
蓋

(13.8) ヘ転回
り
井
削
天
ラ

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒や
や多

68--3

25 須恵器
不

11.6 7.7 回転ヘラ切
周辺ヘラ削

回転ナデ 回転ナデ 軟
茶褐色

砂粒少 68--6

須恵器
不

(12.7) (7.9) 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒少

27 須恵器
不

(13.0) 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗灰色

砂粒や
や多
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

須恵器
不

(13.0) 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰黒色

砂粒や
や多

須恵器
不

(13.2) 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通暗
緑灰色

砂粒や
や多

須恵器
不

13.2 7.2 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒や
や多

外面斑
に鉄分
付着

68--10

須恵器
不

(13.4) 3.9 回転糸切 り 下
ラ
デ

ヘ

ナ
転
転
回
回
端

回転ナデ 普通
黒灰色

砂粒や
や多

器
付
恵
台
須
高
不

12.3 径
２
台
８
．

昔同 3.9 回転糸切後
周辺ヘラ削

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色
砂粒や
や多

68--13

器
付
恵
台
須
高
椀

(14.4) 高台径
8.7

5.6 回転糸切後
周辺ヘラ削

回転ナデ 回転ナデ 普通
暗灰色

砂粒少 外面の
一部自
然釉

34 器
付
恵
台
須
一局
不

(14.8) 高台径
11.0

回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
灰色

砂粒や
や多

外面の
一部灰
斑

黒色土
器不

(13.9) (8.0 回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
淡褐色

砂粒少

土師器
不

13.2 磨滅・回転
糸切 り P

磨滅 0回転
ナデ P

磨滅・回転
ナデ P

普通
淡褐色

砂粒少 68--17

37 土師器
椀

14.0 回転糸切後
手持ヘラ削

回転ナデ
下端ヘラ削

回転ナデ 普通淡
赤褐色

砂粒少 68--18

=

第100図  W10B区 その他の出土遺物(幼
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

須恵器
円面硯

(17。 6) 現高
6.1

回転ナデ 回転ナデ 普通
黒灰色

砂粒少 内面灰
斑

68--14

弥生
高杯

15.4 現高
14。 2
脚内面横ナ
デ

不部横ナデ
脚部ヘラ削

横ナデ 普通
灰褐色

砂粒少 内外面
赤彩
65--1

弥生
甕

(8.6) 3.8 10.4 ナ デ 櫛描波状文
下半ヘラ削

ハケ調整後
横ナデ

普通
暗褐色

細砂少 66-5

弥生
霊

(15.7) 現高
6.0

横ナデ 横ナデ 普通
淡褐色
砂粒や
や多

内外面
赤彩

弥生
甕

(35.8) 11.6 46.1 ヘラ削り 櫛描波状文
下半ヘラ削

ヘラ磨き 良好
茶褐色

砂粒や
や多

66-6

土師器
不

(11.8) 磨滅・ヘラ
肖Jり P

磨滅・ヘラ
肖jり P

滅
Ｐ
磨
デ
横ナ 普通
赤灰色

砂粒や
や多

45 土師器
不

(12。 5) ヘラ削り 上半横ナデ
下半ヘラ削

横ナデ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

土師器
不

14.0 ヘラ削り ヘラ削り 磨 き 良好淡
赤褐色

砂粒少 内外面
赤彩体
部に亀
裂

67--2
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第 14節 W ll区の遺構と遺物

第14節 Wll区の遺構 と遺物

Wll区は長野市中越のW10B区の北東150mの北長野駅構内である。新幹線の路線から若干はずれるの

は新幹線にかかって移転するJCス トアの用地であったためである。最大幅16m、 長さ40mにわたって調

査され、遺構は元の建物深礎に壊されて島状に残る状態であったが、竪穴住居跡 9軒・溝 7条・土坑53基

のほか、縄文時代中期の埋甕や弥生時代後期の土器棺が検出された (第 102図 )。

1号竪穴住居跡 (S B01、 第103図、図版21-203070-1・ 2)

調査区西部のⅥ J10区 で検出された。 S Kllを 切る。攪乱が著しいが、 1辺 3m程度の方形と思われ

る。急角度で立ち上がり、確認面からの深さは最も残りのよい北壁で15cm、 埋土は 4層に分かれる。柱穴

やカマ ドは検出されていないが、北東角付近から20～ 30cmの角礫や石の抜き取り跡が検出されており、こ

の部分にカマ ドがあったと思われる。出土遺物は、図示した黒色土器不 (1)・ 土師器不 (203)の ほか、

土師器4520g.須恵器710g.縄文土器110g・ 黒色土器60gでぁる。 9世紀後葉の竪穴住居跡と思われ

る。

第79表  S B01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

黒色土
器不

12.7 5。 4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

70--1

土師器
不

13.3 5.6 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通淡
赤褐色

砂粒や
や多

70--2

土師器
不

(13.0 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
茶褐色

砂粒少

2号竪穴住居跡 (S B02、 第103図 )

調査区南西部のⅧ F6区で検出された。 S K07を切る。攪乱が著しく北西壁のカマ ド付近が残っている

だけで、 1辺3.lm以上の方形と思われるが、規模は不明である。壁は急角度で立ち上がり、確認面から

の深さは25cm、 埋土は灰色粘質土の単層である。カマ ドは北西壁にあり、袖は壊れていたが、灰・焼土の

分布域とその両側の無分布域が各火床と袖と推定され、煙道が長さ85cm分検出された。出土遺物は、図示

したロクロ整形の土師器甕 (1)のほか、土師器1280g.須恵器1580g.縄文土器50g.黒色土器40gでぁ

る。 9世紀代の竪穴住居跡と思われる。

第80表  S B02出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

23.0 現高
16.7

回転ナデ 横ハケロ 普通淡
黄褐色

砂粒少

3号竪穴住居跡 (S B03、 第103図、図版21-3070-3)

調査区南西部のⅥ J150 Ⅷ Fll区で検出された。 S B04を切る。攪乱が著しく、カマ ド火床と思われる

焼土と床面の一部を検出しただけで壁は残っておらず、規模・形は不明である。カマ ド火床と思われる焼

土は90× 50cmの 隅丸長方形で、周囲より約10cmく ぼんでいる。出土遺物は、この焼土部分から出土した外

面をヘラ削りする土師器甕のほか、土師器440gのみである。 8世紀代の竪穴住居跡と思われる。
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第81表  S B03出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

(18.6) 27.6 ヘラ削り 縦ヘラ削り 縦ヘラ削り 普通
黄褐色

砂粒多 横断面
楕円形
70-3

4号竪穴住居跡 (S B04、 第104図、図版21-5)

調査区南西部のVIIF 6 0 11区で検出された。 S B03に 切 られる。攪乱が著 しく、北壁・東壁 と床の一部

を検出しただけで、方形 と思われるが、規模は不明である。直径 15cm、 深さ25cmの 柱穴が北東隅と思われ

る部分で検出されている。出土遺物は、土師器60g.縄文土器60g.弥生土器50gで、ぃずれも細片のた

め図示できなかった。時期は不明である。

5号竪穴住居跡 (S B05、 第104図、図版21-5)

調査区南西隅のⅥ J15区 で検出された。攪乱が著しく、70cm四方の島状に残った部分で煙道底と思われ

る焼土と長径25cm、 深さ 3 cmの きのこ形のくぼみが検出されたものである。出土遺物はなく、時期は不明

である。

6号竪穴住居跡 (S B06、 第104図、図版21-7)

調査区南端のⅥ J15区 で検出された。攪乱が著しく北壁・東壁の床面の一部を検出しただけで、方形と

思われるが、規模は不明である。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは10cm、 埋土は黒褐色の

砂混じり粘土である。出土遺物は土師器400g.須恵器260g.弥生土器120g.黒 色土器40gでぁるが、

小片のため図示できなかった。時期は不明である。

7号竪穴住居跡 (S B07、 第104図、図版21-8・ 9070-4～ 6)

調査区西端のⅥ J 9 010区 で検出された。攪乱が著しく、北西壁際の一部が検出されただけであるが、

1辺 5。 2mの方形と思われる。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは南西壁で10cm、 北東壁で

5 cmで、埋土は褐色～茶色の粘質土の単層である。北西壁際中央に直径60cmの楕円形と思われる焼土があ

り、両側で礫が出土していることから、この部分がカマ ドであったと思われる。出土遺物は、図示した須

恵器蓋の模倣の土師器不 (1)・ 甑υ)・ 甕侶)のほかは、土師器240gと 弥生土器20gでぁる。古墳時代後期の

竪穴住居跡と思われる。

第82表  S B07出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

11.6 4.2 磨滅 横ナデ 横ナデ 淡
色
通
褐
普
赤

砂粒多 外面赤
彩痕

70--4

土師器
甑

15。 8 15.3 縦ヘラ削り 横～斜めへ

ラ磨き
普通
灰褐色

や粒
多
砂
や

70--5

土師器
甕

12.4 13.8 型成形 押さえ 縦ヘラ磨き 普通
赤褐色

砂粒や
や多

70--6

8号竪穴住居跡 (S B08、 第104図、図版21-10)

調査区中程のVIIA21 0 F l・ 2区で検出された。 S B09を切り、やや攪乱を受けているが、4。 9× 4。 3m

の長方形と思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、確認面からの深さは15cm、 埋土は黒灰色粘質土の単層

である。 4隅には直径35～ 45cm、 深さ50～ 70cmの いずれも柱痕をもったPl～ 4の主柱穴があり、西隅に
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第2章 浅川扇状地遺跡群

は130× 80cmの楕円形で深さ25cmの貯蔵穴 と思われるP5が ある。カマ ドは残っていなかったが、北西壁
際のやや北寄 りのところに、直径50cmの 焼土が見られ、この部分にあったと思われる。出土遺物は、図示

した石皿(1)のほか、縄文土器6820g.弥生土器1140g.須恵器240g.土師器220gな どであるが、いずれ

も小片のため図示できなかった。縄文土器が多いが、床面出土の遺物は古墳時代後期の土師器で、石皿及

び縄文土器は上層からの出土で攪乱部分の土を盛ったなかに含まれていたと考えられ、弥生土器は切り合

うS B09の 遺物の混入と考えられる。古墳時代後期の 6世紀の竪穴住居跡と思われる。

9号竪穴住居跡 (S B09、 第104図、図版22-1)

調査区北部のⅧA210 F l区 で検出された。 S B08に 切られるが、 1辺3.lmの隅丸方形と思われる。
壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは25cm、 埋土は黒色粘質土の単層である。南壁際には40× 25

cmの楕円形で深さ30cmの Plがあり、弥生時代後期の壺底片が入っていたほか、円形や方形で深さ 3～ 4

1

S B08

第105図  Wll区 S B08009出土遺物
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第14節 W ll区の遺構と遺物

cmと 極浅い柱穴も見られる。出土遺物は、図示した磨製石斧(1)・ 打製石斧9)のほか縄文土器2610g.弥生

土器570g.土師器660gでぁるが、縄文土器はS B08と 同様盛 り土に含まれていたもの、土師器はS B08

からの混入と考えられる。弥生時代後期の竪穴住居跡と思われる。

6号溝 (S D06、 第106図、図版22-4069-2～ 4)

調査区中程のⅧA220 F 2区 で検出された。幅3.5m、 確認面からの深さ100cmの南北に走る溝で長さ

9。 Om分が検出された。埋土は 3層に分かれるが、上・中層はやや東に偏っており、東壁のみ中程で角度

が変わる断面形からも掘 り直しがあったかもしれない。出土遺物は、図示した縄文土器深鉢片(1)・ 口縁に

櫛描波状文を施す弥生土器甕 (203)の ほか、弥生土器38.8kgと 多く、特に底付近にまとまっているが

接合できるものは少なかった。弥生時代後期の溝と思われるが、性格は不明である。

第83表  S D06出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎土 備 考 図版番号

弥生
甕

(30.0 現高
23.1

口縁縦ハケ
月同音6ロロき目

上半ハケロ
下半叩き目

普通
淡褐色
砂粒や
や多

69--3

弥生
甕

30.8 44.7 上櫛描沈線
上半ハケロ

横ハケロ
色
好
褐
良
茶

砂粒や
や多

69--4

7号溝 (S D07、 第106図、図版22-5)

調査区東部のⅧA220230 F 2 0 3区 で検出された。幅2.6～ 4.2m、 深さ80cmの南北に走る溝で、長さ

約 6m分が調査された。底は丸 く、埋土は黒色粘質土の単層である。出土遺物は弥生土器860g.縄文土

器640g.土師器60g.須恵器60gな どであるが、小片のため図示できなかった。 S D06と 平行し、同じ

弥生時代後期の溝と思われる。

1号土器棺 (S M01、 第107図、図版23-102)

調査区北東部のⅧ F3区のS D07中 で検出された。直径55cmの弥生時代後期の壺下半部が逆位で出土し

たなかに、直径25cmの壺下半部が正位で入っていたものである。大きさから土器棺としたが、蓋と身が合

わず掘 り方も検出されないことから、単なるS D07中 の出土遺物とも考えられる。

第84表  S M01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

弥生
霊

13。 8 35.0 ヘラ削り 下
削
・
ラ
デ

ヘ

ナ
縦
横
端

横ハケロ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

外面赤
彩

1号埋甕 (S Q01、 第107図 (図版22-9010069-1)

調査区北東隅のⅧA23区で検出された。縄文時代中期の大型の深鉢が逆位で出土したものである。この

深鉢は、口唇及びその直下が隆帯状に肥厚し、その下に向かい合う蕨手状の隆帯の間を単節のLRの縄文

で埋めたものが 3単位あり、単位間すなわち蕨手状の隆帯の背面間は無文のままとするものである。内部

からは、同じ個体の下半部と見られる土器片若干と、図示した打製石斧 2点が出土した。掘 り方は検出さ

れず、付近から同時代の遺構も検出されていない。埋甕としたが、下層から原形を保ったまますく
い上げ

られた土器かもしれない。
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灰色土粒を微量含む黒灰色粘質土

褐色土粒を斑に含む黒灰色粘質土
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第106図  Wll区 S D06007
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第2章 浅川扇状地遺跡群

その他の出土遺物 (第 108～ 118図、図版69-5070-8～ 10)
Wll区は、建物基礎が深 く入り多くの遺構が壊されていたことから、縄文土器258kg、 弥生土器76kg、

土師器48kg・ 須恵器7.Okg・ 黒色土器3.2kgのほか、打製石斧や凹石など多量の遺物が遺構外から出土して

いる。最も多量な縄文時代の遺物は、古墳時代後期の S B08の 上層からも出土するなど、建物の基礎工事

及びその抜き取り工事で、下層から掘 り上げられたものと思われる。縄文土器は中期中葉から後期中葉の

ものがあり、中期前葉～中葉は櫛歯状工具による条線文を施されたもの (第 109図 102)・ 中期後葉は凹

線で区画した中を縄文や磨消縄文で埋めるもので口縁部文様帯のあるもの (第 109図 3～ 5)と ないもの

(第 109図 7～ 14016～ 180第 110図 1～ 5)・ 口縁部文様帯の消失した結節縄文のもの (第 109図 15)・ 圧痕隆

帯文のもの (第 110図 6～ 14)や把手を持つ鉢 (第 108図 104)な ど、後期前葉には三十稲場式のもの (第
111図 1)・ 沈線文を施すもの (第 111図 2～ 4)0鎖状隆線を持ったり帯状区画の中に細かい縄文を施すも
の (第 108図 30第 111図 5～ 24)な ど、後期中葉には口縁部以外無文のものや沈線文を持つもの (第 111図

25～ 30)や注目土器 と思われるもの (第 108図 5)な どがある。弥生土器は、外面赤彩される壺 (第 108図

6)や櫛描波状文を施された甕 (709)な ど後期のものである。土師器不 (第 108図 10～ 13)は 口径が
10.8～ 13.3cmと 大きく、10世紀前葉を中心とする時期で、黒色土器不00も ほぼ同時期のものであろう。出

土石器に打製石斧 (第 112～ 116図・第117図 12)・ 磨製石斧 (第 117図 304)・ 凹石 (第 117図 5)・ 磨石 (第
118図 1～ 3)0石錘 (第 118図 4)・ 砥石 (第 118図 5～ 7)・ 石錐 (第 118図 8)な どがある。打製石斧は、撥

形に開くものが少数あるが、ほとんどが短冊形で千枚岩質黒色砂岩または同粘板岩製である。そのほか、

凹石や有溝砥石は多孔質安山岩や砂岩、磨石は緻密な安山岩、石錐は黒曜石製である。鉄剣 (第 118図 9)

はS B08南東壁外の攪乱中からの出土である。

第85表 その他の出土遺物観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
亜

4。 2 現高
4。 3

ヘラ削り 上半横ナデ
下縦ヘラ削

横ナデ 普通
淡褐色

砂粒少 外面～
口縁内
面赤彩

弥生
甕

(12.0) 現高
17.7

ヘラ削り 櫛描波状文
下縦ヘラ削

横ヘラ磨き 淡
色
通
褐
普
黄

砂粒少 下
孔
部
穿
胴
半
１

69-5

生
Ｐ
弥
甕

27.4 現高
23.3

磨滅 0横ナ
デ
ド
P

横ヘラ磨き 普通明
赤褐色

砂粒多 １
波
縁
所
口
箇
状

弥生
甕

現高
13.7

櫛描波状文 横ヘラ磨き 普通
明褐色

砂粒少 69-

土師器
不

10.8 右回転糸切
り

磨滅 磨滅 普通
淡橙色

砂粒や
や多

彩
Ｐ
赤
痕
70--8

土師器
不

11。 7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
淡赤色

砂粒や
や多

70-9

土師器
不

5.5 回転糸切 り 回転ナデ 回転ナデ 良好
赤褐色

砂粒多 内外面
汚損

土師器
不

13.3 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
淡橙色

砂粒少 70--10

14 黒色土
器不

16.0 右回転糸切
り

回転ナデ ヘラ磨き 普通淡
黄褐色

や粒
多
砂
や

70-7
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0                    10cm
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第 14節 W ll区の遺構 と遺物

第110図  Wll区出土土器(3)
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第15節 W12区の遺構 と遺物

W12区は長野市中越のW12区の北東40mの ところである。幅 8m、 長さ43mに わたって調査され、溝 2

条・土坑20基・埋甕 3基・性格不明遺構 2基等が検出された (第 119図 )。

1号埋甕 (S Q01、 第120図、図版23-4・ 71-2)

調査区西隅のVII B 14区 で検出された。口唇部を欠く縄文時代中期後葉の深鉢が、やや傾 く正位で出土し

たものであるが掘 り方は検出されておらず、意識的に埋められたものかどうかは分からない。土器は最大

径32。 lcm、 底径12.Ocm、 現高46.lcmで、外面は櫛歯状工具による条線文が下半部は縦だが、上半部は縦や

横、U字状や S字状のものが交差して不規則に施され、内面はナデられている。茶褐色を呈し、焼成は良

く、胎土には 1～ 2 mmの砂粒をやや多く含んでいる。周囲に遺構がなく屋外埋甕と考えられるが、西側建

物建築により掘 り上がったものとも考えられる。

2号埋甕 (S Q02、 第120図、図版23-5)

調査区西隅のVII B 14区 で検出された。 S Q01と は 3mしか離れていない。縄文時代中期後葉の深鉢胴部

筒切 り破片 (1)が正位で出土したものであるが、掘 り方は検出されていない。土器は最大径32。 8cm、 現高

9。 4cmで、地文に単節LRの縄文を施し、 4条の垂下する圧痕隆帯が付されるが、内外面とも磨滅が著し
い。茶褐色を呈し、焼成は普通で、胎土には 1～ 3 mmの砂粒が多く含まれる。内部からは、凹線区画され

た中を縄文で埋める別個体の土器片9)が出土している。屋外埋甕と考えられるが、建物工事に伴い下から

掘 り上がったものと考えられる。

SK:7
S K 1t-"\7
S F01

。S K16
。S K15

鼈ぷ S K04

第119図  W12区遺構配置図

S K07
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S X01

0                     2m

黒色土 (loY R2/1)
粘性普通 しまり良好

第121図 W12区 S X010そ の他の出土遺物
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第15節 W12区の遺構と遺物

3号埋甕 (S Q03、 第120図、図版23-6071-1)

調査区西隅のⅧ B14区 で検出された。 S Q01と は3。 lm、 S Q02と は1.6mし か離れていない。縄文時代

中期後半の波状口縁の深鉢土器の口縁部が逆位で出土したもので、掘 り方は検出されていない。周囲には

同時期の土器片が集中しており、その一部とも考えられるが、これのみ垂直状態で出土しており、埋甕と

した。土器は、外面は凹線による楕円区画の中にLRの単節縄文が施され、区画間は蕨手状や曲線の凹線

で埋められ、内面はナデられるものである。明茶褐色
ん暗褐色を呈し、焼成は良く、胎土に 1～ 3 mmの砂

粒を多く含んでいる。 S Q01002と 同じく屋外埋甕と考えられるが、建物工事に伴い下から掘 り上がった

ものとも考えられる。

1号性格不明遺構 (S X01、 第121図、図版80-4)

調査区東端のⅧ C3区で検出された。北側を攪乱に壊され、南側は調査区外のため、規模・形状は不明

であるが、東西1。 8m・ 南北2.4m以上で深さ20cmの くぼみから縄文時代中期後葉・後期中葉の土器片と 1

点のみ前期中葉の土器片合わせて2380g.弥生土器560g e土 師器500gな どのほか、図示した多孔質安山

岩製の凹石 (1～ 3)や 多量の礫が出土するもので、 くぼみは人為的に掘られたものか、自然のものかは

っきりしない。土器は全て小片で図示できなかった。そのほかに南端の調査区境壁中からイノシシ上下顎

骨が出土しており、本遺構に含まれる可能性もある。性格は不明である。

その他の出土遺物

W12区は、攪乱が広い範囲に及んでいたこともあって出土遺物は少ない。 S D01では図示した磨石のほ

か、縄文土器2540g.土師器390g.弥生土器200gが出土している。そのほかの遺構の出土遺物は、 SK

19に わずかにある以外は皆無で、遺構外からの出土遺物も縄文土器 5。 4kg・ 土師器3.Okg・ 弥生土器0.7kg

などと極めて少ないうえ、小片のため図示できなかった。
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第16節 W13・ 14区の遺

構と遺物

W13・ 14区は長野市吉田三丁目のW

12区 の北東390mの ところである。こ

の辺 りは住宅地 と工場が混在する。幅

5～ 1l m、 長さ92hに わたって調査 さ

れ、竪穴住居跡 7軒・溝 6条・土坑32

基等が検出された (第 123図 )。

1号竪穴住居跡 (S B01、 第122、 124

図、図版23-809・ 73-1)

調査区中程の皿 P405区 で検出さ

れた。直径 4。 Omの 円形で確認面か ら

の深さは30cmである。壁は急なところ

と緩やかなところがあり、埋土は 3層

に分かれ、レンズ状の堆積である。直
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第123図  W13・ 14区遺構配置図
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炭化物、灰黄褐色土をわずかに含む黒色砂質土 (10Y R2/1)
1層 より灰っぼく明るくわずかに炭化物を含む黒色土
1層 よりしまりがなく砂っぽい 粒子が粗い
炭化物をわずかに含み、水分を多く含む黒褐色土 (10Y R2/2～ 4/1)

2層よりも多くの炭化物を含む真っ黒な土 (10Y Rl.7/1)

第122図  W13・ 14区 S B01

・ L角

灰色粘質土層

褐色粘質土層

やや砂っぽい褐色粘質土層

黒褐色粘質土層

Ⅲ層より粘性少ない黒褐色粘質土

黒褐色砂層

黒褐色土

灰褐色粘質土

砂礫を含む灰褐色粘質土

黒色土層

S 806 ?
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第16節 W13014区の遺構と遺物

径20～ 30cm、 深さ20～ 30cmの Pl～ 4が主柱穴で、直径45cmの 炉が中央よりやや南にある。出土遺物は、

図示 した胴部に櫛描波状文や櫛描羽状文が施された弥生土器甕 (1)・ 垂下文を持つ壺 9)のほか、弥生土器

11600gで ぁる。弥生時代中期後半の竪穴住居跡である。

第86表  S B01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

(27.2) 34.3 ヘラ削り 櫛描文
下端ハケロ

横ハケロ 普通
淡褐色

砂粒少 73--1

弥生
笠

21。 0 磨減 凹線区画中
縄文・刺突

磨滅 普通
灰色
砂粒や
や多

文様 8
単位

3号竪穴住居跡 (S B03、 第124図、図版24-4072-8)

調査区西部のⅢ Pll区で検出された。一部しか調査されていないが、直径 6m程度の円形と思われる。

壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは 5 cm、 埋土は単層である。直径30cm、 深さ50cm前後のP

102の柱穴が検出されているが、主柱穴が 4本とすると南に寄り過ぎており2本を主柱穴としてよいか

どうかは不明である。出土遺物は、図示した弥生土器蓋のほか、弥生土器2200gと 土師器1630gでぁる。

住居跡形状からは弥生時代中期の竪穴住居跡と思われる。

第87表  S B03出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
蓋

鉦径
6.5
現高
8.0

ヘラ削り 横ナデ 横ハケロ 普通
灰色

砂粒や
や多

72--8

5号竪穴住居跡 (S B05、 第124図 )

調査区中程のⅢ P13区で検出された。調査された部分が小さく形状・規模は不明である。壁は急角度で

立ち上がり、確認面からの深さは20cm、 埋土は単層である。出土遺物は、二師器140gのみで小片のため

図示できなかった。時期は不明である。

4号竪穴住居跡 (S B04、 第124図、図版24-5073-102)

調査区南西隅のXllT20 0 25区 で検出された。3.3× 3.6mの方形である。壁は急角度で立ち上がり、確

認面からの深さは15cm、 埋土は黒褐色土の単層である。四隅の直径20～ 25cm、 深さ40～ 70cmの柱穴が主柱

穴で、ほかにカマ ドの左に直径30cmの不整形で深さ15cmの貯蔵穴と思われる穴が見られる。北西壁中央に

はカマ ドがあり、カマ ドにも支脚石が残っていた。出土遺物は、図示した内面を黒色処理する土師器不(1)

と椀(aの ほか、土師器3230g.弥生土器260gでぁる。 7世紀中葉頃の竪穴住居跡である。

第88表  S B04出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

10。 4 横ナデ ヘラ磨き 普通
淡褐色

砂粒少 内面黒
色処理
73--2

土師器
椀

(10。 8) ヘラ削り 横ナデ 放射状ヘラ
磨き

過度
赤灰色

細砂や
や多

内面黒
色処理

73-… 3

2号竪穴住居跡 (S B02、 第125図、図版24-1～ 3072-1～ 7)

調査区北東端のXIXL13 0 14 0 18 0 19区で検出された。 S D03に切られ、南北が調査区外であるが、 1辺

が6.6mの方形と思われる。壁は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは10cm、 埋土は黒色土の単層で
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第 16節 W13014区 の遺構 と遺物
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2′ 2層に比べ粘土粒が少ない黒褐色土 (10Y R3/1)粘 性あり しまり強
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

ある。東北壁には幅10cm、 深さ5 cmの壁溝があり、P4の ところではP4を包むように広がっているが、

南西壁では見られない。直径25～ 35cm、 深さ30～ 45cmの Pl～ 3が主柱穴で、東北壁際の長径 lm以上の

楕円形で深さ25cmの P4が貯蔵穴と思われる。北西壁中央付近と思われる位置にカマドがあり、手前に天

井石の落ち込みや袖石と思われる石、奥に土師器甕 (708)が入っていた。出土遺物は、図示した円錘

台形の土製紡錘車 (102)・ 洋梨を半分に割って中を今Jり 抜いたような形の杓子形土製品 0)・ 内面黒色

処理された土師器不に)・ それにそのまま脚をつけたような器形の高不 151・ 土師器壺
")・

上述の土師器甕

(7・ 8)のほか、土師器6110g.弥生土器1500g.須恵器20gな どである。古墳時代後期の 6世紀後葉

頃の竪穴住居跡と思われる。

第89表  S B02出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎土 備 考 図版番号

土師器
不

(14.2) ヘラ削り 横ナデ ヘラ磨き
色
通
褐
普
茶

や砂
多
細
や

内面黒
色処理
72-5

土師器
高不

(14.2) 脚径
8.5

脚部内面輪
積痕

横ナデ 口縁横ナデ
下ヘラ磨き 色

通
褐
普
茶

砂粒や
や多

内面黒
色処理
72-7

土師器
霊

12.5 19.3 磨滅 上半横ナデ
下半ヘラ削

ヘラ磨き 普通
淡褐色

砂粒少 彩
Ｐ
赤
痕
72--2

土師器
甕

13.5 18.1 磨滅 磨滅 磨減 普通
茶褐色

砂粒多 72--1

土師器
甕

18.2 33。 9 磨滅・ナデ
p

磨滅・ナデ
p

磨滅・ナデ
p

普通淡
黄褐色
砂粒多 72--6

6号竪穴住居跡 (S B06、 第126図、図版24-6)

調査区中央部東寄 りのXIXK25 0 P 5区 で検出された。攪乱され、東北の一部しか残っていないが、直径

7～ 8mの円形と思われる。壁は緩やかに立ち上がり、確認面からの深さは20cm、 埋土は不明である。幅

20～ 30cm、 深さ 5～ 10cmの壁溝が巡り、一部壁沿いに枝分かれしているところもある。壁中や壁際からは

小さめの柱穴が多数検出されているが、どれが本住居跡に伴うものかは不明である。出土遺物は、土師器

9230g.弥生土器3900gと 多いが、ガヽ片のため図示できなかった。形状からは弥生時代の竪穴住居跡と思

われる。

7号竪穴住居跡 (S B07、 第126図、図版24-708)

調査区北西部のXIX L 21、 Ql区で検出された。 S D03に 切られるが、直径5.4mの円形と思われる。壁

は急角度で立ち上がり、確認面からの深さは35cm、 埋土は 3層 に分かれ、レンズ状の堆積である。幅10

cm、 深さ 5 cmの壁溝が西壁際で途切れ途切れに見られるが、北壁から東壁にかけては見られない。直径

20～ 35cm、 深さ20～ 50cmの柱穴が同心円状に多数見られ、P809010013014の 5主柱穴の住居跡を拡

張して、P10203040506と 調査区外の 1本の 7主柱穴の住居に拡張したものと思われる。炉

は、住居中央にあり、直径70cmの 円形で内部には20cmの円形と30cmの 方形の石が残され、 3方向に幅15

cm、 深さ10cmの 間仕切 り溝らしい溝がイ申びていた。出土遺物は、図示したコの字重ね文と刺突文が付され

た弥生土器甕(1)と 波状や直線の凹線の間に縄文が施された壺9)のほか弥生土器86.lkgと 多いが、接合でき

第90表  S B07出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

13.2 現高
9.7

上コの字重
下半ヘラ削

横ナデ やや軟
暗灰色

砂粒少

弥生
霊

17.8 現高
19.9

ナ デ ナ デ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

片口 1

一-184-一
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1 親指大～φ5mm程の小石、φ lmm大の砂を含む黒色土 (loY Rl.7/1)
粘性あり しまりなし 保水力に富むためかやわらかい
2 炭化物の粒子で構成される (部分的に炭化材も見られるが、もろく残さない)
炭化物層黒色土 (5YRl.7/1)
3 1層に比べ粒子のきめが細かく、混入物も細かい黒色砂質土 (7.5Y Rl.7/1)
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第2章 浅川扇状地遺跡群

るものは少ない。弥生時代中期後半の竪穴住居跡である。

7号溝 (S D07、 第126図、図版73-4)

調査区中央部南寄 りのXIX P 13区 で検出された。幅1.8m、 確認面からの深さ35cmの 溝で、長さ3.4m分が

調査された。埋土は不明である。出土遺物は、図示 した弥生土器甑のほか弥生土器200gで ぁる。周囲の

状況から弥生時代中期後半の溝と思われる。

第91表  S D07出土土器観察表

番号 器 種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甑

12.1 縦ハケロ 後
削
デ
ラ
ナ

ヘ

横
縦

普通
淡褐色

砂粒少 穿
形
部
方
底
孔

73--4

6号溝 (S D06、 第126図、図版73-5)

調査区中程のXIXP 8 0 9区 で検出された。 S D01を 切る。幅50cm、 深さ10～ 20cmの 東西に曲が りながら

走る溝で、長さ8。 lm分が調査 された。底は丸 く、埋土は黒色土の単層である。出土遺物は、図示 した口

縁が外に伸びる弥生土器高不(1)のほか弥生土器1000gである。弥生時代中期後半の溝である。

第92表  S D06出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

生
不
弥
高

15.8 10.0 横ナデ ヘラ削り 横ナデ 普通暗
灰褐色

砂粒や
や多

被
剥
面

・

内
熱
落

73--5

その他の出土遺物 (第 127図、図版73-6～ 10)

W13014区 では、前述の遺構のほか、 S D02～ 05で弥生土器が2。 0～ 10.2kgと まとまって出土している

が、接合できるものは少ない。一方、遺構外では弥生土器17.5kgに 対して、土師器が211。 5kgと 土師器の

方が圧倒的に多く、須恵器は2.lkgと 少ない。図示できた遺物も土師器が多く、古墳時代中期のものがほ

とんどであるが、長胴化した土師器甕(1)や椀9)の ように後期にかかるものもあり、北陸系の棒状脚の高不

“

)も 見られる。ほかには、土器片利用の紡錘車 (12～ 14)や口縁部に波状凹線、胴部にコの字重ね文と縄

文を施した弥生時代中期後半の甕ODな どが見られる。

第93表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

土師器
甕

(19.1) 22.9 磨滅 ナ デ 明
色馳翻
砂粒多 73--9

土師器
椀

12。 8 7.6 磨滅 上半横ナデ
下半ヘラ削

横ナデ やや軟
肌色

砂粒多 73--6

土師器
高不

(14.5) 6。 8 横ナデ 0

-部ハケロ
横ナデ 普通

暗褐色
砂粒や
や多

土師器
高不

(15。 7) 脚径
(11.6)

15。 1 横ナデ デ
削
ナ
ラ
横

へ

部
部
不
脚

ヘラ磨き 普通淡
黄褐色

砂粒や
や多

内外面
赤彩

土師器
高不

19.2 現高
5。 7

磨 き 磨滅 普通
淡褐色

砂粒や
や多

土師器
高不

90.2) 現高
4.9

磨滅 磨滅 普通
褐色

砂粒少 内外面
赤彩

土師器
高不

18.4 現高
5.0

ナ デ ナ デ 普通
茶褐色
砂粒や
や多

内外面
赤彩

-186-一
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土師器
高不

18。 1 現高
6.3

ナ デ ナ デ
色
通
褐
普
茶

砂粒多 外面黒
斑

土師器
亜

(3.4) 6.6 磨滅 磨滅 ナ デ 普通淡
茶褐色

砂粒少

土師器
亜

(13。 3) 11。 2 ナ デ ナ デ ナ デ やや軟
茶褐色

砂粒や
や多

73--8

土師器
霊

(14.6) 14.4 磨減 磨滅 磨滅 やや軟
茶褐色

砂粒や
や多

外面一
部赤彩
痕

73--10

弥生
甕

(16.6) 現高
14.4

上コの字重
下半ヘラ削

磨滅 やや軟
赤褐色

砂粒や
や多

「 T,:¬ :::::!::::::|二
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事 コ |:|:|:|:::::ジ
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0い
12
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W13014区 その他の出土遺物
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第 17節 El区 の遺構 と遺物
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第17節 El区 の遺構と遺物

El区は長野市稲田のW13014区から浅川をまたいで東北に200mの ところである。これより北東は田

畑のなかに集落が点在するようになる6幅 12m、 長さ100mに わたって 2面調査され、第 1検出面で水田

跡、第 2検出面で竪穴状遺構 2基・掘立柱建物跡 8棟・溝54条・井戸 1基・土坑164基などが検出された

(第 128図 )。

1号竪穴状遺構 (S B 1001、 第129図、図版25-1080-5)

第 2検出面中程の畑Q17018で検出された。 S D 1031を 切 り、3.0× 2.6mの方形である。壁は急角度で

立ち上がり、確認面からの深さは30cm、 埋土は上下 2層に分かれる。北東壁際から直径30cm、 深さ15cmの

柱穴Plが検出されているが、そのほかの施設は検出されなかった。出土遺物は、図示した放射状の磨き

痕のある砥石(1)の ほかは、土師器400g.須 恵器80g。 中世陶器100gな どで、小片のため図示できなかっ

た。時期・性格とも不明である。

2号竪穴状遺構 (S B 1002、 第129図、図版25-2)

第 2検出面 S B 1001近 くの畑Q18023区 で検出された。 S K1090 0 1098を 切 り、調査部分はわずかであ

るが、 1片 2m以上の方形と思われる。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは 5 cm、 埋土は暗

褐色オ占土の単層である。北壁際に直径15cmの わずかなくぼみがある以外は、検出された施設はない。出土

遺物は土師器60gのみで、小片のため図示できなかった。時期 0性格とも不明である。

1号集石 (S H01、 第129図、図版25-304)

第 2検出面南西部の畑U5区で検出された。3.0× 2。 Omの方形で深さ90cmの土坑中から10～ 60cmの礫が

多数出土するものである。礫は南半部ではぎっしり詰まっているが、北半部には70× 40cmの空白または希

薄域があり、礫は 3方の壁に貼り付けたようになっている。埋土は、細かく分かれるが、粘土層が多い:

出土遺物は、南半部の底下層で出土した曲物のほか土師器60gでぁるが、曲物は崩壊し、土師器は小片の

ため図示できなかった。時期は不明であるが、南半部→北半部と2時期にわたる井戸と思われる。

1001号掘立柱建物跡 (S T 1001、 第130図、図版25-5)

第 2検出面南西部の畑U4区で検出された。 S D 1007 0 1008を 切 り、 S D 1005 0 1006に 切られる。直径
50～ 70cmの 円形または 1辺 40cmの方形で確認面からの深さ10～ 55cmの 11柱穴からなる桁行 3間、梁間 2間

の総柱建物であるが、東角の柱穴は失われている。5。 2× 2.9mのやや歪んだ方形で、柱間は1.4～ 2.Omま

で様々である。全ての柱穴で太さ 5～ 35cmの柱痕が見られた。出土遺物は土師器600g.須 恵器90gな ど

であるが、ガヽ片のため図示できなかった。柱筋がうまく通らず、掘立柱建物とするにはやや無理があるか

もしれない。時期は不明である。

1002号掘立柱建物跡 (S T 1002、 第130図、図版25-6)

第 2検出面南西部の畑 P240U405区 で検出された。 S D1011 0 1012 0 S K1046を切る。直径40～ 60
cmの円形または35× 50cmの 方形で確認面からの深さ35～ 50cmの 5柱穴からなる側柱のみの建物で桁行 3

間、梁間 1間分が検出されている。柱間は1.4～ 1.7mである。全ての柱穴で太さ 7～ 20cmの柱痕が見られ

一-190-一
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第 17節 El区の遺構と遺物

た。出土遺物は土師器260g.弥生土器20gでぁるが、ガヽ片のため図示できなかった。時期は不明である。

1003号掘立柱建物跡 (S T 1003、 第130図、図版25-7)

第 2検出面南西部の畑U30408区 で検出された。 S D10030 S K10620 S T1001に 切 られる。直径

60cmの 円形または 1辺60cmの 方形で深さ 5～ 55cmの 4柱穴からなる建物で桁行 4間分が検出されている。

柱間は1。 3～ 2.2mで ある。 P3以外の柱穴で太さ15～ 20cmの 柱痕が見 られた。出土遺物は土師器500g.

弥生土器30gでぁるが、ガヽ片のため図示できなかった。調査区外に平行する柱穴があると思われるが、単

なる柵列の可能性 もある。時期は不明である。

1004号掘立柱建物跡 (S T 1004、 第131図、図版25-8)

第 2検出面南西部の畑U4区 で検出された。 S D 1005～ 1008・ S Kl161を切る。直径40～ 70cmの円形ま

たは楕円形で確認面からの深さ 5～ 50cmの 6柱穴からなる側柱のみの建物で桁行 2間、梁間 2間分が検出

されている。柱間は桁行方向が1.6～ 1.7mで、梁間方向が1.3mで ある。 P10406で 太さ 5～ 15cmの

柱痕が見られた。出土遺物は土師器135g.弥 生土器 5gでぁるが、ガヽ片のため図示できなかった。時期

は不明である。

1006号掘立柱建物跡 (S T 1006、 第131図、図版25-10)

第 2検出面南西部の畑 Q21022区 で検出された。 S D 1027を 切る。直径 35～ 45cmの 円形で確認面からの

深さ10～ 35cmの 7柱穴からなる側柱のみの建物で、東角の柱穴が失われているが桁行 3間、梁間 2間分が

検出されている。柱間は桁行方向が1.4～ 1。 8mで、梁間方向が1.7mである。 P20304で 太さ 7～ 12

cmの柱痕が見られた。出土遺物は土師器 2gのみで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

1005号掘立柱建物跡 (S T 1005、 第131図、図版25-9)

第 2検出面南西部の畑 P250Q21区で検出された。 S D 1024を 切 り、 S D 1021に切 られる。直径 15～ 55

cmの 円形で確認面からの深さ20～ 40cmの 10柱穴からなる桁行 4間・梁間 1間の建物または梁間 2間以上の

総柱建物で、南西の 2柱穴は柱間が狭 く、庇あるいは別遺構 と考えられる。柱間は桁行方向が 1。 7～ 1。 8m

で、梁間方向が2.lmで、2.3× 6.4mの東西棟がある。 P103040809で 太さ10cm前後の柱痕が見

られた。出土遺物は土師器220gでぁるが、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

1007号掘立柱建物跡 (S T 1007、 第132図、図版26-1)

第 2検出面中程の畑 Q13018区 で検出された。 S D 1032 0 1037に 切られる。直径20～ 30cmの 円形で確認

面か らの深 さ 3～ 80cmの 9柱穴か らなる桁行 2間・梁間 2間 の側柱建物である。柱間は桁行方向が

1。 7～ 1。 8mで、梁間方向が2.lmで、 2。 8× 2.3mの南北棟である。 P2で柱痕が見 られた。出土遺物は須

恵器20gの みで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

1008号掘立柱建物跡 (S T 1008、 第132図、図版26-2)

第 2検出面中程の畑 Q16017区 で検 出された。 S D 1033を 切 り、 S D1024 0 1043に 切 られ る。直径

25～ 50cmの 円形または楕円形で確認面からの深さ10～ 50cmの 8柱穴からなる桁行 2間・梁間 2間の総柱建

物であるが、南西角の柱穴は失われている。柱間は桁行方向が2.2～ 3.2m、 梁間方向が1.3mで、5.3×

2.6mの北東一南西棟である。 P10305で 太さ12～ 14cmの柱痕が見られた。出土遺物は土師器210gの
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第 2章 浅川扇状地遺跡群
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第131図  El区 S T 1004・ 100501006
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第 17節 El区 の遺構 と遺物
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第2章 浅川扇状地遺跡群

みで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

水田跡 (第 128図 (図版26-4～ 6)

第 1検出面 としたⅣ層上面で検出された。西から東・南から北に下がっていく数cmの段 と、西から東に

突き出した幅70～ 80cm、 長さ 3～ 4m、 高さ 5 cm程の短 く低い畦 4条に区画された水田で、 1辺7.2mの

方形・8.5× 5.9mの長方形 013.8× 3。 8mの狭長な長方形など、様々な大 きさに区画されていた。Ⅲ層の

砂質土に覆われており、浅川の氾濫により畦が削られたか、あるいは畦を切って砂を出そうとしたもので

あろうか。畑Q12013017022区 やQ14019区 に見られる幅1.0～ 1.5mと 南北に細長く、東に突き出した

畦に繋がる部分は、元の南北畦と思われる。そのほか、畑P250Q210220U5・ V102区 にかかる東
西13.5m・ 南北10m以上の一角は周囲より約10cm低 く、砂に埋められた足跡が良く残っていた。苗代田

か。古環境研究所に依頼して行ったⅣ層土壌のプラントオパール分析ではイネが10000/gと 、水田耕作

を行ったことが裏付けられた。出土遺物は、弥生土器から鎌倉時代の珠洲焼橘鉢まであるが、厚い無遺物

のⅡ層の存在から、上層からの混入は考えがたく、鎌倉時代以後の水田と思われる。

その他の出土遺物 (第 132図、図版74-1)

El区では、S D1003 0 1024 0 1033な どいくつかの溝で1～ 3 kgと 比較的まとまった量の土師器・須恵

器が出土しているがほとんど接合せず、他の遺構では更に少量である。遺構外出土の遺物も土師器20.7kg

・須恵器13.4kg・ 弥生土器0。 7kg・ 黒色土器0。 7kgに灰釉陶器や中世かわらけ少量と、調査面積に比して極

めて少量のうえ接合しない。唯一、図示したSK1041出土の土師器広口壺が、かなり磨滅しているものの

約1/2量がまとまっていた。

第94表  S K1041出 土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
霊

13.0 現高
11。 3

磨減 磨滅 軟
茶褐色

砂粒多 74--1
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第 18節 E3区 の遺構と遺物

第18節 E3区 の遺構と遺物

E3区は長野市富竹のEl区の東北450mの ところである。幅13m、 長さ56mに わたって調査され、井

戸 2基、溝 5条、土坑 8基が検出された (第 133図 )。

9号井戸 (S K09、 第134図、図版26-9)

調査区南西隅のⅢ B17018区 で検出された。直径170cmの 円形で、確認面から120cmの 深さまで徐々にす

ぼまって直径60cmと なり、それより下はほぼ垂直となる。但 し、出水のため深さ130cmま でしか調査でき

なかった。埋土は青灰色粘質土で、多量の礫が混じる。出土遺物は、珠洲焼橘鉢片と曲物底板であるが、

小片のため図示できなかった。鎌倉時代の井戸と思われる。

10号井戸 (S K10、 第134図 )

調査区北部のⅢ C3区で検出された。 S D03005に切られるが、直径170cmの 円形と思われる。確認面

から100cmの 深さまで徐々にすぼまって直径50cmと なり、それより下はほぼ垂直となる。但し、出水のた

め深さ160cmま でしか調査できなかった。埋土は 5層に分かれ、レンズ状の堆積である。出土遺物は、な

いが、S K09と の構造の類似から鎌倉時代の井戸と思われる。

・ B15

IB 19。 SK2 1B 20
°SK3

・ C06

H 褐色砂質土
Ⅲa黒褐色粘土

Ⅲb暗灰色粘土

A

・ C07 ・ C08

ち18 I 表土黒褐色砂質土 Iv 褐色粘土砂

OSK9

V 褐色まだら砂
Ⅵ 暗灰砂
Ⅷ 砂利

ＳＫ∩ｔ曖／Ｋ５
352.000- 上

I」

Ⅱ
Ⅱ
一Ⅷ
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E3区遺構配置図
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第2章 浅川扇状地遺跡群

その他の出土遺物 (第 134図 )

E3区は特に出土遺物が少な

度 O S K08で内耳土器が150g、

り、図示 した弥生土器甕以外、

く、各溝で弥生土器・土師器・

中世かわらけが30gな どであ

目立った遺物はなかった。

須恵器・黒色土器などが合わせて数百 g程

る。遺構外出土遺物 も合わせて2.4kgで あ

む/ 
°

|

黒褐色粘児 0褐色砂・茶色砂が
混じる暗灰粘土 (Feし みあり)
灰色粘土が混じる茶色まだら砂
褐色砂が混じる灰色粘質土
軟らかい黄～茶色砂
3～ 5 cmの玉石と/Jヽ砂禾U

S K0

351.400 3

。

　

Ｏ
ｏ
Ｈ
。
Ｈ
Ю
∞

第134図  E3区 S K09・ 100そ の他の出土遺物

第95表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

弥生
甕

16.9 現高
13。 2

上櫛描波状
下ヘラ磨き

ナデ 普通
暗灰色

や粒
多
砂
や

口唇刻
み
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第 19節 E5区 の遺構 と遺物
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第19節 E5区 の遺構と遺物

E5区は長野市上駒沢のE3区の東北370mの ところである。幅13m、 長さ110mに わたって調査され、

溝14条、土坑84基が検出された (第 135図 )。

14号溝 (S D14、 第136図、図版26-8)

調査区北東端の割 L250M17018019021023024区で検出された。 S Dllに 切られる。最大幅3.3

m、 確認面からの深さ110cmの 東西に走る溝で、当初13.2mを調査 した後農道を挟んだ狭小な調査予定外

の用地で平面プランのみを確認し、やや蛇行する長さ約30m分が検出された。底は丸い断面半円形である

が、底中央の幅40cmの部分が約10cm下がる薬研状となっている。埋土は 5層に分かれ、レンズ状の堆積で

ある。遺物は底の一段深い部分に集中しており、弥生時代中～後期の土器片4790gが出土している。規模

からは弥生時代中～後期の環濠と思われるが、これによって囲まれると思われる調査区内から同時代の遺

構は検出されていない。

白色砂粒混じりの灰褐色やや粘質土

黒灰色粘質土

灰色粘質土層を縞状に含む自色砂粒
混じりの灰褐色粘質土

灰色砂と褐色砂の混じり

小砂利混じりの灰色砂質土 (土器包含層)
ユ̈

第136図  E5区 S D14
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第 20節 E8区 の遺構 と遺物

第20節  E8区 の遺構と遺物

E8区は長野市上駒沢のE5区の北東580mの ところである。南西から②・③・④・①区の 4地′点のう

ち、②区が 3面、そのほかが 2面調査され、竪穴状遺構 1基・掘立柱建物跡18棟・溝13条・井戸を含む土

坑多数が検出された (第 1370138図 )。

401号竪穴状遺構 (S B401、 第139図、図版27-4γ 7074-607)

③区第 1検出面のXXIT230240 Y 3 0 4区 で検出された。 S D403を切る。2。 4× 2.6mの方形で確認面

からの深さは70cmである。壁はほぼ垂直で、木枠を杭や銅線で固定していた。底は丸 く、埋土は 3層に分

かれ自然埋没と思われる。出土遺物は、図示した伊万里焼椀 (1～ 5)・ 皿 (608)・ 小鉢綽)・ 瀬戸美濃

系の褐釉皿け)・ 緑釉香炉000胞烙OD・ 石製手水鉢αのなどのほか、陶磁器1210g.胞烙710g.瓦 580g.木

製の鍬などである。川水を引いて、飲用その他に利用した遣り水遺構で18世紀のものと思われる。

402号柵列遺構 (S A402、 第140図 )

③区第 2検出面のⅧ T200 Ж P16区で検出された。直径25～ 35cm、 確認面からの深さ15～ 35cmの 4柱

穴が一直線に並ぶものである。柱間は1.3～ 3。 Omで、柱痕のある柱穴はない。一直線に並ぶことから柵列

としてが、柱間が揃わず偶然によるものかもしれない。出土遺物はなく、時期は不明である。

401号柵列遺構 (S A401、 第140図、図版27-2)

③区第 1検出面の脚 T19020区 で検出された。 S C4070 S D402を 切る。 1辺 35～ 50cmの 方形で確認

面からの深さ 5～ 15cmの 4柱穴が一直線に並ぶものである。柱間は1.6～ 1.9mで、P102に 直径10cmの

柱痕がある。掘立柱建物群 と軸を同じくし、これらを区画する柵列と思われる。出土遺物はなく、時期は

不明である。

403号柵列遺構 (S A403、 第140図 )

③区第 2検出面のXXlllT24 0 Y21区で検出された。S T414に切られる。直径25～ 30cm、 確認面からの深

さ5～ 35cmの 8柱穴が一直線に並ぶのである。柱間は0。 9～ 1。 8mである。一直線に並ぶことから柵列とし

たが、柱間・深さが揃わず偶然によるものかもしれない。出土遺物はなく、時期は不明である。

201号掘立柱建物跡 (S T201、 第140図 )

②区第 2検出面のЖT220 Y 1 0 2区で検出された。南東角の柱穴が S K277に切られて失われている

と思われる。直径15～ 20cmの 円形または 1辺25cmの方形で確認面からの深さ15～ 25cmの 6柱穴からなる桁

行 3間、梁間 1間の建物であるが、北西と南東角の柱穴は失われている。5.5× 2。 6mのやや歪んだ長方形

で、柱間は桁行方向が1.4～ 2.2m、 梁間方向が2.5～ 2.8mである。Plで直径 8 cmの柱痕が見られた出土

遺物はなく、時期は不明である。

402号掘立柱建物跡 (S T402、 第140図 )

③区第 1検出面のXXIIT24 0 25区で検出された。 S C403を切る。 1辺 15～ 25cmの方形で確認面からの深

さ10～ 15cmの 4柱穴からなる桁行・梁間とも1間の建物である。2。 4× 2.3mのややいびつな方形である。
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第 20節 E8区 の遺構と遺物
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第2章 浅川扇状地遺跡群

出土遺物は土師器・黒色土器各20gの みで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

401号掘立柱建物跡 (S T401、 第141図、図版28-1)

③区第 1検出面のXXlllT20 0 24 0 25区 で検出された。 1辺30～ 40cmの方形で深さ20～ 30cmの 6柱穴から

なる桁行 1間・梁間 2間の側柱建物である。4.8× 4。 2mのややいびつな方形で、柱間は桁行方向が4。 8m、

梁間方向が2.lmで ある。 P4～ 6で直径 6～ 18cmの柱痕と直径 3～ 16cmの柱根が見られた。出土遺物は

土師器30gの みで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

403号掘立柱建物跡 (S T403、 第141図 )

③区第 1検出面のXXlllT24 0 Y 4区 で検出された。 1辺 20～ 40cmの方形で深さ10～ 65cmの 9柱穴からな

る桁行 2間・梁間 2間の総柱建物である。5。 7× 3.2mの長方形で、柱間は桁行方向が2.1～ 3.3m、 梁間方

向が1.2～ 2.lmである。 P3～ 6で直径10～ 17cmの柱痕、Plで直径 16cm、 P6で直径 3 cmの柱根が見ら

れた。出土遺物は土師器30gのみで細片のため図示できなかった。時期は不明である。

404号掘立柱建物跡 (S T404、 第142図 )

③区第 1検出面のXXlllU 4区 で検出された。 1辺 20～ 30cmの 方形または長方形で、確認面からの深さ 5

～30cmの 5柱穴からなる桁行 2間、梁間 1間の側柱建物であるが、北西角の柱穴が失われている。2.6m

四方の方形で、柱間は桁行方向が1.3mで、梁間方向が2.6mで ある。出土遺物はなく、時期は不明であ

る。

405号掘立柱建物跡 (S T405、 第142図 )

③区第 1検出面のⅧ  T24区 で検出された。 S C403 0 407を 切る。 1辺 20～ 30cmの方形で、確認面から

の深さ10～ 25cmの 7柱穴からなる桁行 2間、梁間 2間の側柱建物である。4.1× 2。 2mの長方形で、柱間は

桁行方向が1.8～ 2.3mで、梁間方向が0.7～ 1.5mで ある。P3～ 507で 直径 6～ 10cmの柱痕が見られ
た。出土遺物はなく、時期は不明である。

406号掘立柱建物跡 (S T406、 第142図、図版28-2)

③区第 1検出面のXXIIT24 0 25区で検出された。 S K4130 S T413を 切る。直径50～ 80cmの 円形または

楕円形や 1辺 30～ 45cmの 方形で、確認面からの深さ20～ 55cmの 5柱穴からなる桁行 2間・梁間 1間の側柱

建物であるが、調査区外に続いてもっと大きい可能性もある。4.2× 3mの長方形で、柱間は桁行方向が

1.8～ 2。 4mで、梁間方向が3.2mである。Pl～ 3で直径16～ 24cmの柱痕と直径12～ 20cmの柱根が見られ

た。出土遺物はなく、時期は不明である。

407号掘立柱建物跡 (S T407、 第142図、図版28-3)

③区第 1検出面のXXlll T24 0 25区 で検出された。 S C402 0 407を 切る。 1辺 20～ 30cmの 方形で、確認面

からの深さ 5～ 55cmの 8柱穴からなる桁行 3間・梁間 1間の側柱建物である。4。 3× 2.3mのいびつな四辺

形で、柱間は桁行方向が1.0～ 1。 7mで、梁間方向が1。 8～ 2.3mである。P108で 直径10～ 12cmの柱痕、
P5で直径 8 cmの柱根が見られた。出土遺物はなく、時期は不明である。

408号掘立柱建物跡 (S T408、 第143図、図版28-4)
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第 20節 E8区 の遺構と遺物

③区第 1検出面のXXlllT24 0 25・ Y4区で検出された。 S C403と S T409の P4を切る。 1辺35～ 60cm

の方形または長方形で、確認面からの深さ35～ 70cmの 6柱穴からなる桁行 3間・梁間 1間の側柱建物であ

るが、南東角 とその西の柱穴が調査区外であり、東方の調査区外に伸びて桁行 4間以上になる可能性もあ

る。5.4× 3.lmの長方形で、柱間は桁行方向が1.8～ 1。 9mで、梁間方向が3.lmである。 Pl～ 305・

6で直径12～ 20cmの柱痕および柱根が見られた。出土遺物はなく、時期は不明である。

409号掘立柱建物跡 (S T409、 第143図 )

③区第 1検出面のXXlllT24 0 Y 4区 で検出された。 S T408の P4に切られ、 S C40304070 S T4130

S K418を切る。 1辺20～ 50cmの 方形または長方形で、確認面からの深さ10～ 70cmの 8柱穴からなる桁行

4間・梁間 2間の側柱建物であるが、南東角とその北の柱穴が調査区外であり、北東角の南の柱穴は失わ

れている。5。 1× 2。 9mの長方形で、柱間は桁行方向が0.9～ 2。 9m、 梁間方向が0.9～ 2.Omと 不揃いであ

る。P20408で 直径 7～ 10cmの柱痕、P10607で 直径10～ 18cmの柱根が見られた。出土遺物は土

師器10gのみで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

410号掘立柱建物跡 (S T410、 第143図、図版28-5)

③区第 1検出面のXXlllT24 0 Y 4区 で検出された。 S C404 0 407を 切る。 1辺 15～ 25cmの 方形で、確認

面からの深さ10～ 50cmの 9柱穴からなる桁行 4間・梁間 2間の側柱建物であるが、西側の柱穴は S B401

に切られるなどして失われている。4。 8× 1.8mの長方形で、柱間は桁行方向が0.8～ 1.8m、 梁間方向が

0.6～ 1.3mと不揃いである。P9で直径 8 cmの円形、P7で 1辺20cmの角柱の柱痕が見られた。出土遺物

は土師器10gのみで、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

411号掘立柱建物跡 (S T411、 第144図、図版28-6)

③区第 1検出面のⅧ T240 Y 4区で検出された。 S C404を切る。直径20～ 25cmで、確認面からの深さ

10～ 35cmの 5柱穴からなる桁行 2間・梁間 2間の側柱建物であるが、南西角 とその北・東の柱穴はSB

401に切 られるなどして失われている。3.2× 1.9mの長方形で、柱間は桁行方向が1.6m、 梁間方向が

0.9～ 1.Omである。P305で 直径 7～ 9 cmの柱痕、P10204で 直径 6～ 15cmの柱根が見られたほ

か、すべての柱穴の上層で間込石が見られた。出土遺物はなく、時期は不明である。

412号掘立柱建物跡 (S T412、 第144図、図版28-7)

③区第 1検出面のXXlllY 4区 で検出された。 1辺 15～ 20cmの 方形で、確認面からの深さ10～ 30cmの 5柱

穴からなる桁行 2間・梁間 2間 の側柱建物であるが、南東角 とその北・西の柱穴は調査区外である。

2.9× 2。 4mの長方形で、柱間は桁行方向が0.9～ 2.lm、 梁間方向が0.9～ 1.5mである。P405で 直径 8

cmの柱痕、P2で直径12cmの柱根が見られた。出土遺物は弥生土器・土師器各20gでぁるが、混入と思わ

れ、細片のため図示できなかった。時期は不明である。

413号掘立柱建物跡 (S T413、 第144図、図版28-8)

③区第 1検出面のXXlll T 24区 で検出された。 S T40604090 S K413に 切られ、 S C403を 切る。 1辺

20～ 40cmの 方形で、確認面からの深さ15～ 45cmの 5柱穴からなる桁行 2間・梁間 2間の側柱建物である

が、南西角 とその北・東の柱穴は失われている。3.5× 2.2mの長方形で、柱間は桁行方向が1.3～ 2.2m、

梁間方向が0.8～ 1。 4mである。Plで直径15cmの柱痕が見られた。出土遺物はなく、時期は不明である。
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

S T408

339.600~ P4

黒褐色粘土しまり良

(10Y R3/1～ 2.5Y3/1)
暗オリーブ灰色粘質土を斑状に含む
黒褐色粘土 しまり良
(10Y R3/1～ 2.5Y3/1)
粘性強く、しまり悪い黒褐色粘土

(10Y R3/1～ 2.5Y3/1)
しまり悪い黒褐色粘土
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暗灰黄色粘質シルトをブロック状に

含む黒褐色粘土 しまり良
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黒褐色粘土 (loY R3/1～ 2.5Y3/1)
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粘土 (loY R3/1～ 2.5Y3/1)

4 粘性強い黒褐色粘土 (loY R3/1～ 2.5Y3/1)                   0                   4m
5 腐朽木片含む黒褐色粘土、粘性強 (10Y R3/1～ 2.5Y3/1)               i I ! I I
6 ォリーブ褐色シルトブロック暗灰黄色粘質シルト、褐鉄斑を含む黒褐色粘土 (loY R3/1～ 2.5Y3/1)7 暗灰黄色粘質シルトブロック、黒色粘質シルト、褐鉄斑を含む黒褐色粘土 (loY R3/1～ 2.5Y3/1)8 褐鉄斑を含む黒褐色粘土 (loY R3/1～ 2.5Y3/1)
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339.600 I

褐鉄斑を含む黒色粘質シルト

褐鉄斑を含む黒色粘質シルト
しまり良

褐鉄斑を含む黒色粘質シルト

の黒褐色粘土 (10Y R3/1～ 2.5Y3/1)
と暗灰黄色粘質シルトの混じり (2.5Y2/1)

(2.5Y2/1)し まり良

第 20節 E8区 の遺構 と遺物

s T412

褐鉄斑を含む暗灰黄色粘質シルトブロック混じりの

黒褐色粘土 (10Y R3/1～ 2.5Y3/1)し まり良
オリーブ褐色シルトブロックを含む黒褐色粘土
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

414号掘立桂建物跡 (S T414、 第 144図 )

③区第 2検出面のXXT24 0 25区 で検出された。 S A403の P4を切る。直径25～ 35cmの 円形または 1辺

20～ 25cmの方形で確認面からの深さ30～ 50cmの 6柱穴からなる桁行 2間、梁間 1間の建物である。4。 2×

2.2mのやや歪んだ長方形で、柱間は桁行方向が1。 9～ 2.lm、 梁間方向が2.1～ 2.3mで ある。出土遺物は

なく、時期は不明である。

601号掘立柱建物跡 (S T601、 第145図 )

④区第 1検出面のXXP 6 0 7区 で検出された。 1辺 30～ 35cmの方形で確認面からの深さ25～ 50cmの 3柱

穴からなる桁行・梁間各 1間が検出されているが、それ以外は調査区外である。柱間は東西が0。 9m、 南

北が0。 8mである。P3で直径12cmの柱根が見られた。出土遺物はなく、時期は不明である。

603号掘立柱建物跡 (S T603、 第145図、図版29-5)

④区第 1検出面のXXP 3 0 8区 で検出された。直径30～ 45cmの 円形または 1辺25～ 30cmの方形で、確認

面からの深さ10～ 20cmの 5柱穴からなる2間 × 1間分が検出されているが、そのほかの柱穴は失われてい

る。柱間は東西が0.85m、 南北が1.4mである。全ての柱穴に平たい礎石が入っていた。出土遺物はなく、

時期は不明である。

602号掘立柱建物跡 (S T602、 第145図、図版29-4)

④区第 1検出面のЖ P308区 で検出された。 1辺 20～ 35cmの方形で深さ10～ 30cmの 10柱穴からなる東

側に庇が付 く桁行 4間・梁間 1間の建物と思われるが、南東角と南西角の柱穴は失われ、北東角 とその南

・西の柱穴は調査区外である。全体で7.3× 5。 lmの長方形になると思われ、柱間は桁行方向が1。 8～ 1.9

m、 梁間方向が3。 7mで庇柱までが1.4mである。P1020408～ 10で直径 6～ 22cmの 柱痕が見られ

た。出土遺物はなく、時期は不明である。

76号土坑 (S K76、 第146図 )

①区第 2検出面のXXP 4区 で検出された。1.2× 1.Omの一角の欠けた長方形で、確認面からの深さは

2.2mである。壁はほぼ垂直で、底は西半部より東半部が深い 2段になっている。埋土は上下 2層に分か

れるが、それほど差はない。出土遺物は、図示ヒノた石臼のほか、黒色土器20gでぁる。近世の井戸と思わ

れるが、詳しい時期は不明である。

その他の出土遺物 (第 146～ 149図、図版74-5080-607081-4)

E8区 も出土遺物は少なく、遺構出土遺物は前述のS B401を 除けば、 S D601の 内耳土器1440g、 近世

陶磁器820g.瓦580gな どが目立つ程度である。そのほかの遺構では弥生土器から近世陶磁器までが数10
gか ら数100gの単位で出土しているだけである。遺構外出土からの遺物も少なく、図示したもの以外で

は土師器4050g.内耳土器1630g、 かゎらけ90gな どである。そのほか井戸や溝で、石臼や五輪塔の石製

品・曲物などの木製品が出土し、金属製品も若干出土している。

磁器椀 (1)・ 陶器皿9)・ 陶器椀 (304)は 601号溝 (S D 601)、 内面に雪の結晶のような陰刻のある青磁

椀 151は 604号井戸 (S E 604)、 底部穿子Lのかわらけ

“

)は 609号井戸 (S E609)、 内耳土器仔)と鍛練鍛冶用と

思われる羽回り)は遺構外の出土で、ヘラ描羽状文や山形文・直線文の施された弥生土器侶)は出土地′点不明

である。

一-214-一
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

S K76   む
/

338.8003

赤褐色砂質土混じりの灰色粘質土

灰色粘質土

S D601

6

S E609

9

③区第2検出面
0                                           20cm

第146図  E8区 S K76・ その他の出土遺物
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第 20節 E8区 の遺構と遺物
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第147図  E8区 出土石器・石製品(1)
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第 2章 浅川扇状地遺跡群
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第 20節 E8区 の遺構 と遺物
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

西区第 1面
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

第21節 E9区 の遺構 と遺物

E9区は長野市上駒沢のE8区から県道 1本挟んだ北東側である。西区が幅14m、 長さ48mに わたって
3面、東区が幅1l m、 長さ52mに わたって 2面調査され、竪穴住居跡 1軒・掘立柱建物跡 5棟・柵列 2条

・溝12条・井戸を含む土坑330基・性格不明遺構 2基等が検出された (第 1500151図 )。

1号竪穴住居跡 (S B01、 第152図、図版32-6075-5～ 7)

西区第 3検出面中程のЖ L8 0 9 013区 で検出された。 S K2730 S T05の P6010に切られるが、 1

辺4。 5mの方形と思われる。壁はほとんど残っておらず、確認面からの深さは20cm、 理土は 5層に分かれ

るが、レンズ状の堆積である。南東隅と東壁際に直径20～ 30cmで深さ 5～ 20cmの柱穴、その間に直径60cm

のおたまじゃくし形の炉が見られた。出土遺物は、図示した土師器不 (1～ 3)のほか、土師器2270g.

須恵器1230g.黒色土器900g.灰釉陶器140gと 瓦340gでぁる。10世紀中葉の竪穴住居跡と思われる。

第96表  S B01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

土師器
不

(10.4) 4.5 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
肌色

砂粒や
や多

75--6

土師器
不

10。 7 3。 7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
淡褐色

砂粒や
や多

75--5

土師器
杯

(11.4) 4。 2 3。 4 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通淡
茶褐色

砂粒少 75--7

338.700 -1
明黄褐色土 灰オリーブ色土がブロック状に含まれる灰褐色土
(10Y R5/1) 粘性なし しまり良し
明黄褐色土 灰オリーブ色土 黒色土が含まれる灰褐色土 (10Y R4/1)
粘性なし しまり良し
ブロック状の灰色土 黄褐色土を含む褐灰色土 (10Y R6/1)
粘性なし しまり良し
4 黄褐色土を含む褐灰色土 (10Y R6/1)粘性なし しまり良し
5 褐色土 砂粒を含む灰褐色土 (10Y R4/1)粘性なし しまり良し

第152図  E9区 S B01
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第 21節 E9区 の遺構と遺物
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1 鉄分斑が沈着する暗緑灰色シルト～粘土 (5BG4/1)
2 多量のこぶし大礫と細粒砂が混じる暗緑灰色シルト～粘土 (5BG4/1)
3 細粒砂中黒白色角礫混じりの黒褐色シルト (5G3/1)
4 大礫混じりの暗緑灰色シルト～粘土 (5G4/1)
5 8層 より緑がかった暗緑灰色シルト～粘土 (7.5Y3/1)
6 多量の白色砂中黒細礫と鉄分斑を含む緑灰色シルト (5 GY3/1)
7 細粒砂混じりの暗緑灰色シルト～粘土 (5 GY3/1)
8 9層 よりやや緑がかった暗緑灰色シルト～粘土 (10G Y3/1)

O                      Z

第153図  E9区 S D01
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第2章 浅川扇状地遺跡群

1号溝 (S D01、 第1530154015701580159図 、図版75-10～ 12081-7082-1～ 4083-1～ 6)
西区第 1検出面西端のXXLl1 0 12 0 16 0 17 0 21区 で検出された。幅5.Omの南北に走る溝というよりは

堀で、長さ18.5m分が調査された。底中央の幅1.Omの部分が45cm以上急に落ち込む薬研掘 りで、確認面

から2.8mの深さまで確認したが、それ以下は水没して調査できなかった。埋土は 8層に分かれ、レンズ

状の堆積である。出土遺物は、図示した底面糸切 りのかわらけ (1～ 3)・ 瀬戸美濃系の陶器皿 (4～ 6)

・青磁椀 (7～ 9)、 陶器椀 (10012)・ 鉢 (11013014)・ 内耳土器 (15～ 22)な ど16～ 18世紀の土器類や

用途不明の舟形石製品OЭ、下駄・付札・羽子板・鋤・曲物・箸・糸車・杭・鍬などの木製品 (第 1570158

図)・ 煙管や用途不明の金属製品 (第 159図)な どが多量に出土している。パ リノ 0サーヴェイ株式会社

に依頼して行った材同定では、同定した下駄・箸・付札・羽子板・曲物のほとんどがヒノキ属の木で作ら

れていたが、差歯下駄 (第 158図 4)がモクレン属、箸 (第 158図 10)が ツガ属、鍬 (第 158図 13)が クリの

木で作られていた。16～ 18世紀のかなり長期間存続した溝と思われる。

第97表  S D01出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
成
調
焼
色 胎 土 備 考 図版番号

かわら
け皿

10.5 2.7 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ
中央ヘラ削

良好
赤褐色

砂粒少

かわら
け皿

(10.1) (7.6) 2.3 回転糸切 り 回転ナデ 回転ナデ
色
通
褐
並
日
大宋

砂粒少

かわら
け皿

(7.1) 5。 4 回転糸切 り 回転ナデ 回転ナデ 良好
淡赤色

砂粒や
や多

g 
20cm

第154図  E9区 S D01出 土遺物
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第21節 E9区の遺構と遺物

3号溝 (S D03、 第155図、図版32-5)

西区第 2検出面北部のXXL 8 0 9区 で検出された。幅120cm、 確認面からの深さ40cmの 東西に走る溝で

長さ9.4m分が調査された。底は丸 く、埋土は灰黄褐色砂の単層である。出土遺物はな く、時期は不明で

ある。

5号溝 (S D05、 第155図、図版82-5083-4)

東区第 1検出面西部のЖH210220 L 5 0 M1 0 2区で検出された。幅8。 Om、 確認面からの深さ1.5m

以上の東西に走る溝というよりは堀で長さ7.5m分が調査された。壁は緩やかで、埋土は 5層に分かれる

が北から埋まっていった様子が窺われる。出土遺物はないが、 S D01と 同時期の溝と思われる。

6号溝 (S D06、 第1550158図 )

東区第 1検出面西部のXXH16 0 170 18 0 22 0 23区で検出された。幅6。 2m、 確認面からの深さ2.3m以上

の東西に走る溝というよりは堀で長さ5.Om分が調査された。壁は緩やかで底は平らな断面逆台形で、埋

土は 5層 に分かれるが、水平な堆積である。出土遺物は図示した家紋の付いた漆器椀 (1)や下駄 (第 158図 )

のほか、土師器260g.黒色土器120g.須恵器30gな どである。材同定では漆器椀はブナ属、下駄はヒノ

キ属の木を使用していた。土器類は混入で、 S D01と 同時期の溝と思われる。

1号掘立柱建物跡 (S T01、 第156図、図版32-7)

西区第 2検出面中程のXXL 2 0 7区で検出された。 1辺 20～ 25cmの 方形で、確認面からの深さ15～ 25cm

の 7柱穴からなる桁行・梁間とも2間の側柱建物であるが、北の調査区外に伸びる可能性もある。3.1×

2.2mのいびつな四辺形で、柱間は桁行方向が0。 8～ 1.6m、 梁間方向が1。 lmである。出土遺物は、珠洲焼

摺鉢20gと 灰釉陶器20gでぁるが、混入と思われ、細片のため図示できなかった。形がいびつで掘立柱建

物とするには無理があるかもしれない。時期は不明である。

3号掘立柱建物跡 (S T03、 第156図、図版32-7)

西区第 2検出面中程のXXL2 0 7区で検出された。

面からの深さ 5～ 20cmの 8柱穴からなる桁行・梁間と

間は梁行方向が1.lm、 梁間方向が0。 5～ 1.5mである。

直径20cmの 円形または 1辺 15～ 25cmの 方形で、確認

も2間の側柱建物である。2.2× 2.Omの方形で、柱

出土遺物はなく、時期は不明である。

1号性格不明遺構 (S X01、 第156図 )

西区第 1検出面中程のXXL13 0 14区 で検出された。 S K01011

の不整形で、確認面からの深さ10cmの底が平らなくぼみである。

土遺物はなく、性格・時期とも不明である。

013に切られる。東西4.8m、 南北3.4m

埋土は灰黄褐色シル トの単層である。出

2号性格不明遺構 (S X02、 第156図 )

西区第 1検出面北部のXXL30 40 80 9区 で検出された。 S K65に 切 られる。直径5.3mの円形 と思

われ、確認面からの深さ 5 cmの底が平らなくぼみである。埋土は黄褐色シル トの単層である。出土遺物は

なく、性格・時期 とも不明である。
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

| | | | |

S D06

;暮 ι貰夕尖兵ん角I含
み、鉄分のしみが混じるオリーブ灰色粗砂

袴1[」みξ
赤褐色化の強いところを含む暗オリーブ灰色 砂利

粗い砂を多く含む緑灰色砂利 (10G Y5/1)
灰色粘土が混じるオリーブ灰色シルト 鉄分のしみあり
(2.5G Y5/1)

砂利混じりの暗オリーブ灰色粗砂 (2.5G Y4/1)

しま

338.400 
g-

第155図  E9区 S D03・ 05006

緑灰色砂と明黄褐色粘上の混じるシルト粘土 (10G5/1・
10Y R6/1)

褐灰色に明黄褐色のしみや黒い炭ようのものの混じった粘土
(10Y R4/1・ 10Y R6/1)

オリーブ灰色～オリーブ黒色のシルト粘土 (10Y4/2～ 10Y3/2)
2 cm大の丸石を含む粘性の強いオリーブ黒色シルト粘土 (loY3/1)
黒色土塊や暗オリーブ灰色砂鬼が混じったォリーブ黒色シルト粘土

0                      8m
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第 21節 E9区 の遺構 と遺物
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第 2章 浅川扇状地遺跡群

S D01C区 5層

S D01A区 4層

6

層区

θ

Ｄ

ｎ

Ｈ

＝

＝

＝

＝

ｕ

　

ｌＡ
I  S D0

S D01B区 3層⑤-6 2

S D01B― C区
3層①-19

10cm

0

S D01A区 4層

S D01A区 4層

20cm

第157図  E9区 出土木器(1)

一-228-一



層

”　　　　　　　　　　　　　　１０
　
は

ハ

ーーー

ーーー

‐――

‐‐―

‐‐‐

――‐

――‐

――‐

‐――

‐‐‐

――‐

ｌ‐

―‐

――‐

――‐

――‐

――‐

――‐

―――

‐‐―

‐―‐

――‐―

‐―――

――‐‐

――‐‐

――――

‐――‐

――‐‐

‐――ｌ

υ

　

ＤＯ

　

・１

一

Ｓ
⑫
層

Ｄ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

９

　

３

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

区

Л
＝
――
国
――Ｉ
Ｈ
日
Ｈ
日
＝
旧
Ｈ
旧
日
Ｈ
同
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
＝
旧
＝
＝
Ｗ
　
Ｂ

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０ ‐

２ ３

Ｄ

　
一

Ｓ
⑤

６
曜　　ｍⅢ‐‐―――――――――一。‐‐‐‐‐‐‐‐‐―――褥
Ｄｏ‐囃
・‐９

一
　

　

　

　

区

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

Ｓ

Ｃ

⑫

∩
―――
―――
旧
―――
――Ｉ
Ⅲ
ＩＩ‐
―――
―――
町
ｏ
　
Ｃ

一　
　
　
　
　
Ｄ０１
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
７
０‐
罐

ｓ

　

∩

――――

――――

―――

‐――

―――

――――
‐―‐
――‐‐
‐‐―Ｉ
Ｕ

ｏ

Ｄ

区

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、）
　　（」）

第 21節 E9区 の遺構と遺物

S D01A区

S D01C区 4層⑪-1

lA区 3～ 4層

E9区出土木器(2)
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第2章 浅川扇状地遺跡群

その他の出土遺物 (第 156図、図版75-1～ 40809)

E9区 もE8区 と同様、出土遺物が少なく、前述の S D01006以外の遺構では、土師器や須恵器・かわ

らけ・内耳土器・中近世の陶磁器が数10g出土するだけである。遺構外でも、弥生土器7.8g.かゎらけ

2.Okg・ 内耳土器 3.Okg・ 陶磁器1.Okgな どで、ほとんどが第 3検出面で出土する弥生土器 を除 くと、中近

世のものはすべてS D01に 捨てられたようである。したがって、図示できた遺物で中近世のものはかわら

け (102)く らいで、残りは10世紀後葉頃の土師器不侶)・ 灰釉陶器皿に)・ 椀 151・ 黒色土器椀 (607)

である。弥生土器はいずれも小片で図示できなかった。

第98表 その他の出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底 面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

かわら
け皿

6.4 4.1 回転糸切 り 磨減 磨滅 やや軟
白茶色

砂粒少 灯芯油
痕
75--8

かわら
け皿

ヘラ削り ヘラ削り ナ デ 普通
白茶色

砂粒少 由十心灯
痕
75-9

土師器
不

(9.8) 右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ 普通
白茶色

砂粒少 外面炭
化物斑
に付着

灰釉陶
器皿

12。 0 高台径
5。 9

右回転糸切
り

回転ナデ 回転ナデ
色
好
白
良
灰

砂粒少 外面の
一部縦
ナデ

75--1

灰釉陶
器椀

(15.2) 高台径
7.8

回転ヘラ削
り

回転ナデ 回転ナデ
色
好
白
良
灰

砂粒少 75--2

黒色土
器椀

15.4 高台径
7.3

磨滅 磨滅 ヘラ磨き 普通
赤褐色

砂粒や
や多

75-4

黒色土
器椀

(15.4) 高台径
8.4

回転ヘラ削
り

回転ナデ ヘラ磨き 普通
赤褐色

砂粒や
や多

75--3

◎ タビ生≧==コ
S D01

0三 ミ o  9

5 cm

第159図  E9区 出土金属器
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第 22節 五反田水路出土遺物

第22節 五反田水路出土遺物

五反田水路は、W9区 の JR北長野貨物駅東境からき電所地点にかけての水路である。立ち会い調査 を

行い、図示 した須恵器蓋 (102)・ 弥生土器蓋(3)・ 鉢に)・ 甕 151・ 壺 (6)のほか、弥生土器8.8kg・ 土師器 8。 8

kg・ 須恵器6.6kg・ 黒色土器0.6kgを 採取 した (第 160図 )。

第99表 五反田水路出土土器観察表

番号 器種 口径 底径 器高 底  面 体部外面 体部内面
焼成
色調

胎 土 備 考 図版番号

須恵器
蓋

(13.3) 天丼回転へ
ラ削り

回転ナデ 回転ナデ 良好
青灰色

砂粒少

須恵器
蓋

(13.8) 鉦径
(3.4)

回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 通
色
普
灰

砂粒や
や多

弥生蓋 (18.2) 鉦径
4.6

ナ デ ナ デ ナ デ 普通淡
灰褐色

砂粒少 内外面
赤彩

74-3

弥生鉢 15。 8 5.3 磨滅 磨滅 磨滅 やや軟
淡褐色

細砂多 口縁花
弁状小
7L l対

74-2

弥生甕 現高
13.2

網代 目
磨
ケ
ラ
ハ
　
ヘ

縦
横
中
下

ヘラ磨き 普通
肌色

砂粒少

弥生壺 15。 1 37.8 無調整 横ハケロ
頸部ヘラ磨

横ナデ後
一部ハケロ

普通
暗赤色

砂粒少 74-4

1 2

第160図 五反田水路出土遺物
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第 3章 三才遺跡
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第161図  三オ遺跡遺構配置図



第 3章 三才遺跡
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第 3章 三才遺跡

第 3章 三才遺跡

三オ遺跡は、浅川扇状地遺跡群の北東方の長野市三オに所在する。千曲川氾濫原の微高地で調査地周辺

は果樹園となっている。幅15m、 長さ165mほ どの狭長な範囲を上下 3面調査 し、掘立柱建物 7棟・土坑

約200基・溝11条・墓30基・集石130畑跡 3面などを検出した (第 161図 )。

5号掘立柱建物跡 (S T05、 第162図、図版35-203)

北区第 2検出面調査区中央南寄 りの珊 rD150200 E160 17区 で検出された。直径25～ 55cmの 円形で確

認面からの深さ15～ 60cmの 31柱穴からなる桁行 6間、梁間 6間の建物である。同間数であるが桁行方向の

柱間が、平均1.9m(1間 )な のに対 して、梁間方向が平均1.4m(3/4間)で、更に両端の柱間が0。 9m

(1/2間 )と 短 く、11。 4× 7.3mの東西に長い長方形である。梁行方向の 2筋には、内側の 2柱穴を省いた

0。 9m(1/2間 )、 2.8m(3/2間 )、 2。 8m、 0.9mの間隔で並ぶ柱穴があり、床の梁を支える東柱であると思

われる。その半数近 くに根固めの石が入っていた。出土遺物はなく時期は不明であるが、周辺の出土遺物

から17世紀頃の掘立柱建物跡と思われる。

20号掘立柱建物跡 (S T20、 第162図 )

北区第 1検出面調査区中央の珊 rD 3・ 40809区 で検出された。直径55cm～ 85cmの 円形の10柱穴か

らなる桁行 4間、梁間 3間の傾I柱建物と思われるが、東側の側柱は失われている。7。 2× 4.8mの北東角を

切 り取った長方形であると思われ、柱間は桁行方向が0.9～ 2.7m、 梁間方向が1.6～ 1.7mである。すべて

の柱穴に根固めの石が入っていた。出土遺物は内耳土器80gでぁる。S T05と 同様17世紀頃の掘立柱建物

跡と思われる。

6号掘立柱建物跡 (S T06、 第163図 )

北区第 2検出面調査区中央の脚 X20区で検出された。直径20～ 45cmで、確認面からの深さ15～ 35cmの

6柱穴からなる桁行 2間、梁間 1間の側柱建物である。3.6× 2.2mの長方形で、柱間は桁行方向が1。 8m、

梁間方向が2。 2mである。出土遺物はないが、S T05と 軸を同じくし、同時期と思われる。

22号掘立柱建物跡 (S T22、 第163図、図版35-5)

北区第 2検出面調査区中央の脚 X250 Yl区 で検出された。直径20～ 30cmで、確認面からの深さ

10～ 45cmの 24柱穴からなる桁行 6間、梁間 4間の側柱建物で南側に張出しを持つと思われるが、いくつか

の柱穴が失われている。5.9× 2.7mの長方形に4.1× 2.4mの 長方形を付けた形で、柱間は桁行方向が

0。 7～ 1。 lm、 梁間方向が0.4～ 1.5mである。P506・ 10で柱根が見られた。出土遺物はないが、 S T05

と軸を同じくし、近接することから同時存在はあり得ないが、近接する時期のものと思われる。

1号炉 (S F01、 第163図・図版36-20405)

北区第 2検出面西部のXXIVD l1 0 16区 で検出された。1。 4× 0。 9mの長方形で確認面からの深さ10cmの く

ぼみの中に直径40cmの炉がありt周囲を礫で囲っていた。長軸を異にするが、ほぼ同規模の炉がおそらく

南東角を共有して重なっている。出土遺物は近世陶磁器 2gのみで、細片のため図示できなかった。近世
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第 3章 三才遺跡

のものと思われるが、詳しい時期・性格は不明である。

2号炉 (S F02、 第163図・図版36-6)

北区第 1検出面中程南寄 りの珊「D12区で検出された。1.2× 1.Omの長方形で確認面からの深さ15cmの

くぼみの中に長径60cm、 短径35cmの炉があり、周囲に礫が散っていた。焼土下に炭化物層があり、除湿の

ための地下構造と思われる。南西1.5mの S F01と 形状・規模が類似するが、出土遺物はなく時期・性格

は不明である。

7号炉 (S F07、 第163図・図版37-1)

北区第 1検出面中程の珊「D4区で検出された。1.4× 1.2mの隅丸長方形で確認面からの深さ15cmの く

ぼみの中に直径35cmの炉があり、周囲を 5～ 15cmの小礫で囲っていた。 l層下層・ 2層下層にも焼土が見

られ、 2回の炉の作 り替えがある。出土遺物はなく、時期・性格は不明である。

12号墓 (S M12、 第164図 )

北区第 1検出面北部の脚 Y ll区 で検出された。直径30cm、 深さ20cmの円筒形の掘 り込みの中に焼骨が

ぎっしり詰まり、底から曲物の底板が出土した。焼骨は一部黒味を帯びるが灰化するまで焼かれており、

性別 0年齢等は不明である (付章参照)。 ほかに出土遺物はなく、17世紀頃と思われるが詳しい時期は不

明である。

16号墓 (S M16、 第164図 )

北区第 1検出面北部の珊「Y ll区で検出された。直径28cm、 深さ20cmの 円筒形の掘 り込みの中に曲物が

あり、中に焼骨がぎっしり詰まり、上を 1～ 2 cmの炭で覆っていた。焼骨は細片で、性別 0年齢等は不明

である (付章参照)。 ほかに出土遺物はなく、17世紀頃と思われるが詳しい時期は不明である。

19号墓 (S M19、 第164図 )

北区第 1検出面北部の脚 Y ll区 で検出された。 S M22に 切られる。直径25cm、 深さ20cmの 円筒形の掘

り込みの中に焼骨がぎっしり詰まり、上を 1～ 2 cmの炭で覆っていた。底からは曲物の底板が出土してい

る。本遺構出土とされる人骨はなく、北区SMの仮番号で取り上げられた焼骨 3袋のうちの 1袋が本遺構

のものと思われるが、いずれにしても性別・年齢等は不明である (付章参照)。 ほかに出土遺物はなく、

17世紀頃と思われるが詳しい時期は不明である。

その他の出土遺物 (第 165図、図版81-8)

三オ遺跡も出土遺物が少なく、図示した遺物以外では各溝・土坑などから内耳土器や近世陶磁器の破片

が数十 gか ら数百 g単位、かわらけや土師器・須恵器・弥生土器が数十 g単位で出土しているだけであ

る。遺構外からも近世陶磁器1.8kg・ 内耳土器1.lkg・ 中世陶器430g.か ゎらけ52gな どと極めて少量し

か出土していない。近世陶磁器椀 (1～ 5)は緑灰釉 (102)・ 灰釉 0)・ 黄釉に)・ 緑釉 (5)の ものがある

が、いずれも単色で全面施釉され、釉に貫入が入る共通点がある。口縁が輪花状につままれ、楕円形の陶

磁器皿鯰)も 淡緑釉の単色で釉に貫入が入るが、高台及び底面には施釉されない。唐津焼と思われる大鉢仔)

は同心円や櫛描波状文施文後白釉・緑釉を施し、緑釉を掻きとることによって、凹部に残った緑釉と掻き

とって現れた白釉が複雑な文様を描出している。そのほか、三足の香炉侶)や胞烙り)の土器類、煙管 (100

11)・ 毛抜きCЭ・包丁l141や針αりなどの金属器も出土している。
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第 4章 成果と課題

第 4章 成果と課題

浅川扇状地上の遺跡の様相

第 3章 までに述べたように、今回の北陸新幹線建設に関わる浅川扇状地遺跡群と三オ遺跡の調査地は、

これまで県埋文センターが行ってきた調査と異なり、幅十数 mと 狭 く、全体を合わせてもそう大した面積

ではない。それにもかかわらず、この調査が有意義なのは、単にこれまで調査例の少なかった浅川扇状地

扇端部や千曲川氾濫原微高地上の調査地′点を増やしたことだけではなく、浅川扇状地上を浅川と直交する

方向に線白勺に調査したことにあると考えられる。

それについては後述するとして、各調査区の様子をまとめるとまずW2A区 では検出された 7軒の竪穴
住居跡すべてが弥生時代中期後半のもので、出土遺物もほとんどが同時期のものである。それに続くW2
B区では竪穴住居跡24軒が検出され、南西端にありW2A区 から続 く弥生時代中期後半の集落の縁辺部に
あたると思われるS B24と 、古墳時代中期 と思われるS B14を 除くとほとんどが古墳時代前期のものであ

る。W3C区 では時期が不明の住居跡が多いが、時期の分かるものでは弥生時代中期 3軒、弥生時代後期
1軒、古墳時代前期 4軒、古墳時代前～中期 1軒、古墳時代後期 3軒 と、全体の軒数が少なく確言はでき

ないが、弥生時代後期・古墳時代中期が希薄になっている。

W4区からW6区 までは試掘調査によると、水田土壌や流路は見られるものの遺構はなく、それに続 く
W7A区 も遺構は希薄域である。W7B区 では検出された竪穴住居跡 3軒がすべて古墳時代中期であり、
下層にはそれ以前の水田があってW8A区 まで続いている。W8A区 も遺構は希薄であり、W8B・ C区
では検出された 9軒の竪穴住居跡のほとんどが古墳時代前期のものである。W9区には古墳時代前期の竪
穴住居跡はなく、弥生時代後期 5軒・古墳時代後期～終末期 3軒 08世紀代 3軒・ 9世紀代 3軒・10世紀

代 2軒である。W10A区には古墳時代前期の方形周溝墓はあるものの集落はなく、W10B区 は時代の分か

る竪穴住居跡 5軒がすべて弥生時代後期である。

Wll区は攪乱が著しいものの、弥生時代後期 1軒・古墳時代後期 2軒 08世紀代 1軒・ 9世紀代 2軒の

竪穴住居跡を検出している。W12区では縄文時代中期の埋甕が検出されているが、扇状地の堆積の速さを

考慮するとこのような浅いところで検出されたものが現位置を留めているかどうか疑わしい。Wll区で古

墳時代後期の竪穴住居跡の上層から同時期の縄文土器や石器が大量に出土していることもこのような疑い

を強くする。W13014区 では弥生時代中期 3軒・古墳時代後期～終末期 2軒が検出されている。 E地区で

は、E8区で10世紀代の竪穴住居跡 1軒が検出されているほかは古代以前の住居跡は検出されておらず、
中・近世が中心となっている。

以上いささか冗長になってしまったが、このように今回の調査区を通してみると弥生時代中期から近世

までほぼ切れ目なく遺構があるが、特定の調査区をとってみると1時期だけ、または断続的に数時期とい

う調査区がほとんどで、W9区やWll区で古墳時代後期から古代まで継続しそうなのを除くと、長期継続
する地区はほとんどないと言える。このような様相は扇央部の遺跡にも見られ、吉田高校グランド遺跡で

はこれまで検出された竪穴住居跡17軒すべてが弥生時代後期前葉のものでその時代の標識遺跡となってお

り、本村東沖遺跡の 2次調査では検出された竪穴住居跡 7軒がすべて古墳時代前期のものである。

第 1章では、浅川扇状地上は遺跡の利密地帯であり、しかも良好な集落遺跡が多いと述べた。確かに、

今回の調査でもW4～ 6区やE2040607区 のような遺跡の空白地域や、W7A・ w8A・ E30E
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5区のような希薄地域はあるものの、かなりの地′点で良好な集落遺跡が検出されている。これは、一つに

は浅川扇状地が現在商業・工業・住居地域であり、開発に伴う調査例が多いということもあるが、現在で

もそうであるように古代から住みよい場所であったからに違いない。それにもかかわらず、多くの場合、

回帰はあっても短期間で廃絶されるのはなぜか。それには浅川が関係していると思われる。

浅川は現在天丼川となっているように、非常に土砂運搬能力の大きな川である。このような川は両側に

運んだ土砂を自然堤防として残しながら次第に河床を上げていく。これが、大雨などにより増水して堤防

が切れると低い方に流れが変わってしまう。これを何度も繰り返して形成されたのが浅川扇状地である。

このような洪水が何度もあったことは、W7～ 8区で検出された洪水砂に覆われた水田跡や、時代は下る

が同様に洪水砂に覆われ下流の東向きの畦だけが残っているEl区の水田跡などから窺われる。このよう

な河道の移動に伴い、集落も移動したと考えられる。

それでは河道の移動につれて集落が移動したとして、集落はどこに営まれたであろうか。少しでも高燥

な場所が選ばれたであろうから、旧河道の自然堤防上に横長に営まれたであろう。これが流れに対して垂

直に線的に行った今回の調査で、地区ごとに目まぐるしく集落の時期が異なった原因であると思われる。

今回の調査を時代別にまとめると、弥生時代中期後半の集落はW2A・ W3C O W13014区にあり、W

2B区は空白になっている。弥生時代後期の集落はW3COW9区 ・W10B～ 11区にかけてあり、W10A

区は空白となっている。古墳時代前期の集落は、W2B～W3C区 とW8COD区 にあり、間が空白とな

っている。古墳時代中期の集落は、W7B区 とやや不明確だがW3C区 にある。古墳時代後期の集落は、

W3C OW9 0Wll区にあり、W10A・ B区は空白となっている。古代の集落も同様にW90 Wl10 E 8

区になり、W10A・ B区が空白となっている。

これらは一見乱雑であるが、よく見ると弥生時代中期後半のW2B区 を挟んでのW2A区 とW3C区 に

あるように 1地区程度を挟んで両側に立地する例が多い。自然堤防は当然川の両岸にあったわけであるか

ら、これは旧河道を挟んだ両岸の自然堤防上に集落が立地したためではないだろうか。そうであれば、弥

生時代中期後半以前の河道はW2B区 を通っていたと思われるが、裾花川が江戸時代の改修以前東流して

善光寺の門前を通っていたことを考えると、裾花川の河道と見られ、浅川の河道はW13014区の側を想定

できる。弥生時代後期以前、つまり弥生時代中期にはW10A区、古墳時代後期以前、つまり古墳時代中期

にはW10A・ B区を通っていたと思われる。古墳時代中期の明確な集落はW7B区 のみであるが、W7B
～8A区にかけてこの前代のものと思われる水田が広がっていることから河道をW7C区側に想定できず

W7A区 の側であろう。古墳時代前期も同様にW4～ 8B区が空白になっているが、W2B03Cは 裾花

川沿いと思われ、W8COD区 の側に求めるしかないが、W9区には弥生時代後期の集落が存在すること

から河道を想定できず、W8A・ B区を通っていたと思われる。

これをまとめると、弥生時代中期前半以前にはW13014区近辺を通っていた浅川は、弥生時代中期後半

にはW10A区、弥生時代後期にはW8A・ B区、古墳時代前期にはW7A区 と南下し、古墳時代中期には

W10A・ B区に戻り、中世以降El区の水田を埋めるような氾濫があって現在の位置に移ったと考えられ

る。但し、100年単位程度でしか集落の時期区分を行っておらず、もう少し細かな変動はあったかもしれ

ない。

これに扇央部の既調査の遺跡を加えると、弥生時代中期後半の集落は牟礼バイパスB地点・浅川端・二

ツ宮・本掘・柳田・徳間本堂原の各遺跡にあり、弥生時代後期は吉田高校グランド・ニツ宮・本村東沖・

徳間本堂原・神楽橋、古墳時代前期は牟礼バイパスA地′貞・本村東沖 0徳間本堂原、古墳時代中期は牟礼

バイパスB地′点・下宇木・ニツ宮・本村東沖、古墳時代後期から古代は浅川西条・三輪・牟札バイパスB

OCOD地点・浅川端 0押鐘・檀田・ニツ宮・駒沢新町などの各遺跡で集落跡が検出されている。
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これらの遺跡を時期別に地図上に落 としたのが第166～ 170図 である。これらの遺跡も浅川の自然堤防上

に立地したとすると扇頂部は固定されているわけであるから、これら各時期の集落の脇 と今回の調査地点

内を通る浅川の河道が図のように推定される。牟礼バイパスに)やニツ宮遺跡00な どに集落が存在 し続ける

のは、浅川がそれ以南を移動して影響を受けなかったためか。微地形を考慮すれば、もう少し正確な推定

ができるかもしれないし、あるいは集落が前代の自然堤防上に立地するという仮定が誤りであるかもしれ

ない。しかしながら、扇状地上の集落の頻繁な移動という事実は動かしがたい。それに河道の移動が影響

したことは間違いなく、各時代の遺跡の存在だけでなく不在も含めて、線的に把握できたことは重要と思

われる。
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第166図  弥生時代中期後半の集落 (★ )と 弥生時代中期前半以前の浅川推定河道 (―――)

第167図  弥生時代後期の集落 (★ )と 弥生時代中期後半の浅川推定河道 (―――)
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第168図  古墳時代前期の集落 (★ )と 弥生時代後期の浅川推定河道 l―――)

第169図  古墳時代中期の集落 (★ )と 古墳時代前期の浅川推定河道 (―――)
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第 4章 成果と課題

第170図 古墳時代後期～古代の集落 (★ )と 古墳時代中期の浅川推定河道 (―――)
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付章 浅川扇状地遺跡群・三才遺跡出土の人骨と動物遺存体

京都大学霊長類研究所

茂原 信生

1 浅川扇状地遺跡群 (MAS)出 土の人骨 と動物遺存体

(1) はじらわに

浅川扇状地遺跡群は長野市の浅川扇状地にある遺跡群である。この遺跡は北陸新幹線の工事に伴って、

長野市早苗町から上駒沢までが平成 5年から 7年にかけて長野県埋蔵文化財センターによって発掘調査さ

れた。

本報告で扱うのはその際に出土した人骨と動物遺存体である。これらの人骨は古墳時代、ならびに近世

と考えられているものである。

(2)出土人骨の特徴

① SM01人骨 (W2B区)(古墳時代 )
火葬された骨である。頭蓋骨片では左側頭骨、上顎骨歯槽突起部、前頭骨左頼骨突起部などが確認出来

る。ほかに頭蓋冠などの破片が数十′点出土している。いずれも大きくても数cm程度の細片である。縫合は

特定は出来ないが、残っているものはいずれも鋸歯状が明瞭であり、さほど高齢の個体ではなかろう。

上顎骨は左の第 2切歯から第 2小臼歯までの歯槽が確認され、その間に抜歯はない。

それ以外に細片が多く出土しているが四肢骨と思われるようなものはほとんど見られない。四肢骨は焼

かれた場合頭蓋骨よりむしろ残 りがいいのが普通である。したがって、この人骨はほかで焼かれて一部が

ここに持ってこられた可能性が高い。

この人骨はさほど高齢ではないが詳細な年齢や性別は不明である。

② SD01人骨 (E9区 )(近世 )

右寛骨の大坐骨切痕部が残っているだけである。年齢や性別は不明である。

(3)出土した動物遺存体のリス ト

出土した動物の種類はイノシシ (あ るいはブタ)、 ニホンジカ、ウシ、ウマおよびイヌの 3日 5科 5種で

ある。

口甫茅L糸岡

イ呂招希目 Artiodactyla

シカ科  Cervidae

ニホンジカ Cervus nippon

イノシシ科  Suidae

イノシシ Sus scrOfa (あ るいはブタ)

ウシ科  Bovidae

ウシ Bos taurus

奇蹄目 Perissodactyla
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ウマ科  Equidae

ウP‐7 Equus caballus

食肉目 Carnivora

イヌ不斗 Canidae

イヌ Canis falniliaris

(4)出土獣骨の特徴

出土点数ではウマが最も多く (20点 )、 ついでイノシシ (4点 )、 ウシ・シカ (2点 )である。イヌは出

土′点数は多いが一体分である。

a) ニホンジカ

近位部の欠けた歴骨が出土している。近位部に食肉類 (イ ヌ)に よるものと思われる咬痕が見られる。

現生のニホンジカに比べるとかなり大型のシカである。

b) イノシシ

4点出土しているが、そのうち 3点は縄文時代中期後半に属するものである。同一個体のものと思われ

る。下顎の第 3大臼歯が萌出中である。

C) ウシ

出土したものはいずれも歯である。W9区 S D17か ら出土したものは同一個体と考えられる下顎の右第
1～第 3大臼歯である。W9区 S B03地点からは上顎の自歯片と思われるものが出土している。
d) ウマ

ウマも出土したものの多くは歯である。ほかに四肢骨が 5点出土している。E9区 S D01の B区から出
土した 2本の大腿骨はかなり大きさが異なっている。大きいものの中央横径は30。 7mm、 矢状径は37.4mmで

あり、一方小さいものの同一部位の計測値はそれぞれ25.3mm、 33。 2mmである。しかも大きいものは骨端が

癒合していない若い個体である。同じS D01の B区 とA区からこれらに対応した歴骨が出土している。B

区のものは小さく遠位端矢状径は30.5mm、 横径は51.6mmであり、一方A区のものは大きく同一部位の計測

値はそれぞれ39.9mm、 62。 7mmである。この違いは同一品種のオスとメスの違いを越えており品種の違いに

よるものの可能性が高く、中型馬と小型馬がいた可能性がある。大きい方の大腿骨の両端と胚骨の近位部

には咬痕が見られる。カットマークはない。

e) イヌ

ほぼ一体分のイヌが出土している。頭蓋骨は吻の先端部が欠けている。全体に頑丈で、外前頭稜の下方

は著しく膨隆している。また、矢状稜はよく発達しており、咀疇筋の発達がよかったことを示している。

外側頭直筋の付着部は発達しているが左右が合してはいない。比較的大きなイヌである。

(5)ま と め

浅川扇状地遺跡群からは人骨と獣骨が発掘された。獣骨はシカ、イノシシ、ウシ、ウマおよびイヌの 5

種である。ウマは小型馬と中型馬の 2種類がいた可能性が高い。発掘された人骨は 2体である。 1体は火

葬されたもので頭蓋骨片だけが出土している。また、もう1体は焼かれておらず、寛骨片だけである。乳

歯列をもった3歳前後の個体も出土している。
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2 新幹線三オ遺跡 (MSS)出 土の人骨と動物遺存体

(1) はじらわに

新幹線三オ遺跡は長野市三オにある遺跡で、北陸新幹線の工事に伴って平成 5年に長野県埋蔵文化財セ

ンターによって発掘調査 された。時代は中・近世のものと考えられている。人骨は木の曲げ物に納めて埋

葬されていたものである。

人骨の計測はマルチン法 (馬場 ;1991)に したがい、歯の計測は藤田 (1949)に したがった。

(2)出土獣骨

出土した獣骨は少な く、ウマが 3点、イノシシ (あ るいはブタ)が 1点だけである。ウマは、眼宙下孔

付近の上顎骨 と歯の破片である。特記すべ きことはない。イノシシは上顎骨片である。

(3)出土人骨の特徴

① MSS― 試掘人骨
ヒトの右大腿骨近位半、大腿骨頭が出土している。大腿骨は後面の粗線が幅のある稜状によく発達して

おり、いわゆる柱状大腿骨である。殿筋隆起はよく発達している。上部の横径は28.6mmt矢状径は20.4mm

で扁平示数は71.3で超扁平大腿骨に属している。性別は不明である。粗線や骨の表面の性状から成人には

達しているであろうと判断される。

② SM7人 骨
頭蓋骨は後頭骨の外後頭隆起付近が 2点残っている。四肢骨は 4点で部位は不明である。全重量は14g

である。

③ SM9人 骨
焼かれた人骨である。四肢骨の表面には波形の亀裂が入っており、軟組織が付着したままで焼かれたも

のであろう。火葬骨の全重量は960g程で、一体分の総量の約1/3である (茂原・松島 ;1996)。

頭蓋骨

焼かれているが、黒化 した部分 と火を受けていない部分がある。左の側頭骨、後頭骨の一部、前頭骨の

一部が認められる。乳様突起は非常に小さい。耳道上稜はわずかに発達 している。左右の側頭骨錐体部が

確認出来、重複する部分 もない。したがって、一体分であろう。

四肢骨

寛骨臼部、椎骨、騒骨片などが確認出来るが、特記すべきことはない。

④ SM10北区人骨

左右の側頭骨錐体の一部と上顎右第 1大臼歯歯冠が認められる。第 1大臼歯は近心頼側咬頭が欠けてい

るが残っている咬頭に咬耗は見られない。上顎大臼歯の咬耗は近心舌側咬頭から始まるのが一般的である

から、年齢は高くとも6歳前後であろう。四肢骨は10数′点が確認され、それ以外は一握りほどの数mmの細

片がある。四肢骨で残っているものはいずれも骨端は化骨していない若い個体である。

この個体は6歳前後であろう。性別は不明である。全重量は47gでぁる。

⑤ SMll人骨

出土した骨は焼かれており、大きいものでも数cmの細片である。

頭蓋骨

左右の側頭骨錐体、左右の上顎骨、左下顎骨関節突起部などが認められる。歯列には乳臼歯の歯槽 と、
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その下方で形成されている永久歯の入る部分が確認され、乳歯列であったことをうかがわせる。硬口蓋や

関節突起の大きさも非常に刀ヽさく、このイ団体がまだ小さいイ団体であったことを示している。第 1大臼歯に

関しては歯槽からは判断出来ない。

歯

下顎の第 1お よび第 2小臼歯の歯冠が見られる。これらは黒色を呈しており、下顎骨の中で火を受けに

くかったのであろう。これらが形成されるのは 6歳前後である。下顎の切歯と思われる歯根が 4本残って

いる。これらはほとんど完成しているが根尖孔が完成していないので 7～ 8歳程度の状態である。上・下

の第 1大臼歯の歯根が見られるので、萌出はしていた可能性がある。下顎の小臼歯の大きさは第 1小臼歯

が近遠心径 :7。 6mm(7。 31)(カ ッコ内は権田 ;1959に よる現代日本人男性の平均値)、 頼舌径 :9。 Omm(8.06)、

第 2小臼歯の近遠心径 :7.8mm(7.42)、 頼舌径 :9。 3mm(8.53)で、現代 日本人男性の平均値を上回ってい

る。

四肢骨・体幹骨

四肢骨片は多数出土しているが、いずれも骨質は薄い。骨端も多数見られるがどれも骨幹と癒合してい

ない。左鎖骨、左右上腕骨近位骨幹、第二頚椎、大腿骨近位骨幹、左右距骨などが見られる。鎖骨の中央

部付近の幅は6.lmm、 厚さ4.3mmで焼かれていることを割り引いても非常にガヽさい。

骨は自くなるまで灰化しており、800度程度の熱で焼かれたものと推測される。取 り上げられた骨の全

重量は340gでぁる。平均身長が154。 74cmの 明治時代人の男性の 1体分の火葬骨の重量は推定で2118.3g

であり (茂原・松島 ;1996)、 身長が115cm程度の 7～ 8歳児は41%ほ どの骨重量であるから、 1体分の火

葬骨がすべてあったとして約869gで ぁる。したがって、この個体はすべての骨が集められたわけではな

く、焼かれた 1体分の約半分が集められていると考えられる。

以上の観察を総合して考えると、重複した部分はなく1体分 と考えられる。また、この個体は 7～ 8歳

の幼児であったと考えられる。性別は歯の大きさから判断して男性の可能性が高い。

⑥ SMllP人骨

骨はすべて焼かれており、10cm程度の四肢骨片が最も大きいものである。灰化するまで焼かれている。

四肢骨表面には小さな波形の亀裂が多数見られるので、この個体は軟組織がついたままで焼かれたもので

あると考えられる。

頭蓋骨

重量は120g程度しかない。右頼骨、右上顎骨片、左側頭骨片、左下顎角部などが見られる。

歯

歯冠のエナメル質は焼かれてすべて脱落している。左上顎大臼歯の歯根が第 1大臼歯から第 3大臼歯ま

で確認出来るので、少なくとも18歳にはなっていたと判断される。

四肢骨

大腿骨の粗線はやや発達している。椎骨の椎体の一部などが認められるがほとんどは細片化しており、

同定の出来ない四肢骨片が多く、特記すべきことはない。

取り上げられた骨の全重量は1002gでぁり、成人の 1体分の1/3か ら半分程度である。この個体の性別

は不明である。歯から判断して、少なくとも18歳以上であることは間違いなかろう。

⑦ SMll(仮 NQ 3)人骨

全重量は146gでぁる。白く灰化するまで焼かれている。

頭蓋骨

左右の側頭骨錐体が認められる。乳様突起は小さい。左の大歯部付近から右の下顎枝基部付近までの下
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顎骨の体が出土しているが、これには左の大歯の歯槽のソケット以外は見られず、下顎体も萎縮している

のでかなりの高齢の個体と推測される。下顎にほとんど歯はなかったであろう。

四肢骨

歴骨の骨幹が認められるが詳細は不明である。小さな波形の亀裂が多数認められるので、軟組織がつい

た状態で焼かれたものと推測される。

③ SM12人骨

灰化するまで焼かれているが、一部にやや黒味を帯びた部分が見られる。焼かれた温度が低かった部分

である。全重量は252gでぁる。

頭蓋骨・歯

後頭骨外後頭隆起部が 2′点、右側頭骨錐体の一部が確認される。一方の外後頭隆起はさほど発達してい

ないが、もう一点の方は後頭隆起を形成している。頭蓋冠の骨はごく少ない。歯は2点だけである。

四肢骨

いずれも薄い骨質のものばかりで、頭蓋骨の外後頭隆起に対応するような厚い級密質を持つものは見ら

れない。これら以外は細片である。

⑨ SM12(仮 NQ 2)人骨
20点ほどの頭蓋骨片と四肢骨片が残っている。頭蓋骨は頭頂骨前端と側頭部が見られる。骨は比較的厚

い。四肢骨では左上腕骨の骨幹の遠位部と大腿骨後面が認められる。大腿骨の粗線は幅を持った稜状でよ

く発達している。上腕骨は外側縁がよく発達している。全重量は141gでぁる。

⑩ SM14人骨

焼かれているが一部に黒化している部分がある。頭蓋骨片が10点ほどと一握りほどの四肢骨片が出土し

ている。頭頂骨が認められるが、四肢骨は同定出来ない。四肢骨片には波形の亀裂が多数認められるの

で、軟組織がついたまま火葬されたものであろう。特記することはない。全重量は114gでぁる。

⑪ SM15人骨

全重量は110gで、頭蓋骨片がほとんどである。

頭蓋骨・歯

後頭骨、右側頭骨錐体、右関節頭を含む下顎骨片 (4点 )、 右頼骨片が認められる。外後頭隆起はブロ

カのⅢ型である。歯は 2点残っている。

四肢骨

枕骨近位端が認められる。他は部位不明の10′点ほどである。波形の亀裂が見られるので軟組織がついた

まま火葬されたものであろう。

⑫ SM16(北 区)人骨

焼かれた人骨である。全重量は389gでぁる。

頭蓋骨

20′点ほどで、いずれも細片である。側頭骨錐体部と下顎骨以外に特定される部位はない。一部に黒化し

ている部分がある。下顎骨は右の下顎骨体の後部と、左の下顎枝の上部がある。筋突起の内側筋稜はよく

発達している。大臼歯は第 3大臼歯までが萌出している。顎舌骨筋腺は明瞭である。

四肢骨・体幹骨

枕骨片、大腿骨の一部、胚骨片などが認められる。大腿骨は上部の骨幹が残っているが扁平である。大

腿骨の一部、枕骨などが黒化している。残っている四肢骨片の多くも同様である。

⑬ SM17人骨
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頭蓋骨は 5点が残 ってお り、左頼骨、前頭骨の一部が認め られる。頼骨はきゃしゃである。全重量は60

gである。

四肢骨

波形の小さな亀裂が認められるので、軟組織がついたまま火葬されたものであろう。大腿骨の後部粗線

の―培Ьが確認出来るが特記すべきことはない。

⑭ SM18人骨

焼かれた人骨である。四肢骨に波形の亀裂が見られるので軟組織がついたまま焼かれたものである。

頭蓋骨

頭蓋骨片は非常に少ない。火葬骨では残 りやすい側頭骨の錐体部なども残っていない。

四肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、枕骨、歴骨などの一部が確認出来る。すべてが灰白色に焼かれているわけでは

なく、右の上腕骨や肩甲骨は黒化しておりかなり低温で焼かれた。すなわち他の部分よりも火のとおりが

悪かったということがわかる。これがどんな原因によるものかは不明である。

骨の総重量は800g程度である。

⑮ SM20(北 区)人骨

焼かれて黒化した下顎右第 1大臼歯の歯冠が出土している。咬耗は見られない。若い個体のものであろ

う。ほかに左右の側頭骨錐体の一部が出土している。

⑩ SM22人骨

頭蓋骨片 2点を含む数′点が取り上げられたが同定出来るものはない。

⑫ SM201人骨

四肢骨の表面には波形の亀裂が入っており、軟組織がついたままで焼かれていたものであろう。頭蓋骨

では、後頭骨、側頭骨、上顎骨などが確認出来る。外後頭隆起は非常に発達している。歯が 1点 と10数点

の細片である。歯はエナメル質が焼かれて脱落しているが上顎の小臼歯であろう。小臼歯は歯根までが形

成されるのは15歳前後であるから、この個体は少なくとも10代後半にはなっているであろう。

四肢骨では、大腿骨、尺骨、指骨などが確認出来る。大腿骨後面の粗線は幅を持った稜状に発達してお

り、いわゆる柱状大腿骨である。

骨の総重量は710gほ どである。

この個体の性別、年齢は不明である。

⑬ SM202(南 区)人骨

下顎の正中部、左側頭骨錐体の一部と頭蓋骨の細片である。下顎骨の正中部は子供のもので、顎骨の中

で永久歯が形成されていた部分が見られる。頭蓋骨は非常に薄い。これらは幼児のものであろう。他に10

点ほどの四肢骨片と、一握りほどの細片が残っている。四肢骨は骨が薄い。全重量は60gほ どである。

⑩ SM(北 区)人骨
305gほ どの焼かれた人骨が出土している。色は灰色でさほど高温で焼かれたものではなさそうである。

割合では四肢骨が少ない。黒化した部分もある。

⑩ SM北区 (仮NQ 2)人骨
頭蓋骨片が 4点出ており、右下顎骨関節頭、左前頭骨頼骨突起部が含まれる。四肢骨には右肩甲棘が見

られるが他は細片で同定出来ない。四肢骨には波形の小さな亀裂が見られるので、軟組織がついたまま火

葬されたものであろう。全重量は206gでぁる。

④ SM北区 (仮NQ 3)人骨
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10点ほどの頭蓋骨片と四肢骨の細片が出土している。左側頭骨の乳様突起は小さい。四肢骨は、大腿骨

遠位関節部、肩甲骨関節部が認められる。性別や年齢は不明である。全重量は188gでぁる。

(4)ま と め

この遺跡から出土した人骨の火葬の温度は、完全に灰白化するまで焼かれているものは少なく、全体と

して安定して高温で焼かれたわけではなく、黒化した部分や灰色の部分あるいは灰白色の部分など様々で

ある。各イ固体では、多くても一体分の火葬骨重量の1/3程度にしか出土していない。

この人骨ならびに動物遺存体を観察・研究する機会を与えてくださった長野県埋蔵文化財センターの

方々に厚く感謝いたします。
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2cm

lcm

浅川扇状地遺跡出土のイヌ(1～ 13)と 人歯 (14015)

(1:頭蓋骨右側面観、右が前方、 2三 頭蓋骨上面観、 3:頭蓋骨底面観、 405:上 腕骨、 607:撓 骨、 809:尺

骨、10011:歴骨、12013:大腿骨。大腿骨の骨頭が左右 ともに欠けている。14:上顎歯咬合面観、15:下顎歯咬合面観 )
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